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　瑞みず々みずしい緑の麦畑が地平線まで広がる開拓地の景色は、風景画と見み紛まごうばかりの美しさだった。

　だが、画家が手元か、あるいは情じょう緒ちょの一部を狂わせてしまったようにも思えるドス黒い染みが、その印象画的な美観を完かん膚ぷ無なきまでに台無しにしている。

　集落が燃えて黒煙を上げているのだ。

　第三偵察隊所属の富とみ田た二等陸曹は、立ち上がる太い煙を遠望して、大空に向かって飛び立とうとする巨竜の姿を連想した。しかしそれは平和な村で生活している人々の命や住まい、そして次の収穫までの蓄えを供く犠ぎとして呼び起こされたものだ。そう考えて見直すと、この風景画は『邪じゃ竜りゅうの衝しょう天てん』とでも名付けるのが相応ふさわしいかも知れない。

　彼を乗せた大型ヘリコプター・チヌークの大編隊は、僚りょう機きと共に黒煙に包まれた集落を、その屋根をかすめるようにして駆け抜けた。

　眼下では紅ぐ蓮れんの炎が、人々の住まいや家具などに灼熱の牙を剥むいて、噛かみ砕き、咀そ嚼しゃく音を立て、喰らい尽くそうとしている。蛇の舌先にも似た炎熱がちろちろと燃え草を探してとぐろを巻き、その息吹は轟音を上げていた。

　それらを四千三百三十六の軸じく馬ば力りきを発するターボシャフトエンジンの爆音が力ずくでねじ伏せ、頭ごなしに抑えつける。

　前後に二つ列ならんだローターブレードが、黒い紗うすぎぬを幾重にも重ねたような煙を引き裂き、その裾を強烈なダウンウォッシュによって巻き上げる。炎の一部などは、ただそれだけで吹き消されてしまったほどに。

　同乗している、と言うより富田達の方が乗せて貰っている側なのだが、陸上自衛隊特地方面派遣部隊第四戦闘団四〇三中隊所属の隊員達は、眼下に広がった無惨な光景を見て一様に口を噤つぐんでいた。

　喋り続けているのはテレビニュースの取材スタッフだけ。

　誰に許可を得るでもなく当然のように景色が一番よく見える場所を占領した彼らは、カメラの砲口レンズを眼下の集落へと向けている。マイクを手にした古こ村むら崎ざきという男は、見れば誰にでも分かるような「集落があります」「煙を上げています」「あちこちに犠牲者の姿が見えます」といった内容を、あたかも自分だけが知る特別な秘密であるかのごとく喋っていた。

　そんな情景を眺めながら、富田は傍かたわらの栗くり林ばやし二等陸曹の耳元に口を寄せた。

「護衛するテレビのスタッフって、てっきりお前の妹だと思ったんだけどなあ？」

「なんでかなぁ、最近のあたしらって、こんな任務ばっかりしてない？　これってもう偵察じゃないよね」

　会話が微妙に噛み合っていない。だが、それぞれに愚痴をこぼしたいだけだったこともあり、特に言葉を重ねることもなく視線を交え、互いに肩を竦すくめ合うだけに終わった。

「野郎共、見ての通りの惨状だ。ここでの俺達の任務はゾルザル派の掃そう討とうだ。今度こそ奴らの本隊を見つけだして、ぶっ潰す。わかったな!?」

　先任陸曹長の怒鳴るような声を受けて隊員達は一斉に「オッス！」と頷うなずいた。

「良い返事だ。よし、弾たま込め！」

　第一小隊の隊員達は取り出した弾倉の角を、ヘルメットにコンコンとぶつけた。

　計二十発の七・六二ミリ弾が弾倉内できちんと揃うようにしているのだ。些さ細さいな配慮だが、戦闘中に小銃が弾詰まりなどの作動不良を起こせば命にかかわる。この程度の用心ですら怠おこたったが故に、生死を分けることになるのが戦場であり、彼らがこれから向かう場所なのである。

　慣れた手つきで、六四式小銃に弾倉を装着し終えた隊員達は、槓こう桿かんから手を放し薬室に弾丸を送り込む。装弾、装填、閉鎖……彼らが手にする愛銃は、この瞬間をもってあっけないほどに獰どう猛もうな凶器となった。

「弾込め良しっ、安全装置良しっ！」

　とは言え、銃が攻撃色を発するわけでなく、猟犬のように体毛を逆立てて今にも襲いかからんと唸うなるわけでもない。冷たい鋼鉄の表情は、弾を装填しようとしまいと、一切変わらないのだ。しかし人差し指に、引き金の重さ二・七～四・三キログラムを僅かに超える力を入れさえすれば撃鉄が雷管を打ち、持ち主が意図した方向に凶悪な殺意の塊かたまりを吐き出す。

　考えてみれば、隊員達もこの小銃と同じかも知れない。

　日頃の彼らも、誰かの友人であり、あるいは誰かの夫で、誰かの息子だ。テレビのスポーツ中継番組で派手な演出を受けて登場する格闘家のような、一目でそれとわかる外見的要素は少ない。制服を脱いでしまえば、そうと言わなければ誰にも気付かれないくらいなのだ。

　けれど弾を装填した銃を持ち、命令によって安全装置を解除された彼らは、飢えた狼のように斃たおすべき獲物を探し、命令という名の引き金を引かれることによって、敵を殲せん滅めつせんとして一斉に飛び出して行くのだ。

　部品の脱落を防ぐためと、不必要な物音を防ぐ目的で施した黒ビニルテープの補強を確認した隊員達は、負おい紐ひもを伸ばすと銃を背負った。中には、町工場で作ってもらったマウントを用いて、私物の照準補助具ダットサイトを強引に装着している者もいる。そうした隊員は、薄暗いチヌーク機内であちこちに銃口を向け、十字照準刻線レティクルの見え具合を確かめてから銃を背負った。

　隣にいた隊員が問いかける。

「そんな無理矢理とりつけたダットサイト、あてになるのか？」

「なんかの拍子に倒れるかもしれない照しょう星せいと照しょう門もんと同じくらい……かな」

　戦闘状況が過酷になり始めると、陸自上層部も隊員達がそれぞれに行う創意工夫をかなりのレベルで許すようになっていた。照準補助具もその一つで、前方握把やレーザー照準具を取り付けている者もあるのだ。

　二機のチヌークが、集落の広場に影を落として静止する。

　少し離れたところを、戦闘ヘリのコブラが旋回し降下する隊員達を支援する構えをとっている。

　運動会で使う綱引きの綱ほどに太いファストロープが地面まで下ろされると、小隊長は上げた手を静かに下ろした。

　すると第一小隊の隊員達は放たれた弾丸のように、ファストロープに飛びついて、次から次へと滑すべり降りていった。

　そんな彼らの姿を、報道のカメラが見送る。

　その脇では、富田達が地上に銃口を向けて、降下する隊員達を攻撃するような敵がいないかを見張っている。

　第一小隊の隊員達をすっかりと降ろしてしまうと、チヌークはファストロープを引き上げて、再び高度を上げ始めた。

　閑散とした機内では、古村崎がヘリパイ・ヘルメットをかぶった隊員に詰め寄っていた。

「おい、どこかに着陸しろ。俺たちが降りられないじゃないか！」

　航空科の機上整備員が内心で辟へき易えきとしていることのわかる、作ったような愛想笑いで答えた。

「はい、了解しました。でも、着陸するのは地上の安全を確認してからですよ」

「それじゃあ、緊迫した地上の映像が撮れないじゃないか!?　今すぐ、俺たちを降ろせ！」

「いいですけど、……これ使えます？」

　機上整備員がファストロープを指し示して説明した。

　戦場を往来するヘリコプターが最も危険に曝さらされるのは、離着陸する瞬間である。それを避けるために懸けん垂すい降こう下かや、ファストロープによる降下等の方法が開発されたとも言える。もちろん、素人に突然「やれ」と言って出来ることではないがこれも機体の安全、つまりは取材クルーの安全を確保するために必要な処置なのだと言うと、さすがの古村崎も「仕方ねぇな」と、罵倒混じりに舌打ちするしかなかった。

　カメラマンと古村崎が物欲しげに大地を見下ろす中で、チヌークは高度をどんどん上げた。そして地上の安全が確認されるまで、燃えさかる村の上空を旋回することとなったのである。




　隊員達は、地面に降り立った瞬間から、四方八方へと散るように駆け出していく。

　何かと競争をしているかのように、疾しっ駆くしながら銃を構え、警戒の視線とそれに一致した銃の照準とを周囲に向けて巡らせた。

　照準を家の戸口、植え込み、人の居そうなあらゆる場所に合わせる。だが、彼らが生きて動いている人間の姿を見つけることはなかった。見えるのは、あちこちに転がっている、つい先ほどまで生きていたであろう様々な種族の男女である。みんな、剣により斬られたり刺されたり、あるいは獣に食いちぎられたような傷を負って倒れていた。

「ターゲット・サーチャーを使ってみろ！」

　分隊長の指示で隊員の一人がＳＦ映画に出て来るような未来型の光線銃に似た道具を取り出して植え込みや物陰へと向けた。

　それは体温を持つ生命体が発する赤外線を感知して、姿を隠した存在を発見する装置である。

　主に狩しゅ猟りょうの獲物探しの道具として、大型の獣なら約九百メートル、鳥などの小動物でも、約二十メートル離れた場所から発見できる。また、遭難者の捜索といった用途にも用いられている。しかし、これもまた官品……国からの支給品ではなく隊員の私物であった。残念な話だが予算の制限がきつい自衛隊では、装備の不足は隊員達が自腹を切って補おぎなわなければならないのだ。

「熱源があちこちにあって駄目です」

　優れた機械ではあるが、近きん傍ぼうに巨大な熱源があればその効力も半減してしまう。家屋を包む炎が邪魔であった。それにあちこちに散らばる死体すらまだ生暖かいのである。

「ちっ……」

　機械が有効に働かないとなれば、自らの目と耳とで確認するしかない。

　結局の所、各個の隊員達に求められる技量は、古来から変わることなく注意力と観察力が基もといとなる。これを磨き鍛えるしかないのだ。どれほどに機械の進歩があったとしても、その性能が有効に発揮されない場面や、敵味方で互いにその機能を騙し合い、妨害し合うという状況は、いくらでも起こり得るのだから。

　隊員達は、倒れている者の中にまだ生きている者はいないか、あるいは襲撃者から身を隠している者が残っていないかを探す。しかし、炎に包まれてパチパチとはぜる建材の燃える音が、もしかしているかも知れない生存者の声の確認を阻害した。靴底が大地を踏む時のざらざらとした音すらも、敵の気配を探ろうと尖らせている神経に障さわった。

　それでも、隊員達は呼吸を静かに抑え、じわりじわりと進みながら些さ細さいな異変を見逃すまいとしている。皆の視線は速過ぎることも、遅過ぎることもない速度で、あらゆる箇所を巡り、覗き込み、探っていった。

　突然の発砲音が集落に響く。

『どうした!?』

　空くう電でん音おんに混じって、無線機に報告を求める声が放たれる。

　すでに、これ以上は強くなりようがない程に張り詰めていた隊員達の反応は早い。

　素早く姿勢を低くし、ある者は音のした方向を振り返り、また一部の隊員達は、音とは別の方向に視線を巡らせて警戒の漏もれを防いでいた。

『そっちに……集落の南方に逃走！』

　警けい声せいと、散発的に続く銃撃音。

　無線で敵の数、移動方向が報告され、小隊長の指示を受けた分隊長は隊員達を率いて、敵の逃れようとしている南へと走った。

（前へ！）

　分隊長のハンドサインで分隊は敵を待ち構えるように広がった。

　最近、このあたりに出没して住民達を襲っている敵は、帝国兵であることを示す姿形をしていない。近在の農民と同じ服装をして襲って来るので、帝国兵なのか、はたまた帝国兵に襲われて恐慌に駆られ、農具を武器として握った農民なのか見ただけでは判別がつかないのだ。だから隊員達は、武器になる物を持って向かって来る者を見れば、全てを敵と認識するしかなかった。いや、何も持っていなくても、敵かも知れないと警戒しなければならないのだ。

「逃げる奴は敵だ、逃げない奴は訓練を受けた敵だ！」という発言は、戦場の狂気を揶や揄ゆする戦争映画の中で用いられたセリフだが、狂気の渦巻く戦場では「理性」を保ち続けることが出来る方が異常だ。そもそも、どうやって理性的に人間を殺すと言うのか？　今の価値観に従うならば、理性的に人間を殺せる者の方が恐ろしいはず。戦場では、狂気に駆られていることの方が正常なのである。そして正常と狂気の切り替えに失敗した者から病んで行くことになる。

　それに、昔から敵味方を識別する標しるしをつけず、戦闘員の証あかしとなる戦闘服もまとわない者は武器を持って戦う権利がないとされている。彼らがしているのは、捕らえられたその場で射殺されても文句は言えないほどに卑劣な行為と言える。ハーグ条約はもちろんのこと、ジュネーブ条約ですらも、最低限の条件として「武器を公然と携行すること」と定めているのだから。

　だが、「病的な潔けっ癖ぺき症しょう」に感染した者はこれらの違反をした者ですら擁よう護ごする。そして一般市民を楯たてにし、市民の間に隠れながらする卑劣な戦闘手段を、弱者が強者に立ち向かう唯一の方法と称して認めてしまう。市民を楯にすることは非難と駆除の対象とされるべきなのに、その攻撃に曝さらされている兵士の方を指差して「人殺し」「冷血漢」と罵ののしってしまうのだ。

　そう、摘発でも掃討でもない。駆除である。無む辜この民を楯とする者はゴキブリや鼠ねずみのごとき駆除の対象とすべきである。テロリズムは、数多の憎悪と不幸をまき散らし、狂気と理性を、日常と戦時との境界を脅おびやかして浸食させる、卑ひ怯きょう極まりない行為なのだ。その戦いに市民が巻き込まれたとすれば、その責任の大部分、ほぼ全ては市民を楯とした側にこそある。

　にもかかわらず、制服をまとった兵士には完璧であることが求められる。

　一瞬の勘違いと、判断の誤りと、手違いが当たり前のように横行する戦場にあって、味方を守り、自分が生き残る鉄則は「敵らしければ撃つ」しかないのに、あたかも殺人マシンのような完璧な敵味方識別能力が求められ、出来なければ「完璧ではない」と非難されてしまうのである。

　こうして、兵士達は守っているはずの味方からの、背後からの攻撃によって傷つけられる。罪悪感をあおり立てられ、敵の銃弾を受ける以前から、味方の手によって精神的に参らされていくこととなるのだ。




　隊員達は荷車に乗った商人とおぼしき男達を見つけ銃口を向けた。総勢八人。皆、特地で言うところのヒト種だった。

　引き金を引く、引かないの一瞬の迷いが起きる。

　同僚や誰かを傷つける敵かも知れない存在を、絶対に安全な死体へと変えて安心したいという衝動が隊員達の中にこみ上げた。だが、彼らはまだそこまで疲ひ弊へいしていなかった。強固な意志でこれを抑え付けることに成功し、隊員達は危険に身を晒したまま命令を待った。

「止まれっ！」

　アルヌスで習い覚えた片言の言葉で呼び止めながら、隊員達は一斉に銃口を商人達に向けた。

　しかし、声が聞き取れないのか、それとも何か理由があるのか商人達はそれを無視して強行突破をはかろうとした。分隊長は威い嚇かくとして馬の足下に向けて弾倉一個分の銃撃を加えた。パラパラと薬やっ莢きょうが地に散らばり、銃声に驚いた馬は竿さお立だちになって暴れた。

　慌てた御者はいきり立つ馬を落ち着かせるために手た綱づなをひく。そしてどうにか馬を宥なだめ終えると、観念したように両手を挙げた。

　ゆっくりと止まる荷馬車。

　隊員達は、射線上に味方をおかないように充分な距離と間隔を広げて荷馬車を半包囲した。そして油断無く男達に銃口を向けて、荷馬車から降りるように指示する。

「いったい何の御用ですか？　俺たちは旅の商人でして、何かご入り用ですか？」

　謙へりくだった言い方で御者台から声をかけてくるひげ面の男。

　隊員達は、男達の下腹部に照準を合わせた。

　帝国兵は剣や槍を用いることに優れ、その防御技術は熟練のボクサーにも比ひ肩けんされるほどだ。そのために頭や胸部はすぐに狙いからはずされてしまう。だが、下腹部は脚を使わなければ動かすことは出来ない。その分、動きが少なく、咄とっ嗟さの動きの中でも比較的捉えやすい部位なのだ。

「何故、逃げようとしたんですか？」

　数歩の距離を置いたままで、分隊長は丁てい寧ねいに尋問を始めた。

　ひげ面の男は男達の代表を兼ねているのか、肩を竦めて答える。

「当然でしょう！　たまたまこの村の近くを通ったら、煙が上がってましてね。何が起こったのかと覗いてみたらこの始末でしょ？　巻き添えになったらたまらないって逃げるのは普通のことですよ……」

　実際、巻き込まれてこの始末だとぼやく。

　言い訳としては、一応筋が通っていた。だがそれで見逃していては仕事にならない。分隊長は小隊長に状況を報告すると、「荷物を見せてもらえますか？」と告げた。

「い、いや……それは」

「何か見られて困るような物でもあるんですか？」

　商人の男達は互いに顔を見合わせ、仕方ないと荷台に被せていた幌ほろを取り払った。

　荷台には家具や什じゅう器き、それから貴金属製品などが山積みとなっていた。この世界の手工業品は新品と中古品の区別が付きにくい。分隊長は荷台の品物を上からさっと見渡して言った。

「まるで、そこらの民家から掻き集めてきたみたいな品揃えですね」

　荷台の一番底に置かれた大きな箱に注意をひかれる。誰も触れていないのに、わずかに動いたように見えたのだ。分隊長は、「その箱を開けてみろ」と言うつもりだった。だが、その直前にひげ面の男が抗議するかのように言い放ったためタイミングを失った。

「勘弁してくださいよ。これでも立派な商品なんですよ！」

　男は大仰に天を仰いでいた。

「まあ、故こ買ばい品（盗品）も中にはあるんでしょうけどね。でも、仕入れるのに出先をいちいち尋ねていたらこの商売はやっていけないですよ」

「こいつをどこに運ぶんですか？」

「あちこちですよ。戦争中の今は、あちこちで物が売れるんです」

「例えばどんなもの？」

「何でもですよ。食べ物、家具、什器、それと酒。ついでに奴隷。そうだ、女奴隷です。女、欲しくありません？　いろんな種族を取りそろえてますよ。きっとお好みに合うのがいるはずです」

　ひげ面の男は、どんなご注文でも承りますよと言って下品に笑った。

「このあたりをうろつく商人なら、帝国正統政府発行の商人鑑かん札さつか、フォルマル家発行の通行許可証を持ってるはずですね。見せて下さい」

　分隊長の問いに商人は「ええ、あります。ありますとも」と御者台に置かれた鞄かばんを開いた。

「どこにやったかな？　大事な物だから、ちゃんとしまい込んでおいたんですがねぇ。こういう時に限って見つからないや。待ってて下さいね。もし、お手間なようだったら、見つけるまで他の仕事をしてもらっていても……」

　分隊長は告げた。

「別に、急がなくて良いですよ。ゆっくり探して下さい」

　ひげ面の男は見た目にも緊張した様子だった。「お優しいこって」と舌打ちしている。他の男達はどうなるものかと固唾かたずを呑のんでそれを見守っていた。

「ああ、あったあった。これだ……」

「代表者、それを持って前へ。こちらに近づいて良し」

　分隊長の指示で、代表の男は折り畳たたんだコピー紙の束を差し出した。見ると紙面の隅に赤黒い汚れが付着している。

「これ、血で汚れてるぞ」

「いや。ついこのあいだ手を切っちゃいましてね。それで汚しちまって……」

　そんなことを言って、手をぶらぶら振るひげの男。

　分隊長は書類を開くと、その記述に目を走らせた。

「グレゴルー・ベントン？」

「グレゴリー・ハー・ベイトンです。俺の名前です」

　ひげ面の男は、そんなカマかけにはひっかからねぇぜと言いたそうな表情をした。

「ね、本物でしょ？」

　そう。確かに通行証はフォルマル家の発行した本物であった。とは言え、通行証は商人の氏名、扱う品、その身元を保証するパトロンたる貴族の氏名などが特地語と日本語の双方で書かれているに過ぎない。

　分隊長の関心は、通行証を発行する時に収集される情報にあった。特地の人間には意味を理解することのできない、書類の末尾に記されたバーコードがそれを引き出すのである。

「確かに、この書類は本物ですね」

　この言葉で、隊員達の緊張も和らいだ。敵である可能性が低くなり、安全である可能性が高くなったからだ。

　分隊長は通行証の発行日時を確かめると、書類の下辺に記されたバーコードに携帯していた機械をあてた。すると、書類の発行時に登録されたグレゴリー・ベイトンという男の顔写真が液晶パネルに表示される。

「…………ふ～ん」

　分隊長は、傍らにいた隊員達に画面を見せた。そして日本語で「こいつら偽物だ」と告げる。画面に表示されたのは、ひげ面の男とは似ても似つかない老人だったのだ。

「どうしたんで？」

　隊員達のまとっていた雰囲気がガラッと変わったのを察したのだろう、ひげ面の男は何か書類に不備があったか、血で汚したことが問題なのかと話しかけた。だが、背後の男達はその緊張に耐え続けることが出来なかった。一斉に隠していた武器を引き抜いて、自衛官相手に一か八かの勝負を挑んできた。

　とは言え、この事態を予測し、充分に距離を取っていた隊員達にとって、対処するのはそれほど難しい事ではない。

　武器を手にした者は腹部などに銃弾を受けて、折れるようにしゃがみ込み、あるいは倒れ、剣を抜く事も出来なかったひげ面の男は、銃剣を突きつけられて捕らえられることとなった。

「村を襲ったのは、きっとこいつらですよ」

　隊員の一人が、斃たおれた男を口汚く罵ると彼らが抜いた武器を指差した。

　その剣には、拭き取られることもないままに血がこびり付いていたのだ。おそらく村人の血液だろう。しかも、その剣の柄には帝国軍の紋章が刻印されていた。

「おい、ちょっと待て、お前達！　何をやっている？　まさか、民間人を殺傷したんじゃないだろうな!?」

　古村崎がカメラマンを引き連れてやって来たのはその時であった。

「違いますよ。帝国のゲリラ兵です」

「本当か？　適当なこと言って民間人虐ぎゃく殺さつをごまかしてるんじゃないだろうな？」

　古村崎は犠牲者の姿を撮影していたカメラマンを呼び寄せた。

「おい、死体を撮影しろ。しっかりと顔が写るようにな。それと自衛隊の隊旗なんか画面に入れるなよっ！」

　古村崎の指示で、商人に扮した帝国兵達の姿を撮影していくカメラマン。

　分隊長は、今、この瞬間の映像が夜の報道番組に使われるかも知れない事を意識しながら、血の付いた剣とそれに刻まれた帝国軍の紋章を説明し、捕虜としたひげ面の男に荷台の箱や荷物を開けさせた。

　全ての箱を開け、壺があれば中を覗き込むという徹底ぶりである。すると開拓民からの略りゃく奪だつ品がぞくぞくと出て来た。さらには迷彩服を真似たのか、緑や濃緑でまだらに染められた柄の衣服まで出てきた。

「ちっ……帝国兵の奴ら、これを着て略奪とかやってるのかよ」

　隊員達は古村崎の耳や、映像に記録させるためにあえて口にした。

　自衛隊の迷彩服とは似ても似つかないが、こんなものでも加害者の姿が人間の口を介して伝えられていくと「まだら緑の服を着た男達」となってしまうのだ。

　動かぬ証拠を目にすると、古村崎もさすがに呻うめかざるを得ない。

「証拠があって、運が良かったな」と憎まれ口を叩くと、カメラに向かって「帝国兵とおぼしき男達が、村を襲った模様です。しかし、本当に殺害する必要があったのでしょうか？　捕らえて裁きにかけるという方法を全く考慮していない自衛隊員の振る舞いには、我々は疑問を感じざるを得ません」などと語りかけていた。

「俺達、ケーサツじゃねーもん」という、一部の隊員から放たれた呟きは、ほぼ全員の気持ちを代表したものだった。

　分隊長は、先ほど気になっていた箱を開けさせた。

　すると中から出てきたのは、小さな女の子だった。土や血で汚れた身体を脅えたように丸めて身を震わせていた。猫系統の種族なのか、猫目で側頭部に尖とがった耳を持ち、茶の体毛がある。鋭い爪が手足にあり、首には竹で出来た小さな笛を下げていた。

　分隊長は、安心させようと頭を軽く撫でてやり尋ねた。

「名前は？」

「……クーシ」

　両手を上げているひげ面の男に、分隊長は振り返ると大仰に尋ねた。

「さてと、どこにネスト根城を置いて活動しているのか。本隊はどこにいるのか、きりきり吐いて貰うからそのつもりでいろ！」

　何度も言うが一般市民を楯にしながら、爆弾を炸裂させたり、武器を振り回したりするような存在の人権を認める必要はない。だが潔癖症の社会ではこのような者にすら、捕虜となる権利を与えなくてはならないのである。

　このひげ面の男も、協定に基づいてフォルマル伯爵家に犯罪者として引き渡すことになる。

　ただし、そこで取り調べを受けることが、はたして幸せかどうかは当事者とならなければ理解できないことと言える。

　カメラの接眼レンズには、ひげ面の男の恐怖に引きつった表情がアップとなって映されていた。




「何？　もう一度繰り返せ。……集落の西側で黒こく妖よう犬けんの群を発見しただと!?」

　分隊長の声に隊員達が一斉に身構えた。

「こくようけん？」

　古村崎は、護衛としてついている富田に尋ねた。

「特とく地ち乙おつ種しゅ害がい獣じゅう、通称『黒妖犬』です。犬のような外見をしてますが、虎並みにでかい。それが群れて、襲って来るんだそうです。最近のゾルザル軍はそんな生き物を武器に使ってるんです」

　富田は栗林と共に古村崎の両脇を固めて周囲を警戒し、戸と津づ、東あずまは仁に科しな一等陸曹の指示でカメラマンや、大きなマイクをつけた竿を握る音声担当者の周囲を固めた。

「ここは危険ですから、空に上がりましょう。今、チヌークを呼びましたから拾ってもらえます」

「馬鹿言うな！　そんな危険な動物がいるなら、その姿を撮影しないでどうしろって言うんだ？」

　古村崎はそう言うと西へと向かう隊員達を指差して「みんな向かって行くじゃないか!?　大丈夫ってことだろう？」と言い放った。

　だが、実態は違っていた。第四〇三中隊の中隊長は、ここで姿を現した敵性怪異を叩きのめすことを選んだのだ。

　特地の害獣は確かに危険だが遠隔地から操れる性質の物ではない。従って、それが放たれたあたりにこそ、敵の本隊が存在している。危険だが火中の栗を拾ってこれを叩き、ゾルザル軍のゲリラ活動の根を断とうとしているのだ。

　第一小隊の小隊長も、抱えていた童女と捕虜を栗林に「預かっててくれ」と押し付けると、西へと走って行く。

「これ、どうしろって言うのよ？」

「おっぱいでも飲ませてやってくれ。それだけでかけりゃ出るだろ？」

「無茶言うなっ！　出産しなきゃ出ないように出来てるんだよっ！」

　童女を抱えて呆然と立ちつくす栗林。

　その一方で富田は、戦線に向かおうとする古村崎の前に廻り、両手を広げて通せんぼをしていた。

「ちょっと待って、待って下さい！　駄目ですってば！」

　古村崎は、富田の胸に人差し指を突きつけ邪魔するなと怒鳴る。

「報道には最大限の便べん宜ぎを図るのが自衛隊の義務だろう！」

　だが、古村崎の怒声など塗りつぶしてしまう空気の切り裂き音が響いた。さらに集落の西側方向からは大地を底から揺さぶるような爆発音が轟とどろく。

　支援の砲撃が始まったのだ。

　上空ではコブラが銃撃しつつロケット弾を連射し、地上では隊員達が銃弾を放つ。爆音があちこちで響き、富田と古村崎は二人揃って首を竦めた。

　地を這はう獰どう猛もうな獣がその肢体を引き裂かれ、血ち飛沫しぶきを散らす。だが、撤退という言葉を知らない四足の怪異達は、数に任せて愚ぐ直ちょくに突き進んで来る。

「迫力のあるシーンを撮りたければ、空からだって撮れますよ！」

「地上からの画像と、安全な上空からの画像とじゃ、較くらべ物にならんよ。たかが犬相手に何を脅えてるんだ？」

「犬はヤバイんです！　速いし、姿勢は低いし、危険だ。それが群れてるなら尚更だ！」

　富田は戦闘の専門家として身につけた知識から、戦闘用に訓練された軍用犬がどれほど恐ろしいかを語った。そして黒妖犬はそれを超えると告げた。

　油断をすれば命にかかわる。これから始まるであろう戦いでは、前後左右に敵を迎えることとなる。「後方」などという安全地帯はなく、敵に襲われない場所など見つけることも難しいのだ。

「それに、この子をどうするんです？　俺達は護衛だからあんた達についていかないといけない。このままここにいれば、この子を戦闘に巻き込むことになりますよ」

　富田は、栗林の抱えているクーシと名乗った少女をどうするのかと古村崎に迫り、古村崎はこの時、初めて逡しゅん巡じゅんする姿を見せた。

　猛烈なダウンウォッシュが吹いて砂すな埃ぼこりが巻き上がる。

　富田が呼んだチヌークが着陸した。富田達を迎え入れるように後部ハッチを開く。

「あ、来ました！　見えました」

　だが、カメラマンは接眼レンズを目に当てながら叫んだ。

　高性能のハイビジョンカメラを常に覗き込んでいるカメラマンは、いち早く敵の実態を把握していた。

「お、でっかいオーガーもいますよ。マンモスみたいなのも混ざっている。まるで特地野獣の博覧会だ。まっすぐ、こっちに向かってくる！」

　夥おびただしい数の黒妖犬の中に、分厚い鎧に身を固めたジャイアントオーガーの姿までもが認められたのだ。

　電柱と見紛うばかりの巨大な棍棒を持っている。迂闊に近づけば、その強烈な腕力で叩きのめされてしまうだろう。

　それが大きな楯を連ねて壁を作り、重装歩兵さながら銃弾をはじきつつ進んで来るのだから戦車以上の迫力がある。

　自衛隊の指揮官は陣地を構えているわけでもないため、これを真正面から受け止めるようなことはせず、左右に道を開き両脇から叩き伏せることにした。隊員達は、その為の指示を受けて移動を開始する。

「急げ！　急げ！　次の砲撃が始まる前には離陸しなきゃならん！」

　捕虜を受け取った航空科員が銃を振りながら「早く乗れ」と急かしている。

「なら、その子だけヘリに乗せればいい。俺たちは地上で取材を続けるぞ」

　古村崎の言葉に不安そうな眼差しを向けるカメラマン。戦闘、移動、戦闘、移動、その繰り返しに重いカメラを抱えたまま、はたして付いていくことが出来るのかと心配になったのだ。

「古村崎さん、不味くないですか？　ヤバイですよ」

　翻ほん意いを期待してかカメラマンが言った。

「馬鹿野郎。お前らはそんなんだからいつまでたってもぺーぺーなんだよ！」

　古村崎はそう怒鳴りつけると、カメラマンの襟首を掴つかみ無理矢理に引きずって前に進んでいった。自衛官達が立ち退いて既に無人となった、敵の真正面に向かって行く。

　富田は、栗林を振り返ると童女と一緒にチヌークに乗るように告げた。

「みんなはどうするの？」

「俺達は彼奴あいつらを連れ戻してくる。ヘリを上空で待たせて置いてくれ！　出来れば援護をしてくれ！」

「あんな馬鹿野郎達、見捨てちゃえばいいじゃない！」

　栗林が怒鳴って返した。

「そういうわけにはいかないだろう？　伊丹いたみ隊長が言ってたろ、俺達は国民に愛される自衛隊だよって」

　富田はニッと片目をつぶると、栗林の抱えた童女の頭を軽く撫でた。

　栗林を載せた巨大なヘリコプターは地上を離れていく。見上げる富田の表情は頼もしげに微笑んでいた。

「ヤバィ。ぐっと来た」

　栗林はそう呟くと、頬を赤く染めて、戦線へと向かっていく富田の背中を見送るのだった。




「これがいい。お誂あつらえ向きに壁が隙間だらけだから、立て籠もっても外の様子が見える」

　古村崎は集落の外れにある小屋の戸を開けて、中の様子を覗き込んだ。

　その小屋は、急造の粗あらい作業を感じさせながらも、それなりに耐久性を確保するためか柱の数が多かった。

　床には住人らしき翼人女性が陵りょう辱じょくされた姿で倒れている。こんな開拓民の中にまじっているのが不思議なほどの美人で、それが襲撃者の獣欲を誘ってしまったのかも知れない。

　その側では彼女を守ろうとしたのか、青年が腹部に剣を突き立てた姿のまま倒れていた。

　だが古村崎はその二人の素性や人生を一顧だにすることもなく叫んだ。

「ここだ福ふく島しま。ここから撮影だ！」とカメラマンに叫ぶ。

「いや、駄目ですって。古村崎さん、まずいっすよ！　野生動物は臭いに敏感でしょ、見つかっちまいますよ」

「大丈夫だ。まわりにこんなに死し骸がいがあるんだ。臭いに紛れてわからんよ！」

　興奮した様子の古村崎。理性のたがが外れたようなギラギラした瞳の輝きに、カメラマンと音声担当は思わず後ずさった。だが、逃げようにも、もう時間切れだと宣言するかのようにチヌークが頭上を通過していく。

　さらに、すぐそこまで黒妖犬を主力とする怪異の群れが迫っていた。最早、古村崎の言うとおり、この半壊した納屋に隠れて敵をやり過ごすしかないのだ。

　カメラマンらは、追いかけてきた仁科ら自衛官と共に、小屋に飛び込むと扉を閉めた。

　その直後、巨大な犬が戸にぶつかって派手な音を立てる。野獣の荒い息と、戸をひっかく音が恐怖感を、自分達がいかに危険な状態に陥ったかを実感させた。

「何をしてる、とっとと戸をふさげ！」

　古村崎の指示で戸の前にバリケードを積む作業が始まる。

「バリケードは、大きな家具を下にするんだ！　寝台は逆さまにして接地面を広くしろ。柱を利用してつっかえを噛ませろ！」

「こ、古村崎さん、随分と詳しいんですね」

　音声のマイクを置いた、取材クルーの松まつ崎ざきが作業をしながら尋ねた。

「全ぜん共きょう闘とう内うちゲバ世代を舐なめるなよ……俺はな、チェーンバリ越しに、鉄パイプでの叩き合いをやった実戦経験者なんだよっ！　その材木はここだっ、ここに噛ませろっ！」

　家具を片っ端から掻き集めて、戸の前に積みあげてバリケードにしていく。

　頭上を旋回するチヌークは地上に向けて盛んに銃撃を加えていた。栗林が怪異の数をわずかでも減らそうとしているのだろう。

　だが、全身に分厚い装甲をまとったジャイアントオーガーにはそれが通じない。左右から飛来する銃弾を跳ね返しながら、柱にも似た棍棒をやたらめったらと振りまわし、無人の家屋や納屋を蹂じゅう躙りんするように破壊していった。

　上空を舞うヘリコプターを落とそうとしているのか、棍棒をぶん投げる個体もいる。

　流石さすがに命中しなかったが、当たったら最後、一撃で撃墜されかねない迫力で、見ているだけでも冷や汗が噴き出してくる。

　そんな光景を撮影しながら、古村崎やカメラマンの福島が歓喜の声を上げた。

「いいぞ、いいぞ！　すっげぇ迫力だ！　ピューリッツァー賞間違いなしだぜ！」

「こ、こいつら、まともじゃねぇ」

　座り込んだ富田は古村崎の姿を見て呻くように呟いた。

　戦場を駆け回る時の自分達も、いささかまともとは言えないが、ジャーナリストという存在はそれ以上だと思ったのだ。

　実際、目の前で人が殺されようとも、大災害によって目の前で人々が危険に呑まれようとしていても、自由自在に飛び回れるはずのヘリコプターに乗りながら、警告もせず、助けようともせず、報道と称してただひたすら傍観し、撮影してメシの種にする行為は、相当な冷血漢でなければ出来ないだろう。

　ジャーナリストとは、トラックが危険に飲み込まれる瞬間を撮るために、ヘリコプターのパイロットに高度を下げさせ、危険に向かって突き進んでいるトラックに向けて「危ない！」と警告することすらしない存在なのである。

　ふと、仁科達が「お、おいっ、富田」と肩をつついて来る。

　どうしました？　と振り返ると、仁科一等陸曹は傍らに倒れている鳥人ハーピィ女性を指差して「これを見ろ」と言った。

「こ、これ、テュワルさんじゃないんですか？」

　東陸士長から聞き覚えのある名を聞いて、富田は「えっ？」と近づいて覗き込むようにして女性の顔を確かめた。

　それは地揺れの発生を予言し、開拓民として堅かた気ぎの生活を始めるのだと恋人と共に帝都の悪所を去って行った鳥人女性のテュワルであった。

　富田は、まだ温もりの冷めてない彼女の頬を軽く叩いてみた。

　死んでいるのか。まだ生きているのか？

　コホッ！

　テュワルがわずかながら反応を示した。

「まだ、生きてる！」

「おおっ！　生きてたか!?」

　死んでしまっていると思っただけに、仁科らの表情は明るくなった。だが、このままにしておけば、か細く小さくなった彼女の命はいずれ消えてしまうだろう。可か及きゅう的てき速すみやかに医者に見せる必要があった。

「このままほっとけば、死んじゃうんじゃないか？」

「仁科さん、時間なんかないですよ」

　戸津と東の言葉に仁科は頷いた。

「よし、富田、チヌークを呼べ。ここを離脱するぞ」

　だが、仁科一等陸曹の決断に古村崎が抗議の声を上げた。

「馬鹿言うな。今さら外に出ようって言うのかよ!?」

　外に出れば間違いなく、外をうろついている怪異に見つかってしまう。

　あの膨大な数の野獣を、ここにいる四名ばかりの自衛官では防げないことは素人にもはっきりと理解できるのだ。

「じゃあ、この女性をほっとけって言うのかよ!?　あんたら日頃から人命がどうのって俺達のことを非難してるくせに随分と薄情じゃないか？」

　だが、古村崎は自分達を巻き込むなと言った。

「優先順位って物を考えろって言ってるんだ。特地の死にかけた女を救うのも確かに大事だが、それってここにいる俺達日本国民を危険に曝してまでしなきゃいけないことかって言ってるんだ。ったく、軍隊って奴はホントに国民を守らないよな」

　仁科と古村崎がにらみ合う。

　だが富田が割って入った。

「大丈夫ですよ。外に出なくったって、ヘリに収容することは可能です」

「どうやって？」

「あれに穴をあければ良いんですよ。ロープで吊り上げます」

　富田はそう言って天井を指差した。そして古村崎に蔑さげすむような目を向けた。

「俺達は昔の帝国陸軍じゃねぇから。現代の陸上自衛隊なんだってところを見せてやるぜ」




　半壊している建物の屋根を抜くのはさほど難しいことではなかった。梁はりに銃弾を浴びせてへし折り、柱を上って屋根板を蹴り割って、剥がしていけば良いだけだった。

　だが、作りの粗い小屋の梁を折ったことで、それまで堅けん牢ろうさを感じさせていた壁が突如としてぐらぐらと揺れ始めた。どうやらこの建物は梁によって束たばねられることで安定していたようである。それを失ったため、安物の舞台演劇用大道具のごとく建物自体がぐらつき始めたのだ。

　しかも、負傷者収容のためにチヌークが上空に滞空したことが、怪異達の注意を引き寄せたようだ。怪異が四方八方からこの小屋めがけて押し寄せて来た。

　怪異達の群れ目掛けて、迫撃砲百二十ミリの重榴弾が降り注ぐ。

　土砂が吹き上がり、特地の様々な怪異達は全身を引き裂かれて次々と埋葬されていった。

　滞空するコブラがロケット弾を叩き込んで、重装オーガーをなぎ倒していく。

　凄まじい爆音と、頼りにならなくなった壁を前に、古村崎は耳を押さえて怒鳴った。

「畜生っ！　全然守れてないじゃないか！」

　建物にあいた隙間から、黒妖犬がその鼻先を突っ込んで来た。驚いたカメラマンが仰のけ反ぞって悲鳴を上げながらしりもちを付いた。

「撃て！　撃て！　撃て！」

　富田が、着剣した小銃を突き出して、刺突するとともに引き金を引く。すると反動で銃剣が抜け、敵には確実にダメージを与えることが出来るのだ。

　あちこちに出来た隙間に鼻先を突っ込んで来る怪異を寄せ付けまいと、富田達は建物の外に向けて射撃を開始した。

「次は、あんた達だ」

　仁科の声に顔を上げる古村崎。見上げるとテュワルを背後から抱きかかえた戸津が、チヌークの中へと引き込まれていった。

「お前行け！」

　古村崎は音声担当の松崎を次の脱出者として指名した。すると仁科が太いロープを、松崎の脇の下に通すようにかける。

「その次は福島、お前だ」

「こ、古村崎さんは？」

「俺は民間人としては最後に決まってるだろう。何しろ、現場の責任者なんだからな。上から俺が上っていくところをちゃんと撮れよ」

　途端、トラックが突っ込んできたかのような衝撃が小屋を揺さぶった。

　埃と木材の切れ端が頭上から降り注いだ。見ればバリバリと壁板が割れて、その隙間の向こうに犀さいにも似た巨大な怪異の姿が見えた。その太く鋭い角で、壁を突き破ろうとしているのだ。

　富田は流れるような動作で弾倉を交換し、銃撃を加える。

　その犀に似た生き物は、全身に銃弾を浴びるとやがて座り込むようにして斃れた。だが、それによって開いた壁の穴が突破口となって、怪異達が一気になだれ込んで来る。その中には最近では見ることの少なくなったトロルや、コボルトなどの姿もあった。

　東陸士長が引き金を引きっぱなしにして瞬く間に弾を撃ち尽くす。

　慌てて空からとなった弾倉を交換しようとするが、手間取り、その隙にゴブリンが斧を振りかざして迫った。

　拳銃を抜いた富田が東の肩越しにゴブリンの腹部に発砲。そのまま前蹴りを繰り出して、蹴倒すと、素早く小銃を構えなおす。開口部の前後に積み上がりつつある屍しかばねの山を、乗り越えようとして来るトロルめがけて連射を加えた。

　その頃には東も弾倉の交換を終えて、射撃を再開。富田と共に互いに弾倉を交換する隙を埋めるような効果的な連携がとれるようになった。

　幸いなことに敵は頭が良くない。

　開口部が一つ出来ると、そこから押し入ろうと拘こだわる。だから、その一カ所を守りさえすれば敵の侵入を防ぐことが出来たのである。

「よし、次は俺達だ」

　振り返れば、古村崎の脚が天井にあいた穴から消えていく。

「エクストラクションロープでの離脱！　一いっ荷か吊づりでいくぞ！」

　仁科はそう宣言して、戦闘で手が放せない東と富田の身体にスリングロープを装着していった。

　三人ともまとめて吊り上げて、この場から一気に離脱しようというのだ。

「よし、やってくれ！」

　無線に怒鳴りつける仁科の声で、チヌークは毎分六百メートルもの強烈な速度で高度を上げた。

　三人とも、ものすごい勢いで小屋の上空まで吊り上げられる。

　下に向けた銃口から弾倉に残っている限りの弾丸をばらまき、さらに「置き土産だ」とばかりに持てる限りの手榴弾を落とした。

　その爆発の衝撃によって、眼下の小屋が倒壊して、多くの怪異達がその下敷きとなった。

　高度を上げていく富田達の目前をファントムが通過する。ナパーム弾を投下して、戦場は一瞬にして劫ごう火かに包まれた。

　怪異の焼かれる臭いと、悲鳴が、あたりに満ちる。

　見れば第四〇三中隊が怪異の現れた方角に向けて突き進んでいく。上空からは、その向こう側に帝国軍の隊旗を掲げる一隊を認めることが出来た。
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　帝国軍の将兵達は作戦の失敗を悟ると、逃走を図った。

　開拓村を襲い、出てきた日本の軍に、商人や村民の姿を借りて襲いかかり、混乱している隙に怪異の大集団を嗾けしかけるというのがここしばらくの彼らの手口であった。

　だが効果があったのは最初の数回だけ。敵は瞬く間に対応力を上げて、今回に至っては本隊を見つけられて逆に追い詰められそうになっている。

　ゲリラ戦の総指揮を担当するヘルムは、また別の方法を考えなくてはならないと思い悩みながら馬を駆っていた。

「森の奥に逃げよ！　あちこちに散るとかえって見つかりやすくなるぞ！」

　このような状況になると、兵士達は本隊から外れて逃げ散りたがる。敵は大きな集団を狙って集中するから、そこから離れれば逃げ延びることが出来るかも知れないと思ってしまうのだ。だが、分散してしまっては、すぐに次の作戦にかかることが出来なくなる。

　徒歩で、馬の足下をちょろちょろと走る怪異使い達を邪魔に感じるが、彼らは今やゾルザル派軍にとってなくてはならない存在なのだ。

「仕方あるまい」

　ヘルム将軍は馬の足を止めると懐から笛を取り出して口に銜くわえた。

「将軍、折角埋まい伏ふくした毒をここで使ってしまうのですか？」

　副将の一人が兵達を散らさないように指図しながら、問いかけてきた。

　音のしない笛を吹き鳴らしていたヘルムは、一旦笛から口を離すと「我々がこの先生きのこるためにな。少しでも敵の足止めになることはやっておきたいのだ」

　ヘルムはそう言うと、再び音の出ない笛を吹き鳴らした。
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　チヌーク機内に収容された富田は、床に這はい蹲つくばって喘ぐような荒い息をしながらも、古村崎に勝ち誇ったように問いかけた。

「へっ……どうだ？　……見たかよ!?」

　すると古村崎は忌々しげに言い返した。

「ああ、わかった。わかったよ。軍隊は国民を守らない。そいつは俺の信念だから譲ゆずるつもりはない。だが、お前らは軍隊じゃねぇ。確かに自衛隊だ……って、何を撮ってるんだよ。俺を撮るなよ」

　古村崎は傍らで自分にレンズを向けるカメラマン福島に苦笑しつつ抗議した。

　富田の言い分を認める自分の姿を撮られるのは格好が悪いと思ったのだろう、古村崎はレンズを伏せるように軽く叩いた。

　だが、カメラマン福島はそのままレンズを下に向けてチヌークの床を撮影した。

「おい！　どうした!?」

　カメラを覗き込んだ姿で硬直したまま、口から鮮血を溢れさせ、そのまま俯うつぶせに倒れ込む。

　古村崎は床に赤黒い血が広がるのを見て叫んだ。

「何があった!?」

　カメラマン福島の背後には、いつの間にか大型怪異の姿があった。

　その怪異は福島の背中に、右手から伸びる太い爪を突き刺していた。しかもその怪異は、メリメリと音を立てながらさらなる巨大化をしようとしていたのだ。

　四肢は隆々たる筋肉に包まれ、爪は禍まが々まがしいまでにさらに伸びて鋭くなっていく。

　毛皮は茶と栗色の混在した土色で、狼とも猫科の肉食獣ともつかない獰猛な顔つきをしている。ただ、雌めすであることを示す印だけが胸部にあった。妙に人間っぽいところもあるから、もしかするとヒト種の血も混ざっているのだろう。

　つい先ほどまで童女であったクーシは、ついにはチヌークの天井に頭がつかえるため、背中を丸め首を引っ込めなければならないほどの大きさとなった。

　もとよりチヌークは天井が低いため、大型の怪異は四つん這いに近い姿勢となる。そのため知性のかけらも感じられない獰猛さばかりが際立っていた。

　仁科ら自衛官達は、クーシと名乗った亜人少女が怪異化していく様に唖然として身動きする事も出来ない。

　この位置からでは銃を撃つことすら出来ないのだ。

　怪異は彼らからすると機体の前方、つまりコクピットの方角にあり、外れた弾がコクピットに流れればパイロットや操縦系統を傷つけてしまう可能性が高いからだ。

　怪異化したクーシは、手当たり次第にその剛腕を振り回した。

　その凄すさまじい腕力で、ヘチマのようなマイクをつけた竿を抱えていた音声担当者の松崎が吹き飛ばされ、まだ閉じられていない機体後部から飛び出していってしまう。

「あ、ひぃぃぃ！」

　それを見て腰が抜けたのか、古村崎は立ち上がりかけた姿勢から尻しり餅もちをついた。

　だがそれが幸いし、頭一個分上を怪異の剛腕が空を切った。どうやら怪異は、手近な者から順に獲物にするつもりなのか、次は古村崎を狙いと定めたようである。

　反対側の腕が振りかざされ、風を切る音とともにその爪が古村崎を抉えぐった。

　と思われた瞬間、重い金属のぶつかり合うような音と共に、古村崎の身体が機体の後部へと押しのけられる。

　逆さか手てにナイフを構えた栗林が怪異の爪を弾いたのだ。

「く、栗林！」

　富田が叫ぶ中、栗林は「古村崎さんとテュワルを守って！」と答えた。

　富田達は銃を拾うとテュワルを、仁科が古村崎の襟首を掴んで機体後部に引きずって下げた。だが下がると言っても開口部まで。そこから向こうは外だ。空だ。墜ちたら死ぬ。

　仁科は、無線で機長に着陸させろと喚わめいた。

　抉られた傷の残るヘルメットを棄て、野獣と正対する栗林。ヘルメットでは防ぎきれなかったのか、額から血が流れ、頬と顎あごを伝って滴しずくとして落ち、戦闘靴の爪先を汚した。

　額ひたいに流れる血を袖でぬぐう。栗林はナイフを構えると油断無くクーシの隙を窺った。

「見た目は可愛い子供だったのに……正体はこんな怪異だったなんてね。よくもまあ、騙してくれたじゃない？」

















　怪異は、自分に立ち向かって来る小柄なヒト種の雌を訝いぶかしそうに睨んだ。

　体格差は歴然。戦わずともその結果は火を見るよりも明らかなのに、逃げようともせず挑んで来る小動物の存在が理解できないのだろう。

「はあぁぁぁぁぁぁぁぁああっ！」

　栗林は、気合いの声と共に突進し、ナイフをひらめかせた。

　野獣の爪とぶつかり合って、甲高い音を立てる。

　再度ナイフを振る。甲かん高だかい音が鳴り響き、鋼はがねの火花が散った。

　牙を剥いて、威嚇し、力ずくで腕を振る怪異。

　栗林は、床を転がって躰からだを回旋させながらその爪を紙一重、衣服一枚、皮膚一枚で躱かわし、勢いを逸そらし、懐に入り込んでは肉弾による打撃とナイフによる刺突、斬ざん撃げきを繰り返した。

　交錯するたびに、互いの四肢は傷ついて、そこから鮮血を噴き出す。

　栗林の腕や腿ふとももは、瞬く間に傷を負って満まん身しん創そう痍いの状態となった。

　対する怪異もその毛皮に斬ざん創そう、刺し創そうを負って、体毛をどす黒い血の色で染めていった。

　動くのに邪魔だとばかりに重いボディアーマーを脱ぎ捨てた栗林は、俊敏な動きで、怪異を翻ほん弄ろうする。数回のフェイントを放ち、一瞬の隙を衝いて、必殺の一撃を放つべく一気に距離を詰めた。

　だが、怪異も剛腕を振るった。栗林の身体を振り払うように荷室の壁へと叩きつける。

「げほっ！」

　受け身すらとれない勢いで壁に叩きつけられた栗林は、滑るようにしてずりずりと床に落ちた。

　怪異もその左脇に斬創を受けて、苦痛を堪こらえられないとばかりに片膝をついて呻く。そして、よくもやったな、この野郎！　という勢いで転がった栗林に掴みかかった。

　だが、東、戸津、富田らが銃剣を連ねて、突撃を敢行。

　彼らの突撃は、怪異を傷つけることは出来なかったが、栗林を守ることに成功した。

　雄おす三匹の乱入に憤いきどおったクーシは、狭い機内で耳を引き裂くようなうなり声をあげ、両腕をやたらめったらに振り回した。その鋭い爪がチヌークの窓を突き破り、暴風のように機内の内装を破壊していった。

　くらくらとする頭を二～三回振った栗林は、床運動の選手のように両手をつき素早く倒立すると、野獣の顎を蹴り上げた。低い天井に頭を打ち、下から顎を蹴られ二重のダメージを負う野獣。

　栗林は畳みかけるように、打撃の連打を放った。たまらず守りのために腕を縮めた野獣の肘先に、ナイフの切っ先を突き立てる。

「尺しゃく骨こつ神しん経けい溝こう。通称肘電気……人間ならそこをぶった切れば、神経が切断され、手は全く使い物にならなくなるわ。あんたの場合はどうかしら？」

　完全に力を抜いてるつもりでも筋肉は常に張力を発揮している。それを筋トーヌスという。

　腕が自由に動くのは、伸筋と屈筋の発する張力のバランスがとれているからだ。もし一方の、つまり伸筋の神経が切断されたら、曲げる筋肉だけが働くこととなり、動かすこともままならなくなる。神経が麻痺するなどの障害を負った方が、腕を縮める独特な姿勢をとっているのはそのためである。

　右手を鷲わしの手のような形状で麻痺させられてしまった野獣は残された左腕一本で、栗林に襲いかかった。だが、片腕だけではやはり隙が大きくなる。

　栗林はバックステップで躱し、野獣の爪をかいくぐると怒鳴った。

「機長！　合図で、機体を後進させて！」

「……どういうことだ!?」

「四の五の言わずに、機体を後ろに傾けてくれりゃあいいの！　こいつを放り出すわっ！」

　その言葉を聞いた仁科はテュワルを抱き寄せると、古村崎や、富田達に機体に掴まって放り出されないように指示した。

　栗林は、両腕を床につくと床運動の選手のように、両足を回旋させてクーシが床についている左腕を払った。

　左腕に体重を預けていたクーシは、上体を床に打ちつけて顔をしかめる。すぐさま躰を起こすと左腕で栗林を捕まえようと腕を伸ばした。

　その瞬間を栗林は狙っていた。隙となった野獣の懐ふところに飛び込むと「今だ！」の合図とともにチヌークの後部に向けて一本背負いを放った。

　だがクーシは体重を栗林に預けると上から押しつぶしにかかる。

　背負い投げに失敗した栗林は、怪異の巨体にのし掛かられてしまった。

　急傾斜のついた床を滑り落ちていくクーシは、機体から放り出されまいと左腕をのばして機体に捕まる。そして懐の栗林を頭から食いちぎろうと牙を立てて迫った。

「いくら強くても女同士は嫌っ！」

　クーシの顔を両手で必死に押さえる栗林。

「くぅぅぅ。キスがしたけりゃ男を探せってのっ！」

　だが凄まじい怪力に栗林は抗あらがいきれなくなってくる。ぬらぬらと唾だ液えきのしたたる舌と、太い牙の生えた顎を避けるために顔を「嫌だぁああ」とそらすしかなかった。

「栗林！」

　機体は後方にむけて傾斜していて、古村崎やテュワルを落ちないように支えるだけで手一杯の富田達は黙って見ていることしか出来なかった。

　その牙が栗林の首についに触れようとした瞬間、栗林は獣共通の急所とも言える鼻先に頭突きをくらわした。

「しつこいっ！」

　鼻先の激痛に思わず顔面をそらすクーシ。上体が浮き上がった瞬間、栗林はクーシの巨体から抜け出すと素早くその首に両脚を絡めて背後から締め上げにかかった。

「落ちろ！」

　攻守の逆転に、栗林を払いのけようとするクーシ。躰を急激に起こすと天井に向けて頭を振り上げた。

　天井に栗林の躰ごとクーシの頭部が激しくぶつかる。凄まじい音とともにクーシの巨体が傾斜を滑りながら開口したままの後部ハッチへと向かった。

　気を失った栗林までもが機体の外へと転がり落ちていく。

　慌てて栗林に飛びつく富田。富田の脚を掴もうと手を伸ばす東と戸津。あわやのところで栗林の弾だん帯たいに富田の指先がかかって捕まえることに成功した。

　機体を襲った衝撃におどろいたのか、機長はすぐさま姿勢を水平に戻す。

　怪異はハッチの端に爪をかけてまだぶら下がっていた。それどころか左腕一本でよじ登ってこようとしている。

　それを見た戸津達は怪異を蹴落とそうと、戦闘靴の踵かかとで蹴りつけた。怪異は突き落とされまいと懸命に抵抗したが、九ミリ拳銃を抜いた富田が銃口を突きつけた。

「あばよ」

　連射された銃弾がクーシの顔面を割れたザクロのように変える。それでもしぶとい野獣は叫び声を上げ、手足を振り回しながら地面に向かって落ちていった。

　意識を取り戻した栗林は、皆から、「お前、すげぇ女だな」と感嘆の声でたたえられた。

「ここどこ？」

　頭を打ったせいか、記憶がはっきりとしない。視界がかすんで頭がふらふらとしていた。

「大丈夫か？　俺たちがわかるか？　わたしは誰？　とか言うなよ」

　富田達があまりにも強く肩を叩くものだから、栗林は激痛に呻いた。おかげで記憶が素早く蘇よみがえって自分の置かれている状況を思い出した。

「痛いっての！　あっちこっち怪我してるんだから乱暴にしないでよ」

「悪い悪い。でも、やっぱすげぇよなお前」

　富田の言葉に栗林は笑って答えた。

「惚れた？　良かったら私とつきあってみる？」

　冗談めかした言い方をしたのは、富田が今つきあっている女が居ることを知っていたからだ。振られても傷つかないように、そして万が一の可能性を探るように試みてみたに過ぎない。だが、答えは当然と言えば当然だが、その時の栗林が予想していなかった形で返ってきた。

「ああ、そりゃだめだ。だって俺、この戦争が終わったら結婚するから」

　場が沈黙に包まれた。

「へっ……」

　ざわと顔を青ざめさせる仁科達。栗林も、自分の軽率な言動がどのような事態を引き起こしたのかを知って、慄りつ然ぜんとした。

「ちょ、おまっ！」

「そ、それって」

「死亡フラグ！」

　そう。戦争中に「この戦争が終わったら、結婚するんだ」とか「今度子供が生まれるんだ」の類たぐいの事を口にした者はみな死ぬというのが、戦争を舞台にする物語の鉄則である。他にも「ここは俺に任せて先に行け」というセリフも全滅を予兆するものとして知られている。

　伊丹はこれらを禁句に指定し、中華人民共和国並みの言論統制を第三偵察隊の面々に施していた。ググっても、「法令に基づいて、削除されました」と表示されてしまうぐらいである。にもかかわらず、富田はこのセリフをついに口にしてしまったのである。

　自分が言わせた形になる栗林が、狼狽うろたえるのは当然と言えた。

「ど、どうしよう!?」

　怪異を前にした時よりも動転する栗林。それを見て富田は言った。

「いや、気にするなって。大丈夫だから……迷信迷信」

「駄目だよ。早く隊長のところにいかないと」

　栗林は富田の襟えり首くびを掴んで叫んだ。

「た、隊長って伊丹隊長のこと？　何で？　どうして!?」

「隊長なら、きっと何とかしてくれるからよ！」

　栗林は言い放った。あのふざけた人生を送っている男なら、死亡フラグすらせせら嗤わらいながらへし折ることが出来るはずなのだ。

　そんな根拠のない思いつきを信じてしまうほどに、富田の立てた死亡フラグは栗林を追い詰めることとなったのである。





　　　　　＊　　＊






　フォルマル伯爵家の城館は、伯爵家開かい闢びゃく以来の賑わいで満たされていた。

「ゾルザルに囚われていた皇帝と皇女が、自衛隊の助力を得て帝都を脱出し、このイタリカの地で正統政府の設立を宣言した」ことによって正統政府の仮皇城となり、元げん老ろう院いん議員とその家族たちが、これを慕したって大量に集まったからである。

　帝国正統政府が最初に手がけたのは、帝都奪還を目指すための軍を編制することであった。

　だが、講和派貴族がそれぞれの領地で養っている私兵だけでは、ゾルザル派に対抗するための充分な数を揃えることは出来なかった。そのため、諸外国、諸侯に支援を求めると同時に、これまで軽んじて来たヒト種以外の亜人部族に対しても、その地位向上を約束して兵の供出を求めたのである。

　皇帝の仮皇城にして、軍事行動の策源地ともなったイタリカの城市は、城外に広大な宿営地がつくられ、街角の居酒屋や食堂は、様々な種族や民族の兵士で溢れかえるようになった。ただ、兵士の扱いはこれで良いとしても、これを指揮する高級将校は、相応の礼遇でもてなさなければならない。そのため伯爵家のメイド達はてんてこ舞いの忙しさで、息を吐つく暇もなくなってしまった。

　こうなってしまうとフォルマル伯爵家では少数派でしかないヒト種のメイドだけでは接待業務の全てを賄まかなうことなど不可能である。そのため、帝都ならばこうした表舞台の席に姿を現すことのない亜人……猫耳眼鏡メイドのペルシアや、ヴォーリアバニーのマミーナ、メデュサ種のアウレア達が、接客に給仕に、そして各種の任務にと総動員されることとなった。

　触手にも似た緋色の蛇髪をウニョウニョとうごめかせたメデュサ種のアウレアが、「メイド長、タイヘン！　タイヘン！」と厨ちゅう房ぼうへ足早に向かっていた。

　厨房には、料理人の手際が悪いと叱りとばし、接客メイドの服装の乱れを厳しく叱しっ咤たしながら、全体指揮をしているメイド長の姿がある。

「メイドチョウ。ヘイカカラ、オ呼ビ出シ！」

　どうやら、緋色の触手髪の先に干からびた男を絡めていることは「タイヘン」なことでは無いらしい。

　その男が若かったのか、それとも年寄りだったのか、既にミイラ化してしまっているため判別はできない。ただ着ている服で、どうにか性別は推測できた。その顔をよく見ると、恐怖でも苦悶でもなく、大変幸せそうな表情で果てていた。

　メイド長は、それを見て眉根を寄せる。

「アウレア。また、ネズミが入り込んでいたのですね？」

　捕まえるのは良いですが、厨房が穢けがれます。駄目です、そんなものをここに持ってきてはとお小言を呟く。だがアウレアは、意にも介さずに嬉しそうに言った。

「ネズミ見ツケル。捕マエテ精気吸イ取ル。アウレア、オナカイッパイデ嬉シイ！」

　どれほどの精気を吸い集めたのか、アウレアは肌をつやつやテカテカとさせていた。朱色の目を細めると、満面の笑みを浮かべていた。

「適当にしておきなさい。美食に慣れてしまうと、後で我慢しなければならなくなった時が辛いですよ」

「ワカタ。スコシ我慢スル」

　しょぼーんとしている心情を表しているのか、アウレアの髪は一斉にしなだれた。ミイラ化した男も床に放り出されて、メイド達によって、ばっちいものであるかのように片づけられていった。

「で、どのような素性の者でしたか？」

　虫も殺さないような愛らしい風貌をしているアウレアだが、その実彼女は吸血鬼ならぬ吸『精』鬼である。

　その捕食方法も、強烈な腕力と鋭い牙で獲物をねじ伏せて、その肉を喰い千切る肉食動物的なものではなく、その人形のような美貌と愛らしさで獲物を引き寄せ、蛇のような触手髪で絡め取り精気を吸い取るという食虫植物的なものであった。

　鋭い牙もなく鋭い爪も持たない彼女は、捕らえた獲物を逃さないようにするため、快楽を与える。

　被害者はその触手に絡め取られたが最後、筆舌に尽くしがたい地獄の快楽を味わい、抵抗しようという気力を失ってしまう。そして気がつけば最後の一滴まで精魂を吸い取られ、冥界の住人となるのである。さらに、被害者の記憶もまたアウレアに覗き込まれる。脳のう髄ずいの内にある限り、彼女に対して隠しておけるものは何一つ存在しないのだ。とは言え、アウレアが全ての情報を蓄積できるわけではないから、彼女が記憶するのは自分が関心を持ったことだけである。

「コノ男。ボウロ、トイウ者ノ配下ダッタ。食ベモノニドク混ゼヨウトシテタ」

　アウレアの報告にメイド長は「やはり……」と嘆息した。

「ボウロという男を捕らえない限り、何も分からないということですね」

　アウレアはコクリと頷いた。

　メイド長は歎息すると気を取り直したように問い直した。

「ところで、貴女の用件は陛下からのお呼び出しでしたね。すぐに参りますから、モーム、アウレアの二人はついてらっしゃい。急ぎますよ」

　年老いたメイド長は、そう言うとスカートをむんずとつかみあげた。

　そして事もあろうか腹心のモームとアウレアを引きつれ、年齢に似つかわしくない勢いで廊下を爆走し始めたのである。

　その進路上を歩いていたヴォーリアバニーのマミーナは、素早く壁に張り付いて道をあけた。

　汚れた皿を厨房に運ぶ途上の猫耳眼鏡メイドのペルシアは、突き飛ばされそうになった瞬間、くるりとスカートを翻ひるがえしながらアクセルターンを決め、さらにトレイに積み上げた皿をなんとか保持して落とさないという曲芸を披露して、周囲の同僚達から拍手喝かっ采さいを得ていた。

　階段を怒ど濤とうの勢いで最上階まで駆け上がった老メイド長は、大きな扉の前でいったん立ち止まり、深呼吸して呼吸を整えた。素早く汗を拭いて、服装に乱れがないかを点検する。

　モームとアウレアも互いに襟の乱れ、スカートの裾すそを直し合った。

　扉の両脇には、ピニャの騎士団の女性士官達が直立不動の姿で警衛勤務についている。

　その同情するような視線を浴びながらも、取り澄ました表情を取り戻したメイド長は、根性の力なのかはたまた特殊な能力なのか、流れる汗すら蛇口を締めるように止めてみせ、「陛下のお召しで参りました」と告げて扉を開けさせた。

　見ると中には、大きな寝台に横たわる病びょう臥が中ちゅうのモルト皇帝の姿があった。その傍らでは皇帝を補佐する内務相のマルクス伯爵と、そして日本からの使節である菅すが原わらの姿もある。

「お召しにより参上いたしました」

　皇帝は傅かしずくメイド長に視線を向けると、傍らの菅原を紹介した。

「こちらはニホンからおいでになった外交官のスガワラ殿だ。この地にしばらく滞在されるので、宿泊の手配を頼みたい。無理は承知しているが、何とかしてもらえんだろうか？」

　皇帝の言葉ではあるが、メイド長は一瞬だけ表情を引きつらせた。

　フォルマル伯爵家の館は、すでに限界を超えて賓ひん客きゃく達を受け容れている。帝国の元老院議員や貴族達が滞在する宿舎が足りないため、城市街の豪商、豪農の屋敷、見栄えの良い民家などがあれば片っ端から借り上げている状態なのだ。

　城壁の外ですら、集まりつつある貴族軍の将兵が宿営地を築いて、ちょっとした街のような様相を呈している。

　そんな状態なのに、一人とはいえ部屋をあてがえと言い出されると困ってしまうのである。

　だから菅原が「陛下、お気遣い無く。市内での宿泊場所は確保しております」と言い出した瞬間、メイド長は安堵のため息を漏らすという、いささか礼を失した行為におよんでしまった。

「ほぅ、どちらに滞在なされるのですか？」

　だが、メイド長の失態は誰にも注目されなかった。マルクス伯爵が意地悪そうに問う言葉の方が皆の注意をひいたからである。外国人である菅原が、このイタリカに宿舎を確保できる理由を、あからさまなまでに勘ぐって見せているのだ。要するに嫌味である。

「我らも何かと不自由を味わっておりましてな、そういった余裕がある屋敷などがあれば、あやかりたいぐらいですぞ」

「実は、知り合いの商店に頼んで倉庫の一角を借りました。この際ですから雨風を凌しのげるような寝場所さえあれば、多少のことはどうでも良いと思いまして。手狭ですが、学生時代の下宿に比べればマシといったところです」

　それを聞いた皇帝は安堵したように頷いた。

「大変結構だ。ニホンからの使節を粗略に扱っては帝国の威信に関わると思って、メイド長に無理を申したが、そういうことならば心配する必要はあるまい。命令は取り消すことにいたそう」

　皇帝はそう言うと、メイド長に退室を許可した。

「しかし、ニホン人もなかなか油断がなりませんな。いつの間にか我が帝国の商人との間に、倉庫を貸し借りできるような深い結びつきを築いてらっしゃる。警戒を強めませんと」

「これ、マルクス伯。意地の悪いことを言うでない」

「しかし、何時の間にやらニホン人に親しい者によって周りを取り囲まれていたとなっては……」

「何を今更なことを申しているのやら。ニホン人の手によって帝都から連れ出された時より、我らの周りは常にニホン人と親しい者ばかりだ。そうであろう？　メイド長」

「はい。その通りでございます」

　部屋から外に出る寸前に声をかけられたメイド長は、振り返ると事実をありのままに伝えた。

「ほらみろ。このイタリカももうニホンの影響下だ」

　憤懣やるかたないといったマルクス伯爵の顔色を見たメイド長は、理由の説明を始めた。

「それもこれも薄汚いネズミ共を操ってこのフォルマル家に、そして恐れ多くも陛下に害を為そうとしている者があるせいでございます。しがない伯爵家がこれと対抗するためには、ニホンと協力関係を築くしかなかったのです」

　デリラが日本人殺害を企てた事件は、伯爵家を窮地に陥れた。潔白を証明するためには地下組織の洗い出しをしようとする日本側に進んで協力するしかなかったのである。そのため、今では日本政府の特地代理店と称しても良いほどに、密接な関係となっていた。

　明らかに不満顔をしていたマルクス伯だったが、最後には「致し方あるまい」と不平不満を呑み下す苦い表情となった。

　実際、フォルマル伯爵家が日本とそのような協力関係にあったからこそ、帝国の正統政府も落ち着き先を得ることができたとも言えるからである。

「……で、戦況はどうか？　帝都は奪い返せそうか？」

　皇帝は尋ねた。

　マルクスは、帝都奪還のために正統政府軍が進撃中である旨を報告した。日本から返還された捕虜五千を中核にすることでどうにか軍の体てい裁さいは整えることが出来た。

　だが正規軍であるゾルザルの軍はやはり手強く、途中途中に並べられた要害を抜いてまで前進することはできなかったのである。

「第二軍をただいま編制中でございます。増援が戦地に届きさえすれば、我が精鋭は帝都に近づくことができましょう」

　他に言いようがないことは承知しているが、マルクスの物言いがあまりにも楽観的すぎるため皇帝は小さく嗤った。

「で、影なる戦いはどうかな？」

　メイド長は、モルト皇帝がイタリカに腰を据えてから、館内に侵入しようとした者や、イタリカ市街で騒動を起こそうとした者の数がすでに五十にも及ぼうとしていると報告した。

「こうしている今も、宴席に紛れ込んでいるネズミが複数みつかっております。つい先ほど、食料庫の食材に毒を混ぜようとした者がありましたが、ここに控えるアウレアが排除いたしました」

　アウレアは静かに頭を下げた。彼女も大人しくしている限りは、楚そ々そとした野に咲く花のような少女である。その見た目にほだされかけた皇帝だが、メデュサ種の食虫植物的な性質を思い返して複雑な表情をした。

　そして、フォルマル家の先の当主はこのメデュサ種を家臣にして何をしていたのだろうと考える。もし……もし、である。『死に至らない程度に』とか『健康を害さない程度に』と加減して精を吸わせることが出来るならば、それによって与えられる快楽を楽しむという遊戯が成り立っていたことになるからだ。

　伝説的に語られている地獄の快楽。自分が干からびて死のうとしているのに、抵抗の気力すら湧かなくなる吸精の情交とやらを味わってみたいという誘惑は、魔薬的な魅力を放つのだ。

「アウレアとやら。そなたは先の当主とはどのような関係を持っておった？」

　などとつい尋ねたくなった。

　答えによってはアウレアを手元に置いて侍らせることも考えた。

「館内に入り込んでいる間者は、ただ今、監視を続けております。適当なところで排除いたします」

　だが、皇帝の思惑に気づいたメイド長は、皇帝の思考を中断させるかのように言った。

　これが貴族のヒト種女性相手なら、いや、他の亜人メイドでも、皇帝が関心を持ったという気配を察しただけで、皇帝の枕頭に送り込んで侍らせるのだが、アウレアだけは駄目だからである。

「その者らも、ゾルザルの手の者なのか？」

　皇帝が呻くように言い、マルクス伯が頷いた。

「諸外国の密偵という可能性もありましょうが、今はおそらく、左さ様ように見て間違いないかと」

　この仮皇城となったイタリカの街は、ゾルザルからの影なる攻撃の目標として集中攻撃を受けている真っ最中なのだ。それを考えればアウレアは貴重な戦力だ。戦線から引き抜いてしまうことなど出来るわけがない。

　だが……それでも。

「ヘイカ。アウレアハ先代様カラ、治ラナイ病気ヤ、怪我デ死ヌノガワカテル人間ニ、死ヌ怖サ、痛サヲ、気持チノ良サデ消シテアゲル仕事ヲマカサレテイ……イマシタ」

　アウレアも皇帝が自分に向ける目の色に気づいていた。

　悲しいが彼女に似たような目を向ける者は少なくない。と言うか、この地にたどり着くまではそういう者ばかりだった。故に、彼女たちメデュサは堕落の原因として拒絶され、厭いとわれて来たとも言えるのだ。

「そうか。では、余がいずれ迎えるであろう臨りん終じゅうの瞬間に不安を感じた時、お前の手を借りることにしよう」

「ハイ」

　皇帝は、深々と歎息して「では、行け。行って敵と戦うがよい」と告げた。




『参加者名簿にない顔を見つけた。今、広間の西の角に立っている奴だ』

　ヴォーリアバニーのマミーナは、耳に差し入れたイヤホンから聞こえる声に従って配下の戦闘メイドを率いて宴席に紛れ込んだという鼠ねずみを静かに包囲した。

　裡うちにこめた殺気を、愛想の良い笑いと訓練で身につけた品の良い所作で覆い隠すと、トレイに酒を載せて近づき「お飲物はいかがですか？」と声をかける。

　男は、一瞬脅えたような表情を見せたが、マミーナがおだやかな笑顔をしていることに安堵したようで「あ、ありがとう」と言って琥珀色の液体の入ったグラスをトレイから取り上げた。

「ヴォーリアバニーがメイドをしてるなんて、珍しいな」

「フォルマル伯爵家では、メイドの八割が亜人種です。失礼ですが、貴方様はどちらのご家中でらっしゃいますか？」

「俺はニーガス。モントレー男爵家の家令をしている」

　あらかじめ用意してあったのか、男はマミーナの問いにすらすらと答えた。

　モントレー男爵は数少ない中立派だったが皇帝への帰き順じゅんを表明し、一昨日イタリカに彼の私兵達共々到着していた。新参とも言えるので見覚えがないのは当然で、見たことがないというだけで誰すい何かしたのならその説明で納得して、見逃してしまっただろう。

『嘘だな。モントレー男爵が連れてきた家人にニーガスという名は確かにあるが、顔がまるっきり違う』

　だが、空電音とともに聞こえる男声が、男の嘘を指摘してくれた。

　見上げると、この館の天井には無数のカメラが仕掛けられている。そして会場内の隅から隅までを映し出し、別室におかれたコンピューターが参加者名簿と顔写真とを照合し、不審人物を洗い出すのである。

　このような手段と技術があるということを知らない「敵」にとって、このイタリカの街、そしてフォルマル伯爵家の館は、送り込んだ密偵が一人残らず行方不明になってしまう地獄の入り口であった。

　マミーナは微笑みながら「ニーガス様は素敵なお方ですね。よろしければお話を聞かせていただけません？」と胸の尖せん端たんが触れるまで身体の距離を詰め、耳もとろけよと言わんばかりに甘い声で囁いた。

「お、俺にかい？」

「はい。ヴォーリアバニーがどのような習性を持つかはご存じでしょ？　私は素敵な殿方を見つけたら、機会を逃さないようにしてるんです。人目のないところでしっぽりと……いかが？」

　マミーナが、潤んだ瞳で男を見つめると、男は魅入られたかのように動きを凍り付かせた。

　腹部に感じたチクンとした痛みが、身じろぎどころか呼吸すらも慎重に、ゆっくりとすることを強要してきたからである。

　マミーナの瞳から視線をそうっと下げてみる。

　すると彼女のふくよかな双丘を経由して、自分の脇腹に押し当てられている切っ先鋭い短剣にたどりつく。

　前後左右からメイドに取り囲まれて、身体をまさぐられるという傍はた目めでは羨うらやましくなるような姿であったが、その実態たるや三方から刃物で脅おどされて、身体検査を受けているという絶体絶命の状況なのだ。

「さ、こちらにいらして下さい」

「…………な、何かの誤解がないか？　俺はこういうプレイを楽しめるタイプじゃないんだ」

「お惚とぼけになっても無駄です。本名から、どこの誰に指図されてここまで来たのかまで、全部口にしていただきますので。最初に申しておきますが、我が家ではメデュサを家臣として抱えておりますから抵抗は一切無駄ですよ」

　こうして、引きつった笑顔を浮かべた密偵がまた一人、広間から連れ出された。

　多少の拷ごう問もんで口を割るような質の劣る密偵ならば採石場かどこかの鉱山で強制労働となるだろう。もし最後まで口を割らないような優れた密偵であれば、アウレアの餌えさとなって快楽にのたうち回りながら干からびていく運命が待ち構えているのだ。

　人ひと気けのない廊下に出ると、男は言い訳の言葉を並べ始めた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。俺は確かに密偵の一人だが、皇太子派じゃない。皇帝陛下に忠節を尽くそうと思っているんだ。本当だぜ。その証拠に皇帝陛下万歳って叫べる。ゾルザルの奴を一日中罵ののしることだって出来る」

「だったら、素直に所属と名前を吐いて手間を取らせないで下さい」

「そう言うわけにはいかないんだよ。身内に、裏切り者がいないかを調べるのが俺の仕事だからな。本当だよ。君たちの警備は最高だった。俺の存在をあっという間に見つけ出した手腕は見事なものだった。対応も申し分がないほどだ。満点をつけてもいい」

「お褒めの言葉をありがとう。だけど、誰の命令で動いているかを言えないようでは、信じるわけには参りません。これで信じるようなら、馬鹿でしょう？」

「そりゃそうだ。確かに……わかったわかった。名前と所属を言うよ」

　マミーナは男が口を開くのを待つために立ち止まった。

「俺の名はノッラ。実は、内ない相しょうのマルクス伯爵様の配下なんだ」

　マルクス伯？　ならば確かに、現状では同じ陣営にある味方である。しかし、何故突如としてこの男の声は女みたいな声に変わったのか？

　一瞬の思考時間が、隙となった。

　男はわずかな隙を衝ついてマミーナ達の囲みを破った。いや、男の衣服と肉体を破るようにして、中から女が飛び出したのだ。その予想外の出来事にマミーナ達の反応が遅れた。

「あ、待て！」

　慌てて後を追う、マミーナ達。

「そう言われて待つような密偵がいるかってのっ！」

「ジヴォージョニー!?」

　女は亜人だった。

　野獣とも言える躍動的な運動能力で、猫科のマミーナにも匹敵する跳躍力を見せていた。その戦歴を感じさせる、傷だらけの肉体が放つ凄みに皆、圧倒された。

　マミーナがダークを投とう擲てきする。その、ほとんどが甲高い音と共に叩き落とされたが、数本がノッラと名乗った女に突き刺さった。

「くっ！」

　女はダークを引き抜くと傷を押さえ「くそ、覚えてやがれ！」と捨てぜりふを残し、廊下の窓から外へと飛び出していった。

「ちっ、くそ！　逃げられた。後を追うよ！」

『いや、大丈夫だ。発信器はちゃんと彼奴にくっついている。事後の追跡はこちらで引き受けた』

　空電音の後に続く声が、追跡しようと駆け出したマミーナ達の足を止めた。

「はっしんき？」

『あんた、俺が支給した投げナイフを使ったろ？　あれは引き抜いてもその尖端部は体内に残るようになってるんだ。切開して取り除かない限り、どこへ逃げても居場所をこっちに教えてくれる』

　するとマミーナはニヤリと微笑んだ。

「じゃ、うまくいったんだね？」

『そうだ。傷の手当をするにしても、潜入が失敗したことを上司に報告するにしても、奴はアジトに戻らなきゃならん。そこから芋いも蔓づる式に、奴らの根城を潰してやるって寸法だ』

「それじゃあ、後は任していいんだね、ヤナギダ？」

『ああ。あとはこっちに任せておけ……奴らは、この俺が必ず潰してやる』

　それとともに、フォルマル家城館の庭から、遠隔操縦観測システムのラジコンヘリが離陸する音が聞こえて来る。

『デリラ。わかってるな？』

　無線機から会話が漏れ聞こえる。

『あたいに任しておきなよ、ヤナギダの旦那。あたいはあんたの言う通りにやってみせるさ。それが、どんなことだってね』





　　　　　＊　　＊






　そんな暗闘がすぐ隣でなされている中で、講和派元老院議員達は、帝国の行く末に関わる話し合いを続けていた。彼らにとっては口こう舌ぜつが武器、議場や宴席が戦場、討論こそが戦闘であった。直接の命の取り合いではないが、彼らもまた、それぞれの部署で戦っているのである。

　猫耳眼鏡メイドのペルシアに傅かしずかれ、飲み物を受け取ったキケロは難しそうな表情で酒を口に含んで、それを隣に座る友人から見み咎とがめられていた。

「別に、亜人メイドが持って来たからと言って、飲み物の味が変わるわけではあるまい？」

　もてなされる側の態度として、無礼な態度なので感心しないというのが友人からの忠告である。

　キケロは、言い訳めかした言葉を返した。

「いや、そうではないのだ。フォルマル家の先代当主が、我々一般の習慣に反して、何故亜人の娘達を雇い入れたのかに思いを馳はせていたのだよ。私は、これまで亜人などは野蛮で……失礼。君たちを貶けなすつもりは決してないのだよ」

　キケロは、まだ目の前で傅いているペルシアにそう断ってから話を続けた。

「……亜人を用いるなど品性に欠けると思い込んでいたのだ。だがここに来て、彼女たちを実際に見て、これまでの考えを改めた方が良いような気がして来てね」

「ああ。作法にしても気遣いの良さにしても、ヒト種のメイドと遜そん色しょくない。一面ではヒト種のメイドより優れていると言っても良いくらいだからね」

「その通りだ」と、キケロは頷きながら広間で働く亜人のメイド達の姿を見た。

　実際、このフォルマル伯爵家のメイド達は働き者で、その上に容姿でも大変に優れている。また、耳がよくて呼び止める声を聞き逃すと言うことがほとんどない。喧けん噪そうの中に入ってしまうと、はっきりと大声を出さなければ振り向いてもくれないヒト種のメイドとは段違いである。

「だが、どうにも慣れなくてね。違和感をぬぐえないのだ」

　キケロは肩を竦めながら戸惑う心情を吐と露ろした。

「慣れの問題ならば時間が解決するよ。今や我々の軍は亜人なくして成り立たない。あのゾルザルですら、ジャイアントオーガーを戦列に並べ始めたという噂だ」

「ああ、わかっている。いずれ慣れることは出来るだろうからそれまでの辛抱だ。だが、同じような辛抱を、ここのメイド達がしてくれるだろうか？」

「大丈夫、彼女達は礼儀正しいからな、君が慣れるのを待ってくれるさ。さぁ、そんなことよりシェリー嬢の報告を聞こうじゃないか。せっかく彼女が帰って来てくれたんだ。彼女が見聞きしたことを聞かなきゃいけないのだろう？」

　キケロは「そうだ」と頷くと目の前で待っているテュエリ家の一粒種に問いかけた。

「待たせて済まなかったね。では君がニホンで見聞きしたことについて話して欲しい。ではまず近々起こるという政変について、説明して欲しい」

「はい、キケロさま」

　シェリーは議員達の注目を浴びても、臆おくする態度を少しも見せなかった。

　堂々たる態度で、自分を取り囲む元老院議員に向けて解説を始めた。

「まず、あらかじめご理解していただきたいことは、ニホンという国の宰相は、元老院によって選び出されるということです。そして宰相が自分の閣僚を選ぶのです」

「つまり、宰相がその国の代表者にして政策立案の責任者なのだね？」

「はい。そして現在ニホンの元老院には任期の満了が近付いているのです。それによって新たな議員が選ばれることになります」

　自らも似たような立場にあるだけに、元老院議員達はその意味が理解できる。一斉に苦々しい表情となった。

「どのような者が議員になるかで、国の方針がこれまでとは一変してしまうこともあるということか」

「はい。ニホンでは元老院議員は、市民の選挙によって決まります。従ってある日を境に、元老院議員の構成ががらりと入れ替わることもありえるのです」

















　問われたシェリーは苦笑に似た複雑な表情を浮かべた。日本という国で起こる政変の如何いかんによって、自分達の運命が大きく翻弄されかねないことを理解していたからだ。シェリーは、このことを報しらせるために、菅原についてきたのである。

「何という時代遅れの制度だろうか。わが帝国にも共和制だった歴史はあるが、執政官が代わる都度、対外政策が変わってしまうことの不利益が問題となっていた。だからこそ一貫した政策を続けることが出来る帝政が求められたのだ」

　目の前にいるシェリーが子供ということもあってか、キケロの物言いはどこか教師のようであった。だからだろうか、シェリーも教師の質問に答える模範的な生徒のように振る舞った。

「はい。第一人者による統治ですね」

「うむ。君は、よく勉強しているね。では、帝国の統治制度の要よう諦ていを説明できるかね？」

　シェリーは「はい」と軽く頷くと教科書を暗唱するかのように語り始める。

「国全体の仕組みを左右するような政策と外交については皇帝が担います。内政については地域の実情に基づいた統治を行うため、皇帝の代理人たる地方長官がこれを担にないます。また歴史の長い都市や街のほとんどは自治が認められています。任期のある地方長官が治めるに相応しくない、じっくりと時間をかけた安定化政策が必要となる地方、例えばこのフォルマル伯爵領のように異民族、異種族が混在して住まう土地などは、相応しい能力を示した者に与えられます。これが帝国に中央集権制と封土制が併存する理由です」

「大変よろしい。私が教師なら君にご褒美をあげたいところだ。何故、時の皇帝は封土制を取り入れたのかね？　その時の皇帝の名は？」

「残念なことですが任期のある地方長官は、いずれその土地を立ち去ることもあり、その土地を豊かにすることよりも自分の懐を肥やすことを考えてしまいがちです。それによって多くの内乱や騒乱が起こりました。しかし、その土地が自分の財産になるとなれば、慎重に扱うだろうと時の皇帝コーラス陛下は考えられたのです」

「その通りだ。満点をあげよう」

「ありがとうございます」

　シェリーは口頭試問に合格した学徒のように、はにかんだ笑みを見せた。

「こんな幼い少女ですら知っていることだ。このように統治とは一貫性と継続性こそが大切なのだ。それと多様性だな。ある土地では生活しにくい者も、別の土地では生活できるという多様性があることが望ましい。風向き一つで、国の政策がそっくり変わってしまうような制度は問題ありと言えるだろう。特に対外政策において方針がころころと変わることは好ましくない」

　すると、これまで沈黙を保っていたカーゼル侯爵が手を挙げた。

「いや、民から選ばれた者が国を統治するという方法は、あながち時代遅れとは言えんぞ。皇帝による統治も後継者選びという問題がある」

　周囲の議員達も、「そうだ、そうだ」とその意見に同調するように頷いた。

　キケロも「確かに」と頷く。だがその上で反論した。

「人間が人間を統治する以上、なんらかの欠陥は必ずあるものだ。ありもしない完璧さを求める行為自体が、人間としての幼さを露呈したものと言えるだろう」

　カーゼルもキケロと同じように相手の意見に同意できる部分を認めた上で反論した。

「要するに帝政、共和制、どちらの欠点を必要経費として許容するかなのだ。我々は皇帝による統治の即決制と継続性を重視した。だから皇帝制を敷いたのだ。その制度が持つ欠陥を補うのは、運用する我々の役割と言えるじゃろう」

「お二方に尋ねたい。ゾルザルのような男が現れることを防げなかったのは、制度的な欠陥とは言えないか？」

　聴衆の放った質問に、キケロが厳めしい声で答えた。

「自らが為した失敗を、制度の欠陥に転てん嫁かするのはやめたまえ。これは明らかに区別されるべき事柄だ。皇帝の後継者の鑑定は我らに課せられた義務だった。我らは、事なかれ主義に陥って、あの男を権力の座に近づけないようにする努力を怠ってしまったのだ」

「その代価なら、我々は血と苦痛で充分に払った。こうしてここにいることがその証だ」

　だがキケロは首を振って「いや、まだだ」と議員達の意見を否定した。

「まだ支払い終えていない。不足だ。我々は、帝国をこの手に取り戻し、正常な状態を取り戻さなければならない。それが済んで初めて、自らの失敗の代償を支払ったと言える」

　議員達は口々に言った。

「だが、どうやって帝国を取り戻したものか？　ゾルザルは帝都の放棄こそしたものの、政権と国軍を掌握しつづけている。皇帝陛下がゾルザルの廃はい嫡ちゃくを宣言したというのに、国軍の将兵は今やあの者に従っている」

「力ずくで無理矢理従わせているだけだ！　陛下より勅ちょく任にんされた将軍達は、陛下が呼びかければきっと正道に立ち返ってくれるはずだ」

「いや、無理を言ってはいかんぞ。ゾルザルの奴は、国軍の各部隊に『掃そう除じ夫ふ』共を配置して、将軍はおろか、兵達にまで監視の目を光らせているというからな。迂う闊かつに逆らえば、たちまち殺されてしまう。我らが危うくそうされかけたようにな」

　掃除夫とはゾルザルの政策に反対する者を摘発し処刑する、政治将校のような存在である。正式には帝権擁護委員オプリーチニキと呼ばれ、彼らの所属する機関は帝権擁護委員部オプリーチニナという。ここに集まっている講和派元老院議員達は皆、彼らによって捕らえられ粛しゅく清せいされる寸前だったのだ。

「そんな奴ら、やっつけてしまえばいい。皆で戦場に出て決戦に挑むのだ！」

「だが、我らの数は少ない。戦線はどうにか膠こう着ちゃくしておるが、それもニホンがゾルザル派を牽けん制せいしているからだということを忘れてはならん」

　つもり積もった恨みの感情が議論の流れと相互作用を起こして、場が紛糾しそうな気配を見せたその時、シェリーが愚痴をこぼすかのように問いかけた。

「外国や諸侯国の方々は、お力を貸してくださらないのでしょうか？」

　少女の声は、大人達とは音程も音質も異なる。そのため誰の耳にも彼女の声は際立って聞こえた。

　本来ならば大人の話に口を挟んではいけませんと叱りつけるべきところである。だがなんとなく教師と生徒という感覚が残っていることもあり、キケロはその質問を不ぶ調ちょう法ほうとも思わずに答えた。

「当然、使者を送って援軍は要請しているよ。だが、態度を明らかにしない国ばかりだ。みな、日和ひより見みを決めこんでいる」

　こうしてシェリーは、女子供は口出し無用とされる場で、意見を表明する自由を獲得した。そしてさらに駄目を押すべく、答えの分かり切った質問をあえて発した。

「こちらには皇帝陛下がおわします。外国の方々が、あきらかに正しい側に与くみしないのは、どうしてなのでしょうか？」

「そりゃ話は簡単だ。もし我々に味方して、ゾルザルが勝つようなことがあれば、我々に味方した者にとっては破滅を意味するからだ。逆もまたしかり。国の将来を懸かけた決断だ。慎重になるのも当然と言える」

「つまり、わたくしたちは味方を得るためにも、勝つ見込みのあることを内外に示さなければならないのですね？」

「その通りだ。だが皇帝陛下はご健康が優れず、何時またお倒れになるかわからないと来ている。さらにゾルザルは国軍を掌握している」

　傍らで聞いていた貴族の一人が、酒を口に運びながら追加した。

「属州を治める、地方長官共も奴に従っているしな」

　シェリーは「ずるいですわ」と子供っぽく唇を尖らせた。

「贔ひい屓き目めに見ても、ゾルザル様が有利すぎます」

「そうなのだ。それでも、諸外国がゾルザルに与しないのは、ニホンという要素がこれに加わるからだ。ニホンは敵に回すと大変にやっかいだ。にもかかわらずゾルザルは、ニホン打倒に拘こだわっている。彼奴に味方すればニホンとの戦いにつきあわされるからな。諸国はそれを恐れているんだ」

　キケロは「だから、どちらにも味方しないというわけなのさ」と肩を竦めて講義を結んだ。

「だから、ニホンに対する関心が高まっているのですね？」

　シェリーは、日本に関する質問を続けた。

「そうなのだ。ニホンが帝国を占領する意思をもっていないことは既にわかっている。彼らはあくまでも我々が帝国を統治し諸外国との平和を維持することを望んでいる。何も好意でそうしているのではないということは理解できる。異民族の統治は気苦労ばかり多くて実入りが少ないからな。だが、ここに来て宰相が代わるかも知れないとなれば、新しい宰相が我らに対してどのような態度をとるのかが気になるところだ。なぁ、シェリー君、端的に言ってどうなのだろう？　君の見聞した範囲でいいから何か参考になることはないかね？」

　そうですわね。シェリーは人差し指を頬に当ててしばし考える姿を見せた。

「ニホンの民衆は、ゾルザル様のやりように大変ご立腹しておいでだそうです。ゾルザル様のご配下が、あちこちの村や町を襲って、無む辜この民を虐いじめてらっしゃるということが知らされているからです」

　すると人垣の向こうから質問が投げかけられた。

「ゾルザルは、帝国軍がしたというのは濡れ衣だ、逆にジエイタイの為した虐殺であると非難し返しているようだが？」

　実際に、まだら緑の衣服をまとった兵が、村落を襲ったという噂はまことしやかに流れており、何人かの貴族はその質問に頷いた。

「そのような声もあるようですが、少なくともアルヌスにおられる皆様は全く信じておられません。盗賊や亜人の方々を嗾けしかけてらっしゃるのがゾルザル様であることは、様々な方面からの証言がありますので」

「だがアルヌスにいるのは、ニホンと縁の深い者ばかりだ。そんな者の証言を信じていいのか？」

　皆、同じ帝国の人間が、自分のしたことを他人のせいにするほど卑怯とは思いたくないと語った。焦土戦は悪あく辣らつな行為だが、必要に駆られれば行う戦術の一つでもある。やるならば堂々とやる。それを他人がやったことにするほどゾルザルについた者も落ちぶれていないだろうと言うのだ。

　だがキケロは、手を挙げて皆を鎮まらせる。

「いや。ゾルザルの配下となった将軍がそのような方法をとろうとしているという警告は、ピニャ殿下も為されていたから、信じたくはないが、おそらく間違いないのだろう。……なるほど、あの男は本気でニホンとの戦いに勝つつもりなのだな」

　事の良し悪しはともかく、侵攻軍を徹底的に煩わずらわせるというやり方は決して間違っていない。

　実力に圧倒的な差がある時、手段を選んでいる余裕はないからだ。その、なりふり構わない姿勢からも、この戦争に勝利しようという本気度が伝わって来る。

　とは言え、このやり方は全てを破壊する。

　自分のしたことを他人がやったとすり替える手段をとったら、人心は徹底的に荒廃して、領民達は誰も信じなくなってしまうからだ。

　たとえ悪辣な行為であっても、帝国はこれまで「それは俺がやった。それがどうした」という態度をとってきた。これによって民の憎しみは帝国に向かうかも知れないが、同時に恐れを感じ、その恐れが民を従わせてきたのである。

　だが、これを他人のせいにしたらどうなるか。

　人々は自分が見聞き体験したことと、帝国が語ることの乖かい離りから全てを疑う。そう、恐怖ではなく疑いの感情を抱くのだ。そうなれば、たとえ勝利を得ても、その後に国を治めることは非常に難しいものになる。

　もし、これを力で治めるなら、疑いから湧き上がる憤りと反感が、政府へ向かないように、民の口を封じて、内心にまで踏み入るような政策を敷いていく必要がある。すべての責任は外敵にあるということを妄もう信しんさせなくてはならない。

　疑問を口にすることを禁じ、封じ、根すら残さないように徹底的に締め付ける必要が生じてしまうのだ。

　だがきっと、そうなった国は自由など少しもない息の詰まった国となってしまうに違いない。

　嘘を正当化するには、嘘を重ねるしかなく、そこには力尽くで嘘を真実だと言い続ける不断の努力が要求される。

　真実を口にする者を攻め、攻撃し、嘘を信じさせる宣伝を絶えず続けなくてはならない。

　言論の統制とは、まさしくそこに嘘が存在していることを証明する行為なのだ。

「なんということか」

　キケロは、帝国の将来を憂いて嘆息した。ゾルザルという暴風を払い除けることが出来たとして、荒廃した帝国をどうやって立てなおせばよいのかと心配になったのだ。

「そうなりますと、わたしたちがゾルザル様に対抗できるかは皇太女殿下の双肩にかかっておいでなのですね。それでピニャ様は、今、どうなさっておいでなのですか？」

　シェリーは、周囲にピニャの姿を探しながら問いかけた。

　だがキケロを始めとする議員達は、一斉に沈ちん鬱つうな表情となった。

「あの方は、政治というものにすっかり失望してしまわれてな。『お前達は妾わらわに兄様と殺し合えと言うのか』とおっしゃるとイタリカを出ていってしまわれたのだ」

　するとシェリーは驚いた表情を浮かべて「皇太女ともあろうお方が？」と不愉快そうに眉を寄せた。敵前逃亡罪ですわ、と続けた言葉はあまりにも小さくて周囲の耳に入ることはなく、さらに何事も無かったかのような朗らかな笑顔がすぐさま取って代わる。

「それで、殿下は、今どちらにおいでなのですか？　もうお迎えにどなたかが向かっておいでですか？」

　おかげで見ていた者は、シェリーの変貌を光線の具合か目の錯覚と思ったくらいである。

　キケロもその一人のようで、目を軽く擦こすっていた。そして答えた。

「いや、しばらくそっとしておけと陛下が仰せなのでな。今頃は緑の人とやらと行動を共にされているはずだ」

　シェリーは「緑の人……ですか？」と首を傾げることとなった。
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　時刻的には、太陽が青空を背景にして南の空に浮かぶ頃合いだが、生あい憎にくの悪天候。空は暗い雲に覆われて、霧にも似た粒の雨が降り注いで大地を湿らせていた。

　だが、戦闘服をまとっている陸上自衛官には傘を差すという習慣はない。

　いつものように六四小銃、ボディアーマーといった重装備で身を固めた伊丹は、アルヌスのヘリポートに駐機したままローターを回転させているＣＨ47 ＪＡチヌークの傍らで次の任務の支度をしていた。

　とは言っても、資源探査の任務を解かれたわけではない。以前からの任務はそのまま……広い意味では資源探査の一環として、日本の学識経験者を案内するという任務が課せられたのである。

　目的地はクナップヌイ。イタリカから北西に千キロ程離れた辺境の地である。

　そのため、移動手段としてチヌークが利用出来ることになった。

　資源探査に潤沢な予算がつけられていたことがそれを可能にした。ある意味で流用とも言えるが、体裁は整っているのでどこからも文句は出て来ないはずであった。さらに今回は、第三偵察隊で隊長をしていた際の信頼できる部下もつけてもらえた。桑くわ原ばら曹長以下、倉くら田た、勝かつ本もと、笹ささ川がわ、そして黒くろ川かわの五名である。栗林と富田、戸津、東、仁科らはマスコミの護衛任務、古ふる田たは諜報任務に就いているため不参加である。

　その代わりとして現地協力者の同行が認められたので、伊丹はロゥリィ、レレイ、テュカ、ヤオの四名を選んでいた。もちろん四人とも、「クナップヌイの調査だよ」と伊丹からうち明けられた瞬間から、身支度を始めている。彼女たちは自分が伊丹に同行するのは当然と言うか、最早権利だと思っているのだ。

　問題があるとすれば、帝国正統政府からの視察員が同行することだろう。皇太女と、彼女の供回りの女性騎士である。

　皇太女とは、もちろんピニャ・コ・ラーダのことである。

「あの、本気で一緒に付いて来るんですか？」

　伊丹の問いに、一本百円のビニール傘を差しているピニャは、これ以上ないというくらいに笑顔をほころばせて答えた。

「無論。妾も、冥めい王おうハーディが下されたというお告げが気になるからな」

「そうは言っても、すっごく訳の分からない内容ですよ。そんなあやふやなものを確かめるために殿下がわざわざ足を運ばなくていいと思うんですが」

「それでもイタミ殿は赴おもむかれるのであろう？」

「そりゃ、まぁ、命令が出ましたから」

「それだけニホン政府が重要視しているということだ。イタミ殿も無視できぬと思っているのであろう？」

　ピニャの伊丹への評価は、以前からの高さでずっと維持されている。そのため、日本政府が伊丹を派遣すると聞いただけで、彼女は重要なことが起きていると考えた。

　だが伊丹は、逆に自衛隊の上層部は今回の調査をそれほど重要視していないと考えていた。学識経験者を現地に送り込むとは言え、その随ずい伴はんに自分程度の人間しかつけないからである。

　きっと、完全には無視できないから、とりあえず誰かに見てこさせようとしているのだ。そのように、推理していた。

「まぁ、地震とか星空の配列に異常が発生しているのは事実ですからね。それと関係している世界を巻き込む異変が起きつつあると言われれば、たとえ『神様のお告げ』でも全く無視するというわけにもいかないんでしょう。特に『門』とは深い関係を持っているようですからね、ハーディとかいう神様は」

「ならば、妾もその異変の原因とやらを確かめなければならぬ。あの地揺れとも、関係があると言うならば、なおの事にな」

　ピニャは、伊丹に一歩近づいた。そして恨めしそうな視線を向ける。

「それに……もう政まつりごとにかかわるのは嫌だ。帝国の将来のためにしたことを、皆から責め苛さいなまれるようなことはもう懲こり懲ごりなのだ。父上の下にいてはまた政争に巻き込まれてしまう」

「ですけど、殿下は皇太女になられたのでしょ？」

「妾は受けた覚えはない。父上や皆が勝手にそう言っているだけだ」

「でも、皇帝陛下は健康に不安があるでしょうし、万が一の時に代理をやれるのは殿下だけですよね。殿下が留守にするっていうのは、やっぱり不味くありません？」

　するとピニャは唇を尖らせて頬を風船のように「ぷぅ」と膨らませた。

「もしや、イタミ殿は妾が邪魔なのではあるまいな!?」

「じゃ、邪魔だなんて……」

　伊丹はあわてて取り成そうとした。だが、ピニャは恋人から別れ話をつきつけられた少女のように悲壮な表情をして、その顔を両手で覆った。

「ああやっぱり、妾は事のついでに拾われる程度の存在でしかなかったのだな!?」

「そんなことないですって」

「じゃあ、なんでイタミ殿はそこまで妾を邪険にするのか？」

「……あの、もしかしてふて腐れてます？」

「当たり前であろう。兄から見捨てられ、絶望の淵にはまり、主戦論者共の罵ば倒とうの嵐に曝さらされていた妾にとって、イタミ殿から差し伸べられた手は、暗闇の荒野に差し込んだ一筋の光明だったのだ。妾にはイタミ殿に後ご光こうが差して見えたほどだった。あの場所から救い出された瞬間、ようやく妾にも頼りとなってくれる騎士が現れたと思ったほどだ。あの一瞬、イタミ殿に『妾の全てを捧げたい、いや奪われたい』と不覚にも心の底から思ってしまった程だ。リサ様の描かれた作品にもよく用いられる王道のストーリー展開だ。胸が高鳴った。はっきり言って萌もえた。妾が男でなかったのが悔やまれたほどだ」

「ぶっ！」

　この発言は、伊丹とその周囲にちょっとした波紋を引き起こした。

　一瞬、あたりが森しん閑かんとしたかと思うと、それに続いてザワッとした空気がロゥリィや、テュカ、ヤオのたむろする方角から発せられたのだ。

「いや、俺としては出来れば女性のままの方がありがたいんですけど。男とどうこうする趣味は全然ないので、ほんと勘弁して下さい！」

「イタミ殿が『ピニャ！　来いっ！』と叫んで下さった時、妾は、妾は……」

「そんなこと言ったっけ？　俺」

　振り返って過去の発言を、出発の準備作業に参加しているレレイとロゥリィに確かめる伊丹。

　レレイは無言のまま答える価値もないとばかりに、荷物を抱えてチヌークの後部ハッチに向かって行った。

　雨あま合がっ羽ぱを着てテルテル坊主状態のロゥリィは、テュカやヤオ達と額を寄せ合って、何やらひそひそと話し合っている。男だん色しょくとか、衆しゅう道どうとか、その手の単語が聞こえて来た。

「……なのに、なのに、それなのに」

「それなのに？」

「イタミ殿が妾をあそこから連れ出した理由が、その実、もののついででしかなかったと知った時の妾のがっかり感というか、蔑ないがしろにされた感というか、軽く扱われてしまったという没落感がいかほどのものであったか!?　わかるか？」

「はぁ、まぁ、ちょっと想像できません」

「そうであろう。そうであろう。簡単に想像されてたまるか」

「あの……分かって欲しいんですか？　分からないほうが良いんですか？」

「分かって欲しいに決まっている」

「分かりました……」

「駄目だ。簡単に分かって欲しくない。簡単に分かられてたまるかっ！　妾の味わった悔しさはそんなに軽くない！」

「じゃ、どうしたらいいんです!?」

　逆切れしたかのように問い叫ぶ伊丹に、ピニャは唇を噛んで「う～」と唸った。そして訥とつ々とつと語り出した。

「妾が言うように想像してみて欲しい。まず妾が両膝両腕を大地について、頭こうべを垂れている。ダンダンと地面を手のひらで叩いて、涙を流して大声でわんわん泣いて悔しがっているところをだ。あの時の妾の苦しみはそれぐらいだった」

「想像すればいいんですね？」

　伊丹の鍛えられた想像力は、瞬時に注文されたとおりの姿を想像した。

「そうだ、出来るだけ惨めな姿で想像するのだ。今日のような雨……いや、豪雨の中でずぶ濡れとなっているところがよい。地面は雨で泥でい濘ねいと化している。妾は、泥と雨にまみれているのだ」

「泥と豪雨……なんですね？」

「そうだ。泥は恥ち辱じょくの象徴だ。髪は雨に濡れて、震える手で大地を掴んでいる。泥を握る指の爪は割れて血が滲んでいる」

「うっ……痛そうですね」

　伊丹とピニャはそろって「っう」と呻いて指先をニギニギと擦った。いろいろな意味で発達し過ぎた二人の想像力は、痛覚ですらリアルに再現してしまうのだ。

「うむ、ちょっと痛いな。爪が割れるのは無しにしよう」

　ピニャはちょっと後悔したように呟いた。

　その言葉から伊丹はピニャが実際の体験を語っているわけでないことを悟った。いや、もちろん分かってはいたのだが、最初からそう決めつけるのは失礼だと思っていたのだ。

「ということは実際には、しなかったんですね？」

「本当にやったら汚れるし痛いじゃないか。いや、もちろん悔しかったのは本当だ。あまりの悔しさに我を忘れて、寝台で枕を叩きのめしてしまった。枕を涙で濡らした」

「枕が相手なんですね？」

　伊丹はピニャがぽふぽふと枕を叩いている姿を想像した。

　その姿はいつも着ているようなお姫様的な白い衣装である。だが、彼女が言うように雨に濡れているという条件が入ってしまったため、ピニャの肢体が透けて見えてるという想像となった。

「そっちを想像しては駄目だ！　土砂降りの雨、ぬかるんだ泥、ずぶ濡れの妾、この要素をどれも欠いてはならない！」

　伊丹の想像はピニャの求める姿に再び修正された。

「どうだ。イタミ殿のつれない態度が、どれほどの苦しみを妾に与えたか、想像してもらえたな？」

「…………」

「…………」

　口をぽかんと開けて、想像を続ける伊丹。一連の想像は、ちょっとばかり淫いん靡びだった。

　ふと見ると、ピニャは伊丹がどのような反応を示すのかと期待する表情で待っている。伊丹は、どのような反応を返すことが適切なのかを確かめるべく尋ねた。

「ちょっとお伺いしたいんですけど、今、ここはどういう場面なんでしょう？」

「もちろん、イタミ殿が己の非を認めて謝罪し、妾の機嫌をとるために剣を捧ささげて忠誠を誓うところだ」

「非を認めろ……ですか？」

「そうだ。イタミ卿」

「剣なんて持ってないんですけどね」

「ならば、その手にしているジュウでもよいぞ」

「あ……そだ。部下の指揮しなきゃ」

　伊丹はかつての部下達に話しかけることで、この場からの逃亡を試みた。

　だが彼らは伊丹の指揮なんか必要としていなかった。細かい指図を受ける前から、率先して積せき載さいする天幕を運び、武器弾薬を点検し、食糧・水などを運んでいた。

　とばっちりを受けたりしないように「忙しい、忙しい」と、伊丹に背を向けているだけだという説もあるが、決してそうではないはずである。絶対に違うと信じたい伊丹であった。

　とは言え、任務に精せい励れいしている彼らを邪魔することは出来なかった。となれば残るのは……そう、ピニャのお付きである女性騎士ハミルトンの面倒を見るという仕事がある。彼女も、航空機に乗るのは初めてのはずだから、それなりの配慮をする必要があると思うのだ。

　実際、彼女は大変な問題を抱えていた。

　まだ離陸までしばらくあると言うのに、チヌーク機内のトルーパーシートに腰掛けて、緊張した面持ちで固まっているのだ。

　機内にいるのは雨を避けるためだが、固まっている理由は彼女の発する「こんな大きな鉄の塊が空に浮かぶなんて、どうしても信じられません！」という悲鳴にあらわれている。

「馬で街道を行くんじゃ駄目なんですか!?　殿下！　クナップヌイまで、てくてくのんびり地上を参りましょうよ！」とまるで電気椅子に縛り付けられた死刑囚みたいな表情で叫んでいた。

「…………う～む」

　流石の伊丹も、声をかけることに躊躇ためらいを感じてしまった。ピニャに至ってはあからさまにハミルトンから目をそらしていた。

「そんな重たそうな物をいっぱい積み込んで!?　どうやって空に浮かぶって言うんですか！」

　皆も同じように思っているらしく、ハミルトンに背を向けている。

　倉田と勝本の二人は、「やめて、お願い許して！　重くしないで！」という声を浴びながら航空科の隊員と共に、搬入した物資の固定作業をしていた。

　それを手伝っていたレレイも、青い顔をしてがたがた震えている女性騎士をちらりと視線で刺してからチヌークの操縦席へと向かう。

　いつものように無表情であるため、レレイの感情の動きがどのようになっているかはわからないが、少なくともがたがた震えているハミルトンに飛行の原理について説明をして心配を取り除いてあげようとは思わないようだった。

　彼女の関心は今、離陸前の点検をしているパイロットの仕事ぶりへと向けられているのだ。

　コクピットに入るとパイロット達の背中に、まるでしがみつくようにして見学している。その目は、まるで餌をもらえるのを待っている子犬のようであった。

　高機動車の運転を覚えて以来、レレイの興味は自衛隊が特地に持ち込んだ様々な乗り物に向けられていた。施設科のブルドーザー、オートバイＸＬＲ２５０Ｒ等々。

　ブルドーザーやオートバイの時にそうしてもらったように、「操縦席に座ってみるかい？」と声をかけられるのを待っているのだ。

　だが、この少女を操縦席に座らせることは出来なかった。

　この嘱託技官に高機動車を運転し、オートバイで荒野を疾走し、ブルドーザーを操って地面を平らに均ならせるようになるまで努力を積み上げる熱意があることはわかっているが、さすがに航空機を自由にさせるわけにはいかないからである。法律や、規則というものがある。いくら特地とは言えお目こぼし貰えることには限界があるのだ。

　レレイもそこのところは承知しているようで、自分に操縦させて欲しいとは口にしない。だがその分、目で語る。そう、レレイは表情や言葉こそ乏しいが、身体で語る熱い女なのだ。

　熱い視線をひしひしと感じるパイロット達は、レレイの視線にかなりの緊張を強しいられることになる。自分の一いっ挙きょ手しゅ一いっ投とう足そくが観察され、何かの検定を受けている気分になるからだ。

「ね、熱心に見ているようだけど、面白いかい？」と、パイロットの一人が尋ねてみたところ「魔法に応用することを考えている」という答えが返ってきた。

　レレイは事も無げにこう答えた。

「魔法で空も飛べるようになると思う」

「そうなったらもう、本格的に魔法少女だよねぇ」

　それが皆の感想であった。

　しかし、ここまで話を聞けば、大抵の者が「やっぱり箒ほうきに跨またがるんでしょ？」とレレイに勧める。小説、映画、漫画等でおなじみの『魔法使い』＋『飛行』→『箒』という組み合わせからの発想だ。

　だが、この言葉を発した者は、例外なく「イヤ」という拒絶の言葉とともに、『箒って何それ？　そんな細い物に女の子に跨れって？　もしかして馬鹿なの？　死ぬの？　あんた変態なの？』と言わんばかりの冷たい視線が与えられたのである。

　この出来事を聞いた伊丹は、「そう言えば、昔、箒に乗る練習と称して、鉄棒に座ってるアニメがあったなぁ」と語り、レレイに皆が、どうしてそういう発想をするのかについて説明した。

　伊丹の説明で納得したレレイは、差し出された竹箒を眺めながら感想を述べた。

「普通は苦痛を感じる。イヤ……こんなものに慣れたくない」

　伊丹もその言葉にしみじみと頷いた。

「確かにサドルのかわりに鉄パイプをつけた自転車には乗れないよな。ケツが痛くなりそ……」

　冷静に考えれば至極当たり前の話である。

　こうしてレレイに箒に乗れと言い出す者は居なくなった。絶滅した。根絶された。そして今日もまたチヌークのパイロットが、レレイからじいっと観察されることとなったのである。

　パイロット達は、その熱い視線に背中が焼けるような感触を味わいつつも、これを黙殺して仕事を続けていた。

　操縦士の養成課程は過か酷こくだ。パイロットになりたい。その一心で自衛隊に入って訓練に励んだとしても、規定の時間内に課題を達成できないと、冷酷にも「お前要らないケッチン」と放り出されるのだ。

　ウィングマークを手にするのはそんな過酷な関門を越えた者である。

　彼らの誇りの基は、血と汗と涙の訓練の日々によって磨き上げた技量だ。それが特地魔法少女の観察に耐えられないようなら立つ瀬が無い。辛い訓練の日々が走馬灯のように目に浮かんでしまう。

　誇りを守るにはレレイを充分に満足させる必要がある。彼女の熱い視線に応え、飛行とはこういうものだ、こうして空を飛ぶのだと力量を示し続けなければならないのだ。

　そんな訳で、コクピット付近には猛烈な熱気が漂っている。誰もがちょっと近付きたくないなぁと思うような気配で充ち満ちていた。伊丹もここに突入するのは嫌だった。

　つまりは、伊丹の逃げ場はどこにも存在していなかったのである。

「イタミ殿。何も言ってくれぬのか？」

　ピニャに迫られた伊丹は、「うっ」と後ずさった。

「さぁ」と迫るピニャ。

「いや、その……」と退く伊丹。

「さあ、さあ、さあ」

　ピニャが迫り、伊丹が後ずさった。

「おほんっ!!」

　突然の咳払いに注意を喚起された桑原曹長が、背筋を伸ばして号令を発する。

「短間隔集まれ！」

　倉田達が横隊に整列すると胸を張った。

　救いの手が差し伸べられた嬉しさに、伊丹は基本教練の教範に載せたいぐらいに整った最高の敬礼をすると、皆の前に現れた狭間はざま陸将に報告した。ピニャが恨めしそうな表情をしているが、今はそれどころではないのだ。

「出発準備、完了いたしました」

「うむ、ご苦労である」

　かしこまった挨拶をそこまでとした狭間は、随伴してきた壮年や老年に達する男性達や、テレビ局のカメラマン他の取材スタッフを伊丹達に紹介した。

「こちらは、京都の大学で宇宙生物学を研究してらっしゃる漆うるし畑ばた教授だ。さらにこちらは国立天文台の白しら位い博士。そして、こちらが養よう鳴めい教授だ。理論物理学がご専門で、東大に奉職されている。それと取材チームの栗林菜な々な美みさん」

「漆うるし畑ばたです」

「僕、白しら位い」

「儂わしが養よう鳴めいだ」

「栗林菜々美です。姉がいつもお世話になってます」

「えー、マスコミも同行するんですか？　聞いておりませんが……」

　そんな伊丹の反応を耳にした養鳴教授は「儂らが直々に調査するのに、マスコミが注目せんはずがないだろう！」と怒鳴った。特地に学術研究者が立ち入るのは、実はこれが初めてなのだ。

「おじゃまにならないようにしますから」と両手を合わせる栗林妹の言葉を信用するしかないようである。

　一方、養鳴は振り返ると狭間に向かって「何故、儂の紹介を最後にする」などと言いがかりのようなことをまくしたてていた。

「儂は東大の教授だぞ。履歴書の職業欄なんぞ、東大助手、東大講師、東大助教授、東大教授とたった四行で済むほどだ。そこらの連中と一緒にするな」

　漆畑や白位を指さしての失礼な物言いに、流石の狭間も額に汗が噴き出た。とりあえず手ぬぐいで額を拭ふくと「先輩は、自分の身内という位置づけになりますので、いろいろと最後にさせていただいております」等と言って取り成した。

　すると養鳴は急に態度を変えた。

「なんだ、貴様も東大出か？」

「はっ。先輩の五期後輩に当たります」

「おおっ、そうかそうか。身内扱いか。ならば仕方ないな。結婚式でも身内は一番後ろの席だ……うんうん。身内扱いか、あっはっはっ！」

　何が気に入ったのか、養鳴の態度が急に鷹おう揚ようなものとなった。

　そして、突然関心の方向を変えておもむろに傘をほっぽり投げると四つん這いになってアルヌスの大地をばんばんと叩いたり、「むむむむ、これに乗るのかっ!?」などと叫びながらチヌークの中をいきなり覗き込んで、トルーパーシートで凍り付いてるハミルトンの心拍数を、ドキンッ！　と跳ね上がらせたりしていた。

　漆畑は、養鳴の失礼な発言や奇行も全く気にすることもなく、この特地の風景を眺めたり、テュカやヤオの肢体をまじまじと観察したりしていた。

「ほうほうほう……なるほど、発生環境が地球に似ていれば知的生命体の形態は、ヒトと同じかそれに近くなるという説は正しかったようだね」

　周りをぐるぐる回りながら、頭の先から足の先までをつぶさに観察する視線に曝された二人は、びくっびくっと怖がる表情を見せた。

　普段のヤオなら、舐めるような視線を向けられれば、失礼過ぎると威嚇したり、ぶん殴ったりするはずである。だが漆畑博士のそれは、男が女に向ける淫みだらな視線とは明らかに色合いが異なっているため、どう対応したら良いのかと戸惑っているのだ。

　そう、それは研究者が毛並みの良い実験動物を見るような視線であった。

　伊丹などはそれを見て「この学者、もしかするとテュカとヤオを解かい剖ぼうしたいんじゃないだろうな」と思ったりした。

　案の定と言うべきか、漆畑は「あー狭間君。この二人は、持ち帰ってよいのかね？」と言い始める。

「漆畑先生、それはダメです。その二人は現地協力者ですから」

「そうか、それは残念だ」

　何が残念なのかと問いただしたくなる発言であった。

　そんな中、三人目の学者である白位は、反射型天体望遠鏡、手動式赤道儀のついた三脚などの膨大な機材を抱えていて、アルヌスのあちこちにカメラを向けシャッターを押しまくっていた。好こう事ず家かなのか、最近では見るのも珍しいフィルムを用いたカメラのようである。

「雨が止むのが待ち遠しいなぁ。むっふふふふ、特地の星空はどんななんだろう。撮るぞ、撮るぞ、撮るぞ！」

　それぞれ非常に個性的で、いろいろな意味で「奇特」な方々であった。

「これが大学の……先生方ですか？」

　伊丹の問いに狭間は「うん、そうだ。………そのはずだ。多分」とその威儀の重さに反し、実に自信なさげに答えるのだった。
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　さて、問題はそもそも何だって、学者達を連れて特地の深奥部であるクナップヌイなどというところまで行かなくてはならないのか。それを語るには伊丹達がベルナーゴ神殿に赴いた時まで少しばかり時間を遡らなくてはならない。

　レレイを狙う刺客がいる事をグレイ達から報された伊丹は、これから逃れるため、ロンデルにとどまらず、その周辺のあちこちを気まぐれに移動していた。

　移動を続けてさえいれば、どれほど多くの刺客が放たれたとしても、伊丹達に追いつくことは出来ないと考えたからである。そして、それは概おおむね正解と言えた。もし、追いつかれることがあるとすれば、次の目的地がどこかを読みとられ、先回りされた時だけである。だが、抜け目のない伊丹は、これを避けるためにちょっとした工夫を凝らしていた。

「さて、次の目的地を決めるぞ」

　ロンデルの西方、距離にして約五十キロのところにある、銅山の廃鉱をレレイの義姉であるアルペジオとともに調査し、サンプルの収集を終えた伊丹は、おもむろに落ちていた棒を地面に立てると、人差し指でその尖端を支えた。

「手を離すぞ」

　そう、棒の倒れた方角に進むというやり方で進路を決めていたのだ。

　ただ、棒を手で立てただけだと、無意識に倒れる方向を操作してしまうおそれがあるので、指先で棒を支えたらそのまま目をつむり、その周りをぐるりと一周するという方法で念を入れた。

　さらに、倒れた棒がどの方角を指したとしても、必ずその場所に向かうというルールを定めていた。

　もちろん厳密に従えば、何もないところを延々とうろつくことになってしまうので、棒の指し示した方角に向かいつつも、その近くに村や町、鉱山などを見つけ、そこを目的地とする程度には幅を持たせている。とは言え、これによって進路の選択がほぼ完全にでたらめとなったため、伊丹達の前にレレイを狙う刺客が姿を現すことはなくなっていたのである。

　乾いた音を立てて転がった棒を、皆で一斉に覗き込んだ。

「方位、三百二十六度と……概ね北北西だな」

　伊丹が方位磁石をおいて棒の指した方角を読みとった。

「北北西ねぇ？」

　偶然のはずの結果に、ロゥリィは「ねぇ、今ぁ、変な風が吹かなかったぁ？」と疑義を唱えるかのように皆の顔を見た。

「いや。風なんか吹かなかったと思うぞ」

　地面に広げた地形図に、現在位置から方位三百二十六度の方向に向けて、まっすぐに線を引いていた伊丹は、ロゥリィの問いに顔を上げて答えた。するとロゥリィの顔は、額を接するほどに近いところにあったりした。

「そうかしらぁ？」

　首を傾げるロゥリィ。彼女は亜神だけに、ヒトには感じられないような気配を察知したらしい。

「よしんば風が吹いて棒の倒れる方向が影響を受けたとしても、別にいいんじゃないの？」

　テュカがそんな風に言いながら顔を上げた。やっぱりすっごく近いところに顔があった。

　ロゥリィは「う～ん」と唸りつつ、再び顔を下げて伊丹の手元を覗き込む。

「でも、これの行き先ってベルナーゴなのよねぇ。嫌な予感しかしないわぁ」

　地形図に引かれた線を指先でなぞって伸ばして行くと……やがてベルナーゴと記された部分を貫く。それがあまりにもどんぴしゃりなので、ロゥリィは今の棒倒しの結果は偶然ではなく、何者かの意志が働いていると言うのだ。

　伊丹はロゥリィがそう言う以上、そうかも知れないと思った。だが……

「ベルナーゴ神殿からは招待状が届いてたからなぁ。遅かれ早かれ、一度は行かなきゃいけなかったろ。何が問題なんだ？」

　荷物の中にしまわれている禍まが々まがしい気配を放つ招待状。

　それは血で染めたような黒い羊皮紙で、錆さびた鉛なまりの粉末がインクとして用いられていた。

　内容は炎龍を倒し、使徒ジゼルを実力で退けた伊丹を神殿まで招待するというもの。しかも封ふう蝋ろうにまで黒を使うという念の入った演出が施されており、これを諧かい謔ぎゃくでやったのだとすれば、招待者は相当に趣味が悪いと言わざるを得なかった。

　おかげで事務的な文面でしかないのに、一読しただけで焼き捨てたくなるような代しろ物ものとなっているのだ。とは言え、これがあるためベルナーゴは目的地の一つとなっている。

「ロゥリィだって、ハーディとかいう神様に、『あんたの嫁にはならない』って直に宣言するつもりなんだろ？　ヤオだって三み行くだり半はんを突きつけるとか言っていたよな」

「そうよぉ。けどぉ、今のぉこの時期にぃあそこに行くってことにはぁ、嫌な予感があるのよねぇ。彼奴のことだからぁ、刺客とかぁもぉ一緒に招き寄せていそうだしぃ」

「此の身も聖下のお考えに同意する」

　そう言ってヤオは、かつて主神と仰いだ存在に対する不信感を表明した。

　彼女は仲間のダークエルフを炎龍の餌えじきにされたことを知って以来、ハーディへの信仰を捨てている。

　この特地では、神は実在しているし、その数は多数いる。気に入った神に帰き依えし、気に入らなくなれば信者をやめるのはごく自然のことなのだ。信徒同士をいくつかの派閥に分けて、互いに殺しあいをさせる上に、もう嫌だと棄き教きょうすることを罪とするような、どこぞの狭量な唯一絶対の支配神とは性格が全く異なるのである。

「あの……もう一度、棒倒ししたらどうでしょう？」

　シャンディー・ガフ・マレアの横からの提案に、テュカが飛びついて「それがいいわね」と頷いた。伊丹もうんうんと頷きながら棒を拾い上げ、もう一度立てる。

　目をつぶって、その周りをぐるりと一周してから指を離す。

　すると、倒れた棒の指向した先は……、

「…………」

「…………」

「北北西でありますな」

　言葉を失って沈黙する皆を代弁するかのように、グレイ・コ・アルドが言った。

「どうするぅ？」

「もう一度だ」

　伊丹はもう一度棒を倒した。

「…………」

　その結果を見て、レレイが視線をそらしながら歎たん息そくする。

　アルペジオが、「ベルナーゴって、食べ物が美味しいところだそうですわね」などとグレイに話しかけて、これから赴くことになるであろう、街についての噂話を始めた。

「も、もう一度」

　伊丹は、もう一度棒を手にすると、今度は思いっきり南の方角に傾けた。

　そして、目を閉じて手を離す。

　当然、棒は重力に従って南に向かって倒れようとする。だが、何故か突風が棒を煽あおり、北北西の方向へと倒した。

「…………」

「…………」

「は、ハーディの奴ぅ」

　カンッと棒を蹴り飛ばすロゥリィ。

　飛んでいった棒は立木に当たって跳ね返り、「いてっ！」と伊丹の頭部を痛撃した。さらに律儀にもその尖端を北北西の方角へと向けた。

　伊丹は、痛む頭を押さえながら、棒を指差すと言った。

「みんな！　見方を変えるんだ。この棒が指し示しているのは、北北西じゃなくて南南東だ」

















　伊丹は棒の太い側の断だん端たんを指差した。そして棒は矢印ではないから、どちらを尖端と考えても良いのだと主張した。

　いささか苦しい意見であるが、皆この考え方を名案と思ってか「なるほどぉ」と手を打った。

　だが、途端に突風が吹いた。そして棒を転がして、方向を北北西へと変える。

「くっ……」

　伊丹は、この方法で行く先を決めることにした時、どんなに都合が悪くても棒の指し示した方向に向かうという宣言をしていた。ふざけてのことだが、誓いも立てたぐらいである。

　レレイは膝を叩いて泥を払いながら立ち上がると、高機動車の運転席に座りエンジンをかけた。テュカもロゥリィも、みんな諦めたような表情で車へと乗り込んでいく。

「仕方ない。充分に注意して行くことにしよう」

　こうして、伊丹達はベルナーゴ神殿へと向かうこととなったのである。




　ベルナーゴ。

　そこは、冥府の神ハーディを祀まつる神殿都市として知られている。

　冥府とは、一般的には死者の赴く地であると定義づけられている。感覚的にはやっぱり「あの世」だろうか。場所は、地底の奥深くとされていた。

　とは言え全ての死者が冥府に赴くわけではない。例えば、戦いの中で斃れたり、格別の戦功をあげたりした者の魂はエムロイの下へと召される。

　このように死者の旅立つ先は冥府以外にも存在しているのだ。だがそれは、死者全体からして見れば特殊にして希け有うな例であり、一般的には死した魂はハーディの支配する冥府へと迎え入れられる。その為、祖先の冥福を祈ろうとする者はハーディを主神とするしないにかかわらず、ハーディの神殿に祈りを捧げることとなる。当然、ベルナーゴは多くの参拝客で賑にぎわうこととなるのだ。

「すっごい混雑ぶりだねぇ」

　伊丹は神殿へと向かう群衆の列を見て呻いた。

　宿を確保して車を預けて街に出てみれば、道という道は参拝者で溢れていたのだ。その風景は初詣客で賑わう神社に例えてもよいだろう。

　さらに、その門前には参拝客目当ての商店や露店が所狭しと列ならんでいる。その雰囲気は巣す鴨がもの地蔵通りか、川かわ崎さきの大だい師し前まえ、あるいは浅せん草そう寺じの雷かみなり門もん前まえにも似ている。

　神殿と言うからには厳げん粛しゅくで居心地の悪いところかと思ったが、意外や意外、世俗的なので伊丹はほっとしていた。

　土産みやげ屋の扱う商品を見てみれば、どこにでも売っていそうな安っぽい木き彫ぼりの置物や金属製のカップ、あるいは風景を刻み込んだレリーフなどに、ベルナーゴ神殿の意匠が貼り付けられている。

　見ただけで分かる安物感とその実用性の無さという点では、これぞ正しい土産物と言えた。

　さらに各地の鉱山などで採れた鉱物の原石なども土産物として並べられていた。

　水晶や瑪め瑙のう、翡ひ翠すいなどの宝石、貴石の原石などだ。形が珍しかったり、様々な色彩がちりばめられたりする正体不明の鉱石に値札が付けられていた。

　なんでこんな物がこのベルナーゴの土産物にと疑問に思うところである。だが、レレイの姉、アルペジオの説明を聞けばなるほどと納得できた。つまり、ハーディが管轄するのは地面の下であり、そこから採掘される鉱物も冥王のもたらす富と考えられているのだ。そのため、鉱山のあるような街では例外なくハーディを守神として祀り、鉱石、鉱物の一部を貢ぎ物として神殿に納め、その財政を潤うるおすのである。そして、さらなる一部がこうして土産物として市場に列ぶというわけである。

　早速、足を止めて物色を始めるアルフェやシャンディー。特に鉱物を研究の課題としているアルフェは、掘り出し物がないかと目の色を変えていた。

　だが、伊丹達はロゥリィに急せかされるようにして、群衆をかき分けて足早に神殿へと進んだ。さすがに置いてきぼりにはされたくないのか、シャンディーもアルフェも名残惜しげにしながらもついて来る。

　それを見てレレイは言った。

「別について来る必要はない。買い物が済んだら宿で待っていればよい」

　突き放したような冷たい言葉に聞こえるが、それが買い物を楽しんで来いというレレイの心配りだと理解したアルフェは、「とんでもないわ」と言って首を振って「ベルナーゴ神殿の深奥部を覗き見る絶好の機会だもの。これを逃すわけにはいかないでしょ」と、妹の肩に腕を回してがっしりと引き寄せた。「何が、研究の手がかりになるかわからないものね。そうでしょ？」

　鉱物を研究するアルフェにとって、ハーディは宝の倉庫の管理人のような存在である。ご機嫌をとっておいて損のない相手なのだ。

　一方、行列が出来ていると、最後尾を探すことが習性となっている伊丹は、周囲を見渡しながらロゥリィに尋ねた。

「おいおい、ロゥリィ。列に並ばなくて良いのか？」

「大丈夫よぉ。ベルナーゴからの招待状を持ってるんでしょぅ？」

「ああ、あるある」

　伊丹は図ず嚢のうから黒い信書を取り出した。

「それがあればぁ、神官が案内してくれるわぁ」

「なるほど、こいつはサークル参加証みたいなもんなんだな」

　実際、ロゥリィの言うとおりで、正門脇に立っていた係員にそれを見せるとその威光たるや凄まじく、白いフリルの鮮やかな神官達は雷に打たれたように凍り付き、スカートを翻ひるがえして膝をついてひれ伏した。サークル参加証どころではない威力であった。

「うわ、すご」

　なんだか自分がとっても偉くなったような気分になった伊丹は、ちょっとばかり調子に乗った。

「もう一度やってみよ」と改めて信書を突き出したのだ。

　すると、再び頭を垂れてひれ伏す神官達。まるで、印いん籠ろうを目にした悪代官とその手下の侍達のようだった。

　さらにもう一度「ひかえおろう」と真っ黒の信書を突き出そうとしたら、ロゥリィにハルバートの柄でゴツンと頭を叩かれてしまった。

「痛っ……」

「いつまで馬鹿やってるのぉ？　行くわよぉ」

　頭を抑えながら、ロゥリィに袖を引っ張られる伊丹。

　こうして伊丹達は白ゴス神官達の案内で、一般の参拝客とは違う特別の扱いを受けて、ベルナーゴ神殿の奥へと立ち入ることとなったのである。

　神殿の構造は、一言で言えば巨大な穴であった。

　例えるならばその形状は逆ピラミッド。つまり、四し角かく錐すいをさかさまにした巨大な縦穴なのだ。

　もちろん露天掘りの青空天井ではない。それでは、雨が降ればあっという間に神殿は水浸しになってしまう。そのため、あちこちに大理石の柱が列び、梁が渡され、蓋ふたのように穴を覆う巨大な天井を支えているのだ。そして、最も深いところにある錐すい体たいの尖端部分に、ハーディの祭壇が設置されていた。

　どうやら、通常の参拝者が入れるのはここまでらしい。

　祭壇の前では白ゴスをまとった女性神官達が、列を作る参拝者に祝福の儀式を施したり、言葉を授けたりしている。

「御身に祝福がもたらされんことを」

　そんな祈りが漏れ聞こえてきた。

　だが、伊丹達はさらに進むようにと白ゴス神官女性に促された。

　見れば祭壇の裏側に狭い階段があり、地底深くまで続いている。そしてその先は見えなくなるほどに暗くなっていた。

　どうやらこの先にこそ、真の祭壇、すなわち冥界の入り口があるらしい。

　ここまでの天井は高かったし、広く作られているため閉塞感は欠片かけらも感じなかったが、ここから先はいかにもな地下道である。

　あまり背が高いとはいえない伊丹でも、天井の低さがもたらす圧迫感に、思わず首を竦めたくなった程だ。

　ロゥリィなどは、泳げもしないのにこれから水に飛び込もうとしているかのように、悲壮な表情をしていた。目をぎゅっとつむり、鼻を摘んで、ぐっと息を吸って「えいやっ」と、底の深いプールに飛び込むのに似た心境なのだろう。

「大丈夫か、ロゥリィ？　やっぱり地面の下はダメなのか？」

「普段ならダメよぉ。断りもなく他の神が管轄する領域を侵すとぉ、いろいろと問題が生じるわぁ。だ、だけど今回は全然大丈夫よぉ。ハーディ直々の招待状があるからぁ、大丈夫なんだからぁ……」

　強がりを言うその声は、微妙にうわずっていて、ちっとも大丈夫だと感じられなかった。

　なわばりが云うん々ぬん以前に、ロゥリィには地下というものに対する根本的な苦手意識があるのかも知れない。なので伊丹は「俺が先に行くから」と先頭に立った。すると、ロゥリィは明らかにホッとした表情となって伊丹の背後に回ってその戦闘服の裾を掴んだ。

　伊丹は一同を引き連れて、長い階段を降り始める。

　ピラミッドの玄室へと続く通路にも似た階段を、五分ほど下るとやがてひらけた空間に出た。

　それは巨大な神殿であった。広大な地下空間に無数の柱が立ち並ぶ光景は、雰囲気と言い、スケールの大きさと言い首都圏外郭放水路内にどこか似ている。そう言えば、炎龍の巣のあった火山へと繋がる洞ほら穴あなもこんな雰囲気だったと伊丹は思い起こした。

　ここまで天井が高くなればロゥリィも息が詰まらなくなるようで、さっぱりした表情となって周囲を見渡していた。それでも伊丹の裾から手を離すことはなかったが。

　最奥の祭壇の前で祈りを捧げていた司祭が、伊丹等の到着を待っていたかのように厳かに告げた。

「来訪者達よ。主上ハーディがご降臨される。それぞれの流儀で最上の敬意を示せ」

　闇を切り裂くスポットライトのような光が、祭壇に注がれ、神官達が一斉に膝を突いて祭壇に向かってひれ伏した。

　ロゥリィがハルバートの切っ先を地に伏せて、片膝を突く。

　伊丹は一瞬の迷いの果てに、挙手の敬礼をした。四十五度の敬礼なんて滅多にやらないから、とっさに出て来なかったのだ。ちなみにテュカやレレイ達は神官達に倣ならって片膝をつき、グレイとシャンディーは胸に手を当てる帝国軍式の敬礼をしていた。

　やがて、天井近くのはるか上方から光の砂が降ってきた。それが中空で漂って次第に女性の姿を形作りだす。

　伊丹は映画の特殊効果かホログラムの類を疑う誘惑に勝てず、背後に映写機がないか振り返った。だが、映画館の映写室などに見られるような、スクリーンへと伸びる光の筋は見られず、また神殿の床や天井にも、見て解るような細工はなかった。

　次第に光の中に、銀髪を腰まで伸ばした二十代女性の姿が形作られた。

　静謐な表情はまるでガラス細工のごとき繊細な美しさで、細いたおやかな肢体は女性的な曲線を、慎ましやかながらも滑らかに描いている。

　向こう側がかすかに透けて見える存在が、音もなくその一歩を踏み出した。

　その瞬間、ハーディの緑瞳の視線と、見とれるかのごとく注視していた伊丹の視線とが合わさる。

　彼女は、軽く微笑むと右手の指先を腰の辺りで軽く振って、小さな挨拶を送ってきた。まるで舞台上の有名人が、客席に知り合いを見つけたかのごとき振る舞いで、伊丹は思わずドギマギしてしまった。

　炎龍の件もあって、伊丹はハーディという神に余り良い印象を持っていない。だが、美しい女性に微笑みを向けられれば悪い気はしないし、登場の仕方が神々しい厳おごそかなものだったから、高たか飛び車しゃで高慢な性格かと思えば、実際には気さくな感じだったので妙に親しみを感じてしまったのである。

　だが、ちょっと待てよ、とも思う。

　ロゥリィから聞いた話によれば、神様というのは容姿は思いのままだとか。ならば、ハーディのこの整った容姿も天然由来とは限らない。微修正であっても、それを繰り返している内に元の姿が分からなくなってしまうという例は、美容整形技術の発達した日本においても耳にする話であり、もしかしたら整形美女かも知れないなどと考えてしまったのである。

　すると、ハーディは急に心外そうな傷ついた表情になり、傍らのロゥリィの袖を引いて何かを切々と訴え始めた。

　残念なことに、それは伊丹達には全く聞こえない。しかも、ロゥリィはハーディの言葉を無視するかのようにずうっと口を噤つぐんでいるから、まるでスピーカーをミュートにしたテレビ映像のように見えてしまう。

　涙目のハーディは何やら必死になって、伊丹を何度も指さしてロゥリィに訴えている。

　それを見ていて伊丹はだんだんと可哀想になった。自分を指差しているのだから、何かきっと自分と関係があることを喋っているのだ。せめて何を伝えようとしているのかぐらいは知りたいと思った。

「ロゥリィ。この神様、何を言ってるんだ？」

　伊丹の問いに、ロゥリィはやれやれと言った感じで「『整形じゃない』って伝えてくれって言ってるのよぉ」と説明した。

　伊丹も流石に不味かったと思って「これまた失礼しました」と頭を下げた。そして気づく。「って、もしかして『心』読んでます？」

　わかってくれて有り難う、と言わんばかりに花開いたような表情となったハーディは、伊丹の思念に返事するかのように首しゅ肯こうした。

　美女を前にして、思考が駄々漏れとわかって、疚やましさを覚えない男はどれだけ居るだろうか。

　相手が美人で艶めかしいほど、いろいろと不ま味ずい筈はずである。まぁ、不味くない人はそれでも良いのだが、伊丹の場合は「迂闊なこと考えらんねぇ……」と呻いてしまった。実に正直な男である。

　ハーディはそんな伊丹の態度を見て、口元に手の甲をあてて苦笑した。そして何かを語り始めた。だが、伊丹には聞き取ることは出来ない。ロゥリィはと言えば、憮然とした態度のまま通訳しないので、ハーディは途中で言葉を止めると、何かを探すように周囲を見渡した。

　するとそれを待っていたとばかりに、女性神官達が一斉に前に進み出て傅かしずき、自分を選んでくださいという表情で主神の姿を見つめたのである。

「あれ……何をしてるんだい？」

　伊丹はロゥリィに身体を傾けて尋ねた。

「自分の身体を使って下さいっていうアピールよぉ」

「身体を？　もしかして、神様を身体に降ろすってやつか……」

　恐おそれ山ざんのイタコ、あるいは卑弥呼時代の巫者的なイメージを伊丹は抱いた。

　霊魂だの神様の類は直接人間に働きかける術を持っていない。だが巫女の身体や口を借りることで、現世にある人間に向けてその意志を伝える事が出来るようになるのだ。

「主神をその身に迎え入れ一体化することは、神官にとって最高の栄誉なのよぉ」

「へぇ……」

「ただ、神なんていう巨大な魂こん魄ぱくをその身に降ろせばぁ、大抵は精神が砕かれてしまうからぁ、自殺に等しいんだけどぉねぇ」

「それじゃ、駄目駄目じゃん」と伊丹は言った。

　伊丹としては、栄誉とは生きて居てこそ意味のあるものなのだ。死んでからどれほどの賞賛と名誉を贈られても少しもありがたくない。

「それでもいいと考えるのが、神官なのよぉ」

「なんでまたそんなことを？」

「神官として位を上げるチャンスだからよぉ。神をその身に降ろしてぇ、自らを保つことが出来ればぁ、神の力を分け与えられることもあるわねぇ……」

「ああ、なるほど。もしかして神様になれるチャンスだったりもする？」

「それについては、なれる時もあればぁ、なれないこともあるとしか言えないわぁ。あくまでも本人次第よぉ。なれない場合がほとんどだけどねぇ」

「そうだろうねぇ。それに神様なんかになったって、特別何か良いこともなさそうだし」

　伊丹は、そのあたりのメリットがよく分からないと首を傾げた。

　当の神様であるロゥリィまでも「そう言えばぁ、良い事なんてなぁんにもないわねぇ」などと呟いたりしたから、理解できないこと尚更であった。だがロゥリィは、すぐさま態度を改めて言葉を続けた。

「だけどぉ、信仰に生きる者にとってはぁ、それが何よりも価値を持つことなのよぉ」

「ふぅん。なるほどね」

　一方、白ゴスをまとった神官達を見渡したハーディは、意中の者が見つからないのか、がっかりしたような表情となっていた。ため息をつくような表情すら見せたほどだ。

　そして、諦めたようにその視線を神官の列の外側へと泳がせ、突然嬉しそうな表情となった。

　ハーディはそれに向かって歩き出し、それを見たロゥリィが慌てた様子で叫ぶ。

「あ、待ちなさいっ!!」

　だが止めるのも間に合わず、ハーディはレレイの中へとすっと飛び込んでいた。

　レレイは実体のある何かに正面からぶつかられたかのごとく、神殿の床に倒れ、淡い光に包まれてしまった。

「何ってことぉ……」

　ロゥリィは交通事故を目撃してしまった少女のように、口を手で覆い呆然としていた。神官達も皆、唖あ然ぜんとしていた。

　アルフェが義妹の頬を叩いて、「レレイ、レレイ、しっかり！　目を開けてよっ！」と盛んに呼びかけている。

　そんな中で、一瞬の内に白銀の髪を腰まで伸ばしたレレイは、身体を起こしてすっくと立ち上がった。そしてレレイを心配する義姉の手を軽く押さえておいて、安心させるように微笑み、語りかけたのである。

「遠路はるばる、よくおいで下さいました。わたくしがハーディです」と。




「さぁ、参りましょう」

　レレイの身体を乗っ取ったハーディはまるでロゥリィに見せつけるようにして伊丹の前に進み出て、その腕を引いた。

「ど、どこに？」

　レレイの声と顔で言われれば、レレイに誘われている気分になってしまう。だが、中味はハーディという神様だということを思いおこした伊丹は「ど、どこに行くんですか？」と言葉と態度を改めた。

　ハーディは人差し指を唇にあてて、首をわずかに傾けた姿で思案する。

　そして「ん～、まずは、食欲を満たすことにするわ」と宣言した。けれど時刻はまだ伊丹の時計で、午後三時をわずかにまわった程度。昼の食事には遅過ぎて、晩の食事にはいささか早過ぎる頃合いであった。

「しょ、食事ですか？　まだ、腹が減ってないんですけどねぇ……」

　伊丹の消極的拒絶のセリフに対し、ハーディは「つき合ってくれないと、後で酷いですわよ」と剣けん呑のんな光で充ちた翠瞳をすうっと細めた。こんな風に険しいところを見せつけておきながらも、絶妙な力加減で腕にふんわりと抱きついて来る。さらには、下から見上げる視線は、瞬く間に媚こびるような彩りへと変化する。

　飴と鞭の実に巧妙な使い分け方だ。

　この瞬間、伊丹の脳裏では警けい鐘しょうががんがんと鳴り響いた。

　レレイならば絶対にしない、と言うかできないはずの婀あ娜だっぽい瞳を見て、この娘が慣れ親しんだ少女ではないことを嫌でも理解させられたのである。それに、初見の女性に自分がモテるはずがないという思いは、三十年を超える人生経験において結構強固に形成されている。にもかかわらず、こんな風に近づいてくる女性が居たとしたら、美人局つつもたせかハニートラップか、悪質なキャッチセールスの類に違いない。それが伊丹の認識であったから、伊丹は、すざざっと身を引いた。

「あら、随分と冷たい態度なのね。もしかしてこの身体の娘が嫌い？」

「そんなことはありません！」

　伊丹を追ってさらに身を寄せるハーディ。伊丹の腕を捕らえると再び両の腕かいなで抱き締めた。

「じゃあ、いいですわよね？」

「ハ、ハーディ様？　ちょっと困りますって」

　伊丹は腕を取り戻そうと引っ張り、ハーディはそれを逃がすまいと力を込めた。

「いやよ。親しみと尊敬を込めてハーディって呼び捨てて欲しいわ。ロゥリィのことも呼び捨ててるんでしょう？」

「いや、その、あの……ハーディ……様？」

「ハーディ」

「……ハーディ…………さん？」

「ま、いいわ。今はそれで妥協してあげます」

　するとハーディは、伊丹の腕を解放した。

「ついていらっしゃい」

　伊丹達、そして白ゴスをまとった神官団をぞろぞろと引き連れたハーディは、神殿を出るとベルナーゴの門前町にある一番豪華そうな食堂に入った。そして店の主人を呼ぶと、メニューを開き、上から順に卓上から溢れかえるほどの料理を運ばせたのである。

　その量は、相しょう伴ばんを強いられることとなった伊丹達も思わず絶句したほどだ。八人がかりでも、正直言って食べきれるかどうか怪しい。肉、野菜、川魚、香草、キノコ、小麦、乳酪、乳清などをふんだんに用いた料理は、濃厚な味つけと油で輝いていて、見ただけでも胃がもたれてくる。なのにハーディは、それらを一人で食い尽くさんばかりの勢いで口に運んでいくのだ。

　空となった皿がひとつ、ふたつと次々に積み上げられていく様を見て、腹でも壊さないかと、見ている者は心配になった。

「い、いくら、なんでも少しは気をつかったらどうなの……ですか？」

　皆が、その余りの食べっぷりに絶句している中、レレイの身を気遣ったテュカが勇気を奮い起こして抗議の声を上げた。

　だが、冥府の神は肩を竦めると一人嘯うそぶいた。

「あ～あ、神になんてなるものじゃないわよねえ。無限に続く時の流れに、どんどん無感動、無感情になっていくもの。このままだと、ただただ役割を淡々と果たすだけの存在になってしまうかも知れないわ。それを防ぐためにも、時々こんな歓びや潤いも必要なのよ」

「だから、食べるってこと？」

「そうよ。エルフの中でも精霊種たる貴女なら、わかるんじゃなくて？　数千の齢よわいを重ねたエルフがどんな風にその生の終しゅう焉えんを迎えるか。あらゆることに無感動となって、最後には我が身を大樹の苗なえ床どことしてしまうのも、人生に飽いて歓びを見失い、情動も意欲もなくしてしまうからよ。そうでしょ？」

「…………」

「じゃぁ、食欲を満たせばレレイを返してくれるんですね？」

　反対側からアルフェが、誘拐犯に人質の解放条件を確かめる家族のように尋ねた。

「もちろんよ。でも、いろいろと楽しんでからね」

　ハーディは意地悪そうに言うと、ぺろりと唇を舐める。

「いろいろって、そんな……」

「もちろん、喜怒哀楽を共に出来る伴はん侶りょが現れてくれるなら今すぐにでも返してあげる……ロゥリィ、わたくしの嫁になりなさい。別にわたくしが嫁になってもいいけれど、一緒に溶け合って永遠を楽しみましょう」

　さすが神様である。性別などというものは障害にならないらしい。

　それに大変な食べっぷりだというのに上品さをまったく損なっていない。こうして言葉を交わすにしても、常に優雅で余裕を感じさせる。

　もちろんロゥリィも負けてはいない。かりかりと乾いたパンを可愛らしく囓かじり、急に振られた話には、顔を背けるという方法で拒絶の意思を示した。

「いやよぉ。もう間に合ってるものぉ」

「間に合っているって、それってやっぱりこちらの殿方のこと？」

　ハーディは伊丹にすすっと顔と身体を寄せた。その分だけ伊丹は身を仰け反らせた。

「そう構えないで欲しいわ。悲しくなっちゃう」

　業ごうを煮やしたロゥリィがついに動く。

　すとっと立ち上がると伊丹とハーディの間に割って入り、ハーディの細い首に、チャキっとハルバートの斧ふ刃じんを押し付けたのである。

「いい加減にしないと怒るわよぉ」

「あら、礼儀を知らない娘だこと。亜神の分際で正神に刃を向けるとは良い度胸」

「わたしはぁ正神だからといって無条件で敬ったりしないわぁ。礼儀には礼儀、無礼には無礼で応えるわぁ。自分の神官でもない娘の躰を乗っ取ったりぃ、他人の男にぃ手を出したりぃする無礼な奴にはぁ、これで充分よぉ」

「そうは言っても、霊格の低い娘しかいなかったんだもの。神の魂をその身に受け容れられるぐらいに器のしっかりしている娘がいたら、自分の神官かどうかなんて気にしてられないわ」

「それがぁ、仁義に反していることぐらいぃ、分かっているのでしょう？」

「そうね。それは理解していますわ」

「だったらぁ、早くその躰から出て行きなさいぃ」

「嫌よ。久しぶりに肉の躰を借りたのだもの。悦楽を味わいたいと思うのはいけないこと？　ちょっとぐらい貸してよ」

「誰があんたなんかにぃ。ヨウジぃもレレイもわたしぃのものよぉ」

「まぁ、妬やいてるのね。可愛くてよ……だから横よこ恋れん慕ぼはやめられないのよね。他の女に惹かれている男を、自分の魅力の虜とりこにするのってすっごく快感。背はい徳とく的てきでぞっくぞくしちゃうんだもの」

「愛のない交わりでぇ、真の歓びを得られるはずないわぁ」

「流石、愛の神を目指すだけあるわね。じゃぁ、やっぱり本命の貴女に相手して貰わなくてはならないわね。わたくしと愛し合いましょ」

　そう言って振り返ったハーディは、細い指先を伸ばしてロゥリィの頬を撫でた。

　ロゥリィはハルバートの刃をハーディの首に更に押しつけて、おぞましげに「だから、やめぃ……」と突き放した。

「わたしぃは、あんたの嫁にはならないと言ってるでしょぉっ！　今回あんたの招待に応じたのだって、それをはっきりと言う為よぉ」

　脅しがまったく効果無いことを悟ったロゥリィは、唇を尖らせつつハルバートを降ろした。

「あら残念。でもいつかは気が変わることでしょう。それまで待つことにするわ。そこのエルフの娘はどう？　相手してくれないかしら。貴女、女の子でもいける口なんでしょ？」

　それは伊丹的には聞き捨てならない発言だった。

　だがテュカは動揺するでも、取とり繕つくろうでもなく堂々と取り澄ました表情で「でも、ハーディ様はお断りです」と答えた。

「あら、どうして？」

「好意を持てないからよ」

　ハーディは、小さくため息をつくとその矛先をヤオへと向ける。

「そっちのダークエルフはどう？」

「御身ならば、問われずとも答えはご存じなのでは？　此の身の胸中をお察し頂きたい」

「……いじわるねぇ。たとえ神であっても、肉の躰に憑依すれば、肉の目、肉の耳を通してしか人間の意思を受け取ることは出来なくなるのよ。だから思っていることは口にして頂戴」

「ならば、改めてお断り申し上げます。かつてなら、お誘いに応えるのも吝やぶさかではなかったでありましょうが、今となっては御身に好意など持ちようもありません。本日、此の身がこちらに参上いたしましたのも、信徒たる位階をご返上申し上げるため」

「そう？　それは残念だわ」

「当然でありましょう！　友人や一族を炎龍の餌にされたとあれば、どうして好意など持ち続けることが出来ましょうか？」

　ヤオの感情が高ぶり始めているのを感じた伊丹は、ヤオの膝を押さえて注意を促した。

「ヤオ、抑えて抑えて」

　するとヤオは「……はい」と項うな垂だれるように口を噤んだ。

「へぇ、この殿方に対しては従順なのね。ねぇ、だったら貴方、このダークエルフに命令してよ。わたくしの相手をするようにって」

「お断りします、ハーディさ……さん。別にどうこう言うつもりはないですけど、貴女がヤオに嫌われるのにも、相応の理由があるんですから」

「そうね、知っている。けれどだからといって反省するつもりなんかないし、遠慮もしないのだけどね」

「何故!?　それは、いったい何故ですか？」

　ヤオは立ち上がって問いかけた。だがハーディは迷惑そうに肩を竦めると手を振る。

「不毛な問いを発するのは止めなさい。説明を受けたら貴女は納得するの？　無理でしょ？　だって理由を知ったからと言って貴女達が受けた苦しみが軽減されるわけじゃないんだもの。何故？　何故？　何故!?　……問い詰めるという言葉があるように、理由を尋ねるのは、答えを得るためじゃないわ。他人に罪悪感を沸き立たせ、責め苛むことを目もく論ろむ行為よ。どれほど答えても、そしてどれだけの答えを与えられても、呑めば呑むほど乾きが増す海の水と同じ。だったら、回りくどいことなんかせず、素直に、まっすぐにわたくしを憎めばいいの。嫌えばいいのよ。理由を知ろうとするフリなんてしなくていいわ」

「理由を知ろうとするフリ!?　我らの怒りや悲しみを、フリとおっしゃるのか？」

「ええ、そうよ。貴方達の怒りも悲しみも、わたくしは何とも感じないし思わない。だって、わたくしは常に確信犯なのだから」

「酷い！　酷すぎるっ！」

「それが何だと言うの？　何が酷いの？　例えば、貴女は食事をするわね。それは植物の命を、動物の命を奪ってるってことよ。それは酷いことではないの？　違う？」

「そうしなければ、あらゆる生き物は生きられないからです。自然の営みです」

「ならば炎龍が、餌を捕えて食べるのも当然のことよね」

「しかし、何も我らを餌にする必要は」

「何を食べるかは炎龍自身が決めた事よ。それにわたくしが貴女達を皿に盛りつけて、炎龍の前に餌として置いたわけじゃないわ。そうでしょ？」

「そ、そうかも知れませんが」

「よしんば、そうしたとしてもわたくしは気にしないでしょうね。肉食の獣を飼っている者が、その餌とするために別の動物を殺す。何ら不思議のない自然の振る舞いなのだから。犬や鷹を飼う者が肉を与える。その肉はどこから得た物かしら？」

　実際、水族館の職員は、飼っているイルカやシャチの餌に魚を与える。その魚と同種の生き物を、別の水槽で大切に飼っているにもかかわらずだ。何気なく見過ごしてしまう行為だが、考えてみると実に身勝手で皮肉な風景である。

　人間は無意識に自らを食物連鎖の枠外に置いているが、人間を超越した存在から見れば、それは自然の理ことわりに反していると、鼻で笑いたくなる行為なのかも知れない。

「弱肉強食は世の習い。だからこそ、貴女達にも身を守るために戦う権利があった。わたくしは貴女達が可愛い炎龍を討ったことに文句を言うつもりはないのよ。手駒を失ったことで予定は狂ってしまったけれど、それもまた自然のことなのだから」

「けれど！」

「そもそも冥府の主はわたくしなのです。死者の魂は一部を除けばみいんなわたくしの所にやって来るの。死後の幸福はこのわたくしが約束します。ならば生き物の生せい殺さつ与よ奪だつもわたくしの自由。一時の苦しみも、死後が幸せならばそれは産みの苦しみと同じ。この現世からあの世へと移り住んだのと同じぐらいのことでしかないのよ。貴女の両親も、友人も、かつての婚約者も、みんな冥府で幸せに暮らしてるのよ」

　それは、ヤオを揶や揄ゆするような物言いであった。

　堪えきれなくなったヤオは、レイピアを抜くとハーディの首元にその切っ先を突きつける。

「幸せ!?　幸せだと!?　勝手に決めつけるな！　幸せとは自らつかみ取るもので、与えてもらうものでは決してないっ！　たとえ神でも幸せは与えられない！」

　苛立ったヤオは突き動かされるように叫んだ。

　伊丹は慌ててヤオを羽は交がい締じめにすると「ヤオ。止めてくれ」と頼み込んだ。

「イタミ殿。止めないで下さい、此の身は、此の身は……」

「分かるけど駄目だ！」

　伊丹にも、ヤオが腹を立てる理由はわかるような気がする。

　ハーディの言い様は、一党独裁国家の指導者が「我が人民は、党の指導の下で幸せに暮らしている」と言い放つのに似た響きがあるからだ。

　一人一人に話を聞けば、「私は、偉大なる指導者様のおかげで幸せに暮らしております」とでも言うだろう。だが、その言葉はどうしたって空々しく聞こえてしまう。と言うのも、幸せとは本来、決まった姿形はなく、それぞれに異なるものだからである。その全てを同時に満たすような制度や方法は存在しないのだ。

　だからこそ、人間はそれぞれが他人の権利を害しないやり方で、自分を満たすように努力するしかないのである。そして、それぞれが自己の幸せを追求できる自由を尊び、そのための環境や制度を整える作業を『社会福祉』と呼ぶのである。

　衣食住に不足がないことや、病やまいの心配がないことは幸せの前提条件かも知れないが、決してイコールではない。もし、制度で幸福を実現しようとすると、『幸せとはこういうことである』と決めつけ、人々を無理矢理その型に押し込んでいくグロテスクなやり方となる。

「幸せだと思うようにしましょう」「私たちは幸せです」「幸せだと感じないことは異常です」「矯きょう正せいが必要です」というスローガンが、街中に張り巡らされた理想郷。

　それは魂に対する冒ぼう涜とくと言える。自分の友人や家族がそのような目に遭っていると知って、怒らない者はどれだけいるだろうか。

　伊丹はヤオがハーディに向ける怒りに正当性があると感じた。とは言えそれをレレイの肉体に向けられても困るのだ。

「駄目だ。躰はレレイなんだぞ」

「けれど！」

「止めろと言ってるっ！　ロゥリィもだ。見てないでヤオを止めてくれよっ」

　声を荒らげることなど滅多にない伊丹が怒鳴ったのを見て、ロゥリィやテュカは驚いたように目を剥いた。そして、ヤオに意思のこもった視線を注いだ。

「…………はい」

　ヤオが口惜しげに黙ったのを見ると、ハーディは居住まいを正し刃を突きつけられていた首元に軽く触れ、赤い筋として現れていた傷を瞬く間に癒やした。

「ハーディ、魂を人形のように扱うのは止めて。魂はぁおもちゃじゃないのよぉ」

「救い出したければ、エムロイの眷けん属ぞくらしく戦って勝ち取りなさい」

　このやり取りだけでも、ロゥリィとハーディの間に根深い確執を感じる。このままにしておけば、雰囲気はさらに険悪なものになるかも知れない。

「ハーディ様。そろそろ俺たちを、ここに呼びつけた理由を教えてくれませんかね？」

　伊丹は、本題へと入るようにと促した。あえて様をつけて呼んだのも隔意を伝える意味があった。

「…………そうね。そうした方が良さそうね」

　ハーディは今にも飛びかかりそうな表情をしているヤオを見て「おおっ、怖い怖い」とわざとらしく身体を震わせた。

「実は、貴方達に見て来て欲しいところがあるのよ。それで貴方達に来て貰ったというわけ」

「見て来る？　俺たちに？」

「そう。この世界の行く末にかかわることよ。いいえ違うわね。異世界人たる貴方にも関係のある話なの」

「それは、いったいどういう話ですか？」

　ハーディは店の主人を呼ぶと果実酒を持って来るように告げた。そして酒杯を再び満たすとそれを口に運んだ。

「それを説明するには、まず『門』について話をする必要があります」

「そうね。『門』についてはぁ、問い質したいことがあんたにはあったのよぉ」

　ハーディにずいっと迫るロゥリィ。だが、ハーディは伊丹の問いに答えを返すことを優先した。

「二つの世界を繋ぐというのは、案外簡単よ。世界とは、宇宙開かい闢びゃくの瞬間を源泉とする川のようなもの。時空の地平たる混沌に向けて流れていく過程で、山や谷の影響を受け、蛇行し、細くなったり狭くなったりするわ。時に二つの世界が合流するほどに近付く時もある。その時、軽く力を加えてやると、二つの世界は接するわ。その時に『門』が開くというわけ。でも、その二つの流れはいつまでも並んでいない。やがてそれぞれの目的地に向けて離れていくの。ここまでは理解できて？」

「ええと、なんとなく……」

「アルヌスの『門』は二つの世界の接触した部分。本来は小さな穴でしかないの。世界の揺らぎの影響で不安定だから渡るのに少しばかり気を遣うわ。ところが帝国の魔導師はそれが消えないように魔法装置をつくってしまったわ。つまりは船をよせる埠ふ頭とうを石で造り、船と鎖で繋いだようなものね」

「なるほど、それがアルヌスの丘にある門状の構造物なんですね」

「そう。あの魔法の建築物が二つの世界を無理矢理繋いでるの。お陰で『門』が消えなくなってしまったわ」

「『門』が消えないと何か問題があるんですか？」

「ゆっくりと離れていくはずの二つの世界は、今も無理矢理結合させられている。当然、いろいろな無理が生じてくるわ。その無理のしわ寄せは、双方の世界全体が受けることになる。世界が撓たわんで、歪んで、ねじれていくの。いくら帆を張っても、艪ろを漕いでも船は動けなくなってしまった。それでも船は行こうとするから、船体が、みしみしときしみ音を立てている。いえ、そろそろ、めりめりっとか、ぎしぎしって音に変わってる頃かも。桟さん橋ばしの方にも地面に亀裂が入ってるかしら？」

　ハーディはコロコロと笑いながら言った。その表現は聞く者の間に笑い事じゃないだろうと言いたくなるような不安を掻き立てるものであった。

「じ、実際に、どんなことが起きるんでしょう？」

「そうね、まず地揺れね……起きたでしょ」

　地震。その言葉は、帝国人のグレイやシャンディーには息を呑ませる効果があった。

　だが日本人である伊丹にはあまり危機感を沸き立たせなかった。「数十年以内には大地震が必ずおこる」と言われるような場所で、日々暮らしているからだろう。

　だから伊丹は「他には？」と尋ねた。

　ハーディは伊丹の問いに即座には答えず、黙り込んだ。

　杯を口に運んで一息に空にする。そしていかにも楽しげに告げた。

「何が起きているのか直に見て確かめてらっしゃい。そして、どうしたらいいかと考えなさい。それが貴方達をここに呼んだ理由よ。もちろん、今すぐじゃなくていいわ。まだ時間的に余裕はあるでしょうし、あなた達も忙しいでしょうから。暇になってからでいいの。でも、そんなに先延ばしに出来ることでもないということも、わかっておいて欲しいのよ」
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「あんたの狙いは何ぃ？」

　ハーディと伊丹の会話が終わると、今度こそ自分の番であるとロゥリィが尋ねた。

「この世界をより美しく、より素晴らしくすることかしら？」

「引っかき回すためって言えばいいのにぃ」

「そうとも言うわね」

　ハーディはコロコロと鈴を転がすような声で笑った。

「その割にはぁ、繋ぐ先が適切とは言えないわよぉ。なんであんなところに穴をあけたのぉ？」

「単なる偶然よ。それに『門』から流れ込んでくる様々な文物によって、古くて硬くてガチガチになった帝国は見事に揺れ動いたわ。帝国は自国より強大な存在があることを知り、ヒト種によるヒト種のための国が、ヒト種だけで支えられなくなった。これから様々な種族が台頭してその地位も向上するでしょう。面白いことになるわ」

　随分と傍はた迷めい惑わくな話だと伊丹は思った。その為に銀座でどれほどの犠牲者が出たのか。だがハーディはそういうことを全く意に介さない相手のようだ。おそらくきっと、言うだけ無駄である。

「『門』を開いた理由がそれならぁ、今のあなたの動きは何を目論んでいるのぉ？」

「見てみたいのよ。人間が、これからどんな決断を下し、どんな行動をするのか」

「決断？　行動？」

「そう。わたくしは冥王としての責任を果たすために、アルヌスの魔法装置を破壊するつもりでした。そのためにはアルヌスを占領して、『門』を守っている異世界の軍隊をやっつけないといけないでしょ？　でもジゼルだけじゃ負けちゃいそうだし、ロゥリィ、貴女も手伝ってはくれないでしょ？　だから手駒を増やす必要があったのよ。それで炎龍を目覚めさせたってわけなの」

　何故と問いかけた時には得られなかった答えが、今になって与えられたヤオは愕然とした。

「そ、そんなことのために？　『門』を閉じるためとおっしゃるなら、最初からそう言って下されば、なんとでもやりようはあったのに。何も炎龍なぞを利用しなくても……」

「あら、そうかしら。言えば、本当に分かるのかしら？」

「ええ。言葉を理解できる相手なら、語ればわかってくれるはずです」

「情じょう理りを尽くして頼み込んでも、誰も手をさしのべてくれない。そんな経験をした貴女が、本気でそれを口にするの？」

　そう言われるとヤオも、言葉を返すことは出来なかった。

　部族を守るため、炎龍を倒すため、頭を下げて、縋すがって頼んでまわったのに誰一人として助けてくれなかったのだ。最終的に腰を上げてくれた伊丹ですら、ヤオを助けるために動いたわけではない。

　だが黙り込んでしまったヤオを後しり目めにハーディは言った。

「いずれにせよ、あなた達に任せることにします。わたくしの邪魔をしたのだからその責任をとりなさい」

「責任って……何をしろと？」

「『門』を放置したらどうなるか、それを見てきなさい。そして、どうするかを決めなさい。わたくしは、黙って見ているだけにします」

　それは面白いことを期待するかのような態度であった。伊丹は思わず挙手した。

「あの、すると、こちらに戻って来てご報告する必要があるんですか？」

「報告はいらないわ。現地にジゼルを行かせているから、あの子と合流しなさい。貴方達は、さっき言ったように、見て、どうすべきかを考えて、行動すればいいの」

「しかし考えろと言われても、俺は専門家じゃないですし」

「なら、分かる人間を連れて行きなさい。事の結果を想像できる人間を……」

　確かに『門』が存在することによって、地震に始まる様々な異変が起きると言うならば、調査をする必要はあるだろう。だが、もう少し具体的に事象の説明が欲しいところであった。やっぱり連れて行くべきは、地震の研究者だろうか？

「なんだか、分かったような分からないような顔つきね。わたくしの言っていること、本当に伝わったのかしら？」

　ハーディは、伊丹を見ていて自分の意志が伝わったかどうかが心配になったようである。

「ヨウジぃは、いつもぉこんな顔よぉ」

「いや、この程度の説明で分かれと言われても、流石に納得し難くて……」伊丹はそう言いながら後ろ髪を掻かいた。

「いいわ。そう言うことなら、やる気になるように褒ほう賞しょうを出します」

「褒賞ですか？」

「ええ。個人的な利益があった方が、納得できるでしょ？」

「具体的には、どんな褒賞でしょうか？」

「貴方達を悩ましている問題を、全部ってわけにはいかないけど、かなりの部分で片づけてあげられます。それでどうかしら？」

「俺たちを悩ませている問題って言いますと？」

「これに困ってるんでしょ」

　ハーディはそう言うと手にしていた酒杯を投げた。

　酒杯は放物線を描いて、料亭の壁に掛かっていたカーテンに当たり甲高い音を立てた。いや、甲高い音を立てたのは、カーテンの向こうに隠れていた何者かの頭に当たったからだ。

　その何者かは、ぶちぶちとカーテンを引きちぎるようにして俯うつぶせに倒れた。

　グレイとシャンディーは、倒れた男におそるおそる近づくと、手にしている短刀やら身なりなどから「この者は、刺客ですな。多分」と判断し、それの意味することを悟り戦慄した。何の予告もなく、しかも高機動車という追随不可能な移動方法でベルナーゴに来たというのに、刺客達はどうやって追いつくことが出来たのだろうか？

「全部片づけていただく……ってわけにはいかないんですかね？」

　伊丹は、いっそのこと問題を根本的に解決してもらえないかと尋ねてみた。

「それは駄目。わたくしが片づけてあげるのは、ベルナーゴに来た連中だけよ。この娘を狙っている刺客に、夢のお告げを下しておいたから、他の刺客に先を越されまいって焦ってる連中はここに来るでしょう。でも、当然のことながら来ない者もいます。多分その者が一番やっかいでしょうね。それは貴方達が自らの力で解決すべき問題。要するに試練なの」

「夢でお告げって……やっぱりぃあんたぁ、刺客を招き寄せていたのねぇ」

　ロゥリィはその鋭い犬歯を輝かせながらハーディに険呑な視線を向けた。

　もし、伊丹がハーディの頼みを頭から拒絶する態度に出たら、その刺客全部とこのベルナーゴでご対面すると仄ほのめかされたはず。つまり、断るという選択肢は最初から奪われていたのである。

　だが伊丹はロゥリィを制して感謝の言葉を返した。

「まぁ、それでも助かります。レレイを狙う奴が減るってだけでも逃げるのは随分楽になりますからね。これでレレイも、ロンデルの学会に出席しやすくなるでしょう」

　ハーディが刺客の大部分を片づけてくれると言うのなら、異変が起きているという場所を覗きに行って来るぐらいのこと、全然大したことではないのだ。しかも、暇が出来た時でよいと言う。どうせ任務であちらこちらをうろつくのだから、それを兼ねればいいだけである。

「呆れた。もしかして、まだ逃げ続けるつもりだった？」

「ぎりぎりまで逃げ回るつもりですが……不味いですかね？」

　伊丹の答えを受けて、ハーディはロゥリィになんとかしてくれという表情を向けた。

「ねぇ、ロゥリィ。貴女がついてて、どうしてこんな大事な人生の真理を教示しておかないの？」

「必要がないからよぉ。これがヨウジぃだものぉ。このままで良いのよぉ」

　ハーディは「信じられない」と呟くと教えを授ける教師のように伊丹に正対して人差し指を振った。

「いいですか？　『問題』というのは、逃げれば逃げるほど、行かなければならないところ、帰るべきところで待ち構えているものなのです。それでも逃げようとすると、帰るところも行くべき所も失うことになるわ」

　たとえ好意の持てない相手でも神様のお告げである。伊丹は頷きながら聞いた。

「……まあ、そうかも知れませんね。痛いほど理解してます」

「つまりは、分かってて逃げてるって言うの？」

「まぁ、痛いとか辛いのとか面倒くさいのは、俺、嫌いなんで。出来るだけ避けられたらいいなぁって思ってます。はい」

　こんな奴に炎龍が墜とされたって言うの!?　とハーディは両頬を押さえ、目と口を丸くして叫んだ。

「まあ、ヨウジに本気を出させたかったらぁ、よっぽど追い込む必要があるわねぇ」

「そ、そうなの？　ジゼルから聞いてたのとずいぶんイメージが違うわ」

「あの、どんな風に聞いていらっしゃるのでしょう？」

　自分についてどのような風評が流れているか気になって、伊丹はおそるおそる尋ねた。

「見敵必戦の戦闘狂だと聞いたわ。なんでも、五十ユン四方の地面を一撃で掘り返すほどの凄まじい力の持ち主って言っていたわぁ」

　亜神ジゼルは、伊丹の能力を随分と誇張して伝えたらしい。負けた言い訳として敵を強大に語るというのもよくある話だが、いささか度が過ぎているように思われた。

「それ、完全に間違ってます」

「そうよぉ。全く正反対よぉ。ヨウジぃは何かと言うとすぐに逃げ出すもの」

　ロゥリィの揶揄するような視線に伊丹は「ほっとけ。どうせ臆病者ですよ」と言い返した。

「いいのよぉそれでぇ。譲れない線を守るためなら、怖いよぉと言いながらも前に進むところは、ちゃんと見せて貰ったからぁ。いろいろと期待しているのよ」

　そんなことをロゥリィが言うと、テュカとヤオの二人は揃って頷いた。

　だがハーディは、「けれど……」と切り出す。

「ここから先の試練は避けて通ることは出来ないわよ。貴方達の敵はそこで手ぐすねを引いて待ち構えています。そろそろ覚悟を決めなさい。この娘を、学会発表に出席させるんでしょう？」

　ハーディはそう言って自分の……レレイの胸に手を当てた。

「……もし、もしですよ……学会発表をしないで逃げたらどうなりますかね？」

「もうわかってるんでしょ？　貴方達の敵は諦めない。逃げれば住処のあるアルヌスへと行くでしょう。そして最後には大切な者を巻き込んで、犠牲は今よりももっと多くなる。それだけのことなのよ」

「あ、やっぱり？」

　伊丹は、舌打ちすると眉間に深い皺しわをつくって唸った。
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　薄暗いチヌークの中で、小さな窓から入る外光を頼りに、レレイは手の中にあるハーディの髪を見ていた。

　厳密に言えば、それはレレイの髪でもある。

　ハーディに憑依されたことによって、お尻に敷いて座れるぐらいに伸びた髪を一本の三つ編みとして束ね、襟元でばっさりと切り落としたのだ。きつく密に編み上げたためにやや短くなっているが、その長さはレレイの片腕の長さほど。その色は当然の事ながら慣れ親しんだ白銀だが、ハーディの神性を帯びているせいか、まるで宝石のような透明感のある輝きを放っていた。

「神官ならぬ身で、神たるわたくしをその身に降ろした褒美として、聖術の使用を許可します。これを触しょく媒ばいとなさい。ただし一度でも使うと、用途はそれに定まって他のことに用いることは出来ないので、何に用いるかは、しっかりと考えなさい。あと、久しぶりにご馳走を口にしたせいか、ちょっっっっとばかり食べ過ぎちゃったの。後でダイエットに苦労するかも知れないけど、そこのところはごめんなさいね。脂肪を身体の特定の部位に集めるって対処法も考えたけど、あのヒトの好みとは違うスタイルになっても嫌でしょ。だからやめて置いたの。わたくしって賢明でしょ？」

　ハーディはレレイにそんな言葉を残して去っていった。

「その髪を見た時の、ベルナーゴ神殿の神官達の物欲しげな顔と来たらなかったわよね」

　隣のトルーパーシートに腰掛けるテュカが、レレイに話しかけてきた。

　神官達からすれば伸びたレレイの髪は、主神の躰。聖遺物として神殿に安置しておくべきものなのだ。だが、ハーディが褒美としてレレイに与えた物ならば取り上げるわけにもいかない。主神のご意志に背く行為となるからだ。

　なので彼女らに出来たことと言えば、短刀でばっさり切り落としたために不格好となったレレイの頭髪を、「綺麗に整えましょう」と申し出て、その切れ端を掻き集めることだけであった。ベルナーゴ神殿の神官達は、レレイの髪の切れ端を白絹と縒より合わせて織り、聖なる布として神殿に祀るつもりらしい。

　その後の経緯は、既に語った通りである。

　ベルナーゴを後にしたレレイは、伊丹達に守られながらロンデルに戻って学会に挑んだ。

　レレイをつけ狙っていた刺客のほとんどは、誘ゆう蛾が灯とうに誘われるようにベルナーゴに集まって神殿の僧兵によって捕らえられたということである。ただ自分の手を汚さない笛吹男と呼ばれる刺客だけは、どうすることも出来ず、シャンディーがその奸計にひっかかり、学会の場で騒動を起こすことになり、これを引き揚げさせるために、帝都の皇城に乗り込んで、そもそもの発端であるゾルザルと直談判することで事態の解決にたどりついたのだ。

　だが、ハーディとの約束がまだ残っていた。

　それを果たすためにこれからクナップヌイへと向かわなくてはならない。自分の為に皆に迷惑をかけているという気分が重たかった。

「気にすることはないわよ。あたしだってすっごい迷惑をかけたじゃない？」

　テュカはレレイに気にするなと言った。『貸し』や『借り』が増えたり減ったりのやりとりこそが他人と関わるということなのだから、と。この煩わしさを避けていれば、確かに気楽で身軽かもしれないが、その代わりに孤独という死に至る病を味わうこととなる。

「あたし、レレイのことも好きよ。だから、煩わしい思いをさせてくれていいわ。良かったら、互いに嫌な思いさせたり、させられたりしましょ」

　レレイを挟むように反対側に座るロゥリィも、うんうんと頷いた。

「…………よろしく」

　レレイはこっくりと頷くと呟くように言った。




「そろそろ出発しますよ。みなさん、そろそろ座ってください」

　伊丹の呼びかけを合図に、倉田達が装備や荷物で狭くなっている機内にぞろぞろと乗り込んで、空いているトルーパーシートを降ろして腰掛けていった。

　最後に伊丹も乗り込む。

「Arunusu tower, Juliet Golf 5044, request IFR clearance.」

　機体前方のコクピットからは、パイロットがアルヌス管制塔と交わすやりとりが漏れ聞こえていた。何やらそのやり取りが怒鳴り合いのようになったかと思うと、突然、「がんっ！」と何かを激しくぶつける音がした。何事かとコクピットを覗きこむと副操縦士が項うな垂だれている。

「俺って奴は、俺って奴は……」

　副操縦士がぶつぶつと呻く傍らで、機長が同情の色を湛たたえた視線を注いでいる。

「ど、どうしたんです？」

　伊丹の問いに機長は「まぁ、なんだ……」と口ごもりつつ答えた。

「いや実はこいつ、管制英語の発音がちょっとアレな奴でな、コントロールから『日本語でＯＫ』とか言われちまったんだ」

『こちらアルヌスタワー。陸自５０４４へ。クナップヌイまで、計器飛行を許可する。写しの用意はいいか？』

　機長の言葉を証明するかのように、普段ならば何を言っているのか分からない管制英語を垂れ流すスピーカーから日本語が聞こえる。

「書き取りの用意出来ました。どうぞ」

『おっ、その声はレレイちゃんじゃないか。相変わらず上手な日本語だね。だけど管制英語についてこれるかな？　じゃあデータを読みあげるよ』

　レレイが流りゅう暢ちょうな日本語と、管制英語とで、気象データを書き取っているのだ。コンプレックスを感じるなという方が無理だろう。

「ご愁しゅう傷しょう様さまです。こいつのことは余り気にしない方が良いですよ。比べるだけ阿呆らしくなるチート娘なんですから。苦手なことは人任せにするのが上手くやるコツです。下手の考え休みに似たりって言いましてね、悩むだけ無駄。開き直ったほうがいいです」

　伊丹としては、これでも元気づけるために言ったつもりである。だが副操縦士にとってはプライドをさらに踏みにじられるように感じられたらしく「ぐえっ」と呻くと、さらに深々と項垂れてしまった。

「おいおいっ、伊丹！　全然慰なぐさめになってないぞ。頼むから傷口に塩をすり込むようなこと言わんでやってくれ」

「あ、済みません。つい……」

　だが、苦情顔で振り返った機長、土つち浦うら一尉が見たのは、伊丹の背後から虎こ視し眈たん々たんと副操縦士の座を狙うレレイの瞳だった。

「心身の状態が不良ならば、代わっても良い」

　副操縦士の姿を見て、思わずそうしたくなった土浦だったが、それをしたら副操縦士のプライドは再起不能になってしまいかねない。

「いや……いいから。大丈夫だから」

　レレイの声を耳にした副操縦士は、顔を上げると慌てて離陸の支度を再開した。落ち込んでなぞいられないと思ったのだろう。その姿は元気が出たと言うよりは、尻に火がついたようにも見えるものだった。

　ま、伊丹にとっては、飛んでくれれば良いのである。

　荷室を振り返ると、既に窓から外が見えるような良い席は、ロゥリィや、ピニャなどの航空機初体験組が占領している。隊員達は、その隙間を埋めるようにして席に着いていた。

　教授達は、伊丹の報告にあった世界の歪みという現象が、どのような形として現れているかを推測する話に熱中していた。そのせいもあってか、三人の座るシートの脇は何席分か空いていて伊丹はそこに腰を下ろすことにした。

「報告を読んだ限りじゃと、この世界では星の配列にずれが生じるという現象が起きているそうじゃ」

　養鳴の言葉に白位が答えた。

「そのことなんですけど、実は、日本側でも星の配列に変化が起きてないかって、問い合わせが出てきてるんですよ」

「なんじゃと!?　なんでそれを発表せんのだ」

　養鳴と漆畑は顔を並べて白位に迫った。

「まだ、天文学者達が首を傾げている段階だからですよ。ズレも機材の異常かなって思う程度に収まってますから。だって常識的にあり得ないでしょう。短期間で恒星が移動するなんて。そんな事、口にしたら能力や見識が疑われます。だけど、酒の席なんかで『実は……』なんて言い出す連中が出てくれば、この話、一気に広がりますよ」

「そうか。つまり『門』を挟んで両側で、同じ現象が起きているということか」

　養鳴は「う～む」と唸りながら顎を手で被おおった。

「僕は報告書の写しを見せられた時、『門』が原因だったか！　って納得しましたよ」

「では、地震はどうなんじゃ？」

「有感、無感含めると日本は四六時中地震が起きてますからね」

「多少地震の回数が増えたところで、有意な異常と見なすことはできん、か……」

　エンジンの出力があがり、それと共に凄まじい爆音が機内にも響きだす。

　ふわっと浮き上がる感触によって離陸すると、初体験組は小さな窓に顔を押し付けるようにして、遠のいていく大地に見入った。

「うわっ、うわっ、うわっ！」

　風に煽あおられて機体がヨーイングするとハミルトンはピニャにすがりついた。しかしピニャも緊張しているのか顔色がよくない。定員一名の怖がり叫ぶ権利を、まるでハミルトンに奪われてしまったかのように、じっと堪こらえている様子だった。

「この程度のことで狼狽うろたえおって、見苦しいのぉ」

　養鳴が怒鳴るように苦言を呈し、隣に座る漆畑教授が取りなした。

「勘弁してあげて下さいな、養鳴教授。何しろ、彼女たちは空を飛ぶものに乗るのは、これが初めてだそうですから」

「確かに、未開の地の人間が、文明の利器を見て驚くのは致し方ないことだ。だが儂らは観光に行くわけじゃないんだぞ。学術調査にあんな小娘を同行させて自衛隊は何を考えているのだ？」

「あれでも、帝国政府の要人なんだそうですよ。目的地は一応帝国の領域ですからね、彼女達はいわば通行手形みたいなものだそうです」

「む……そういうことならば仕方あるまい」

　その脇では、カメラマンが小さな窓に顔を並べているピニャ達の様子を収録している。

「あの赤毛の女性が、帝国のお姫様だって本当ですか？」

　栗林の妹に尋ねられると黒川は「はい。そうですわ」と答えた。

「帝国って、銀座に攻め込んで来た敵なんですよね。どうして、こんな親しげにしてられるんでしょう？　捕虜とかにしたわけじゃないですよね」

「いろいろとあったんですわ」

「そのいろいろのあたりを、ちょっと聞かせて貰えますか？」

　メモ帳を取り出し目の色を変えて迫ってくる栗林妹に、黒川は辟へき易えきとしているようであった。

　チヌークは離陸するとすぐに白い幕のような雲の中へと突入する。

　眼下に見えるはずのアルヌスの景色を楽しむ暇もなく、窓から見える景色は真っ白になってしまった。

　見える物と言えば窓の外側につく雨の水滴ぐらいであろうか。

　だが、しばらくするとその水滴もつくのが止んだ。そして直後に、青い空を背景に燦さん然ぜんと輝く太陽の鋭い光が薄暗かった機内に差し込んで来た。

　見れば窓の外には、白い毛もう氈せんにも似た雲海が広がっている。雲の上へと出たのだ。

　目の前の幻想的な光景に、ピニャ達は「うわぁぁ！」と思わず感嘆の声を上げた。

「て、天界ってこんな風景だったんですね、殿下」

「神々はこのような素晴らしい世界に暮らしておられるのか」

　ピニャとハミルトンの会話を耳にしたロゥリィは「全然違うんだけどぉ……」と呟く。どうやら行ったことがあるようだ。

「イタミ殿。妾はこの白いふわふわの上を歩いてみたい！　降ろしてたもれ！」

「歩いてみたい!!」

　ピニャ、ハミルトンの二人揃っての要請であった。ハミルトンなどは、つい先ほどまで怖い怖いと叫んでいたのに、脅えた様子はどこにも残っていなかった。

　だが伊丹は「いや～、流石に無理ですよ」と首を横に振った。

「どうして!?　イタミ殿、なんとかならないか？」

「これ、雲なんですよ。霧みたいなものなんです。降りたら最後、突き抜けてどこまでも墜ちちゃうんです。怖いですよ～。恐ろしいんですよ～。地面に激突する瞬間は、無茶苦茶痛いでしょうね。全身の骨がぽきぽきって折れて、ぐちゃっと潰れる瞬間を想像するとゾッとしますよ」

　伊丹の誘導に従って想像してしまったのか、ハミルトンは両耳を押さえてガタガタ怯え、ピニャはぞくっと身を震わせた。

　だが気丈にも反論した。

「や、やってみなければ、わからないではないか!?」

　どうやら、ふわふわな雪原を散歩するような気分を夢見てしまったようである。

「いや……やったら死にますから。確実に」

「本当なのか？　妾を騙だましているのではあるまいな」

「騙してません。信じないなら試して頂いても良いですけど、俺の見てない時にしてくださいよ。俺としては、自殺を見過ごすことは出来ないんですから」

「くっ。神々の住まう世界は、我らのような俗人は迎え入れてはくれぬと言うのか」

　残念そうに握り拳を固めるピニャ達。悔しそうに歯がみした。

　あまりにも悔しそうで、切なそうなので、見ている此方こちらまで滅め入いってしまいそうだった。

　教授連中が、「お前、どんな虐めしたんだ？」と責めるような視線を向けてきて、部下の黒川と倉田が、「まあ！　倉田三曹聞きましたか？　隊長がピニャ殿下を騙して酷いことをしたみたいですわ」と、悪い評判をひそひそと囁きあったほどだ。

「なんだか飛び降りるとか、神々の世界へ旅立つとか、自殺を仄めかしてるみたいですね」

「俺のせいかよ？」

　自分を指差して抗議の声を上げる伊丹。

「違うのぉ？」

　ロゥリィが嘯うそぶく。

「ちっ……、わかりました。わかりましたよ。どうしてもとおっしゃるならスカイダイビング、してみますか？　今日というわけにはいきませんが、次に日本に来た折にでも」

「な……んだと？　すかいだいびんぐ？」

　ピニャはパチクリと目を瞬しばたたかせた。

「ええ。落ちる速度を怪我しない程度に和らげるパラシュートというものがありまして。単独の自由降下には一定のトレーニングが必要ですが、インストラクターにタンデムで抱えてもらって降下するレジャーがあるんですよ。……安くないけどね」

「やるやる！」

　表情を一変させるピニャ達。一いっ喜き一いち憂ゆうという言葉があるが、その典型みたいな変化だった。

「イタミ殿。妾は空の散歩を楽しみにしているぞ！」

「ちょっとぉ……ピニャ達だけぇ？」

　口を揃えて文句を言うロゥリィとテュカ。レレイも控えめながら声を出していた。

「わかった。お前達もな」

「やったぁ！」

　伊丹は思った。おっこちることの何がそんなに楽しいんだろう？　と。この男は降下を楽しいと感じたことがないため、無邪気に喜ぶ女性達を不思議な生き物のように眺めるしかなかった。

　きっとガラス越しに空を眺めているから、楽しそうに感じるのかも知れない。

　爪先からわずかな先が「奈な落らく」という場所で空を眺めれば、きっと別の心境になるはずだ。開口部から吹き込む外気の奔ほん流りゅうに身をさらし、地上は遥はるか彼方。そんな状況になれば彼女たちの笑顔も恐怖に引きつるに違いない。

　伊丹はその様を想像し、邪悪そうにほくそ笑もうとした。だが、自分の恐怖体験が先に思い起こされて失敗してしまった。




　チヌークは、まるで波のない湖に浮かぶ遊覧船の如く、雲海を滑るように進んでいた。

　クナップヌイに近づくと、ゆっくりと高度を下げる。やがて船底に穴でもあけたかのように、機体は完全に雲の中に潜りこんでしまった。

　窓の縁ふちのすぐそこに、雲の絨毯がたゆたっているという光景に魅入られていただけに映画の再生が突如中断されたかのような興醒めながっかり感が乗客達の間に広がる。

「窓の外が、また真っ白になってしまったな」

　ピニャが言い、伊丹が答えた。

「ええ、高度を下げてるんです。このあたりも下での天気は良くないみたいですね」

　実際、窓には霧状の水滴がまとわりついていた。

　機体が上下、左右に揺れて安定しない。しかも、なかなか視界が開けない。

　高度を下げるときの急激な気圧の変化から耳が痛くなることを覚悟していた隊員達は、耳抜きの準備をしていたのになかなかそれが起きないことから、機体の降下速度が相当にゆっくりであることに気づいた。

「随分と慎重に高度を下げるんですね」

「多分、初心者がいるので、気を遣ってるんでしょう」

　そんな会話が黒川や倉田達の間で交わされている。だが実際はそんなものではなかった。

　ここは飛び慣れた演習場の空ではない。初めての土地だ。そんな場所の雲中で高度を下げることは、航空機のパイロットにとっては恐怖そのものなのだ。

　日本の空ですら、救難ヘリが視界のない雲中で山に激突してしまう事故が起きる。パイロットが自機が今どんな姿勢をとっているかを理解できなくなる空間識失調という現象に陥おちいるのも、視覚による平へい衡こう感覚補整を脳が行えない雲中飛行時に多い。

　二人のパイロットが「セットリング・ウィズ・パワーを気をつけろ」「この高度の山はないっていう、地形図を信じて後は祈るだけだ」と歯を食いしばり、突然目の前に地面が広がっていても対処できるようにと必死になっていたことを知れば、伊丹は落下傘をつけて飛び降りた方がマシだったと思ったかも知れない。

　実際、雲を突き破ると目前にグランドキャニオンにも似た崖淵と、それが作る段丘の大地が広がっていた。充分に距離があって安全であったにもかかわらず、その巨大さに錯覚したパイロット達が、慌てて操縦桿を引いたほどだ。

「おっと！」

　盛大に揺れて、みんな、トルーパーシートから投げ出されまいと慌てて掴まった。

　見れば、眼下には雨と霧の降り注ぐ峻しゅん険けんな土地の風景が広がっていた。

「何だ、あれ？」

　だが、レンズを外に向けていたカメラマンが呻く。谷間にたゆたう雨霧が、我々が知るような白いものではなかったのだ。

　その色は、まるで澄んだ水に墨汁を流したかのような黒。表面は波のない水面のごとく綺麗な平面である。そんな黒い霧が、丘陵の渓谷、谷間を埋めるように大地を覆って、あちこちの山の頂がまるで黒い海に浮かぶ島のようであった。

「有毒ガスか何かでないといいがな」

「ええ」

　教授達が渋じゅう面めんで語る。パイロットも同じように思ったのか、黒い霧に触れることを避けるように高度を上げて機体を旋回させた。

　当初予定した谷間に着陸するのをあきらめ、機体を降ろす場所を探す。

「どうしました？」

　操縦席から呼び出された伊丹が、機長より予定の変更を告げられた。

「伊丹二尉。悪いが予定変更だ、ここは駄目だ。ちょっとばかり離れた場所に降ろすぞ」

「はい、一尉。お任せします」

「おうっ……正直、助かるぜ」

　陸上自衛隊の性格は「用意周到・頑がん迷めい固こ陋ろう」という言葉で表現され、予定の変更を非常に嫌う。操縦者の技量は、それがために向上してしまうぐらいである。だが伊丹はいろいろな意味で適当なので、予定に拘らない。そのため着陸地点の選定など一切をパイロットに任せてしまった。

「土浦さん、あの島みたいになってるとこの頂上なら、降りられますよ」

　副操縦士が指さしたが、機長は否定した。

「この近くは駄目だ。計器がアテにならない」

「計器が？」

「この土地の磁場か何かだろうか？　見た目と計器の数値とが微妙に違って来るみたいだ」

　機長は、長年の飛行経験が示す感覚と、計器が示す数値との間にずれがあることを察知していた。これまで無かったことが突如起こったことから、この辺に着陸するのを避けることにしたのだ。

　ちなみに機長は一等陸尉で、階級上は伊丹の上官にあたる。しかし全体の指揮は伊丹が執っていた。どうしてこういう事が起こるのか、このあたりの説明としては「軍医は階級がどれほど高くとも、部隊を指揮することは出来ない」という極端な例示で理解していただければ良いだろう。

　機長は黒い霧の畔ほとりから、少しばかり離れたところにある山の頂いただきが棚のようになっている場所を見つけ、チヌークを着陸させた。




「お姉ぇさま。お待ちしておりました」

　上空から見る限り、周囲には民家が無かったこともあり、クナップヌイを無人の地と思っていた。だが、降り立った伊丹達を出迎える声があった。

　見れば、雨に湿った灰色の髪を肌にまとわらせ、背からコウモリにも似た翼をいっぱいに広げた竜人女性が頭上に浮かんでいたのだ。

















　見た目二十代前半の肢体。深ふかき縹はなだ色の肌にはトライバルのタトゥーが入っている。袖を肩で切り落とした白ゴス神官服をまとい、縦に割れた金色の瞳にどんよりとくすんだ輝きをたたえていた。

　伊丹はその姿を見た途端、部下達とともに一斉に銃を構えた。というのも目の前に姿を現したのが、その女性だけでなく無数の翼竜だったからである。空を覆い尽くすような数の翼竜が、伊丹達を取り囲んで獰猛な牙や爪を見せつけていた。

「あれは誰なのだ？　知っているか？」

　ピニャの問いに、ＬＡＭを構えるヤオは「真後ろに立たないでください。危ないですよ」と告げた後に要点のみを手短に答えた。

「あの方は、冥王ハーディの使徒で、亜神ジゼル猊げい下かです」

「なんと。あの方が……」

　ジゼルは死神が振るうような大鎌を抱えたまま地に足を降ろすと、何の非もない一般人に理不尽な難癖をつけるチンピラにも似た表情で周囲を見渡した。そして伊丹の姿を発見するとびくっと体を震わせた。じわじわっと、後ずさりながら口を開く。

「こ、この前は随分と世話になったよなぁ。こ、こ、ここ、ここであったが千年目……」

「帰るわよぉ」

　だが、ロゥリィがあっさりと背を見せると、途端に縋るような物言いと態度に変わり、「あっ、待って下さいよぉ。お姉さま！」とロゥリィの背中にすがりついた。

「お姉さま達に帰られたら、主上さんに叱られてしまいます！」

「だったらぁ、もう少し態度を改めなさぁい。以前から思っていたのだけどぉ、貴女のその態度や言葉遣いは神官として少し問題よぉ。いくらベルナーゴ神殿の規律がゆるいと言ってもぉ、少しゆるみすぎてるんじゃないぃ？」

　ジゼルは青い肌に脂汗をじとっと浮かべた。

　以前、よそ行きの言葉遣いに挑戦したことがあったが、鉄てっ火か肌はだな物言いが染み付いて、丁寧に話そうとすると舌を噛むのだ。ここで急に改めろと言われても無理があった。

　何かを話そうとして口を開くも、言葉が出てこない。ジゼルは、まるでしゃべり方を忘れてしまったかのように、情けない表情となった。

「…………」

　涙で目を潤ませるジゼルの背中を、ロゥリィは同情するかのように叩いた。

「わ、わかったからぁ。努力する姿を見せてくれるだけでいいわぁ」

　ジゼルはぺこりと頭を下げた。

　だが、皆からの生温い視線に気が付くと「おら、お前。何を見てやがんだ？」と、こんな奴にまで舐められてたまるかと言いたげに再度凄む。

「ジ・ゼ・ル？　今注意したぁばかりでしょぉ？」

「は、はい……控えますですはい」

　こうして、べらんめい調を改め訥とつ々とつと敬語を喋ろうとする亜神が完成したのである。

　その姿を見ると、伊丹の部下達も重たい銃をいつまでも構えているのが馬鹿馬鹿しくなったようで、指示もないのに銃を下げていた。

　周囲を取り囲んでいる翼竜達まで、脚で頭とか掻いている。その表情もどこか「やれやれ」と呟いているように見えたのもきっと錯覚ではないに違いない。




「で、わたしたちぃに見せたい異変って、やっぱりアレなのぉ？」

「あ、え、はい。間近で見るにはこの山を下らなきゃなんねぇ……ですから、こいつらに乗ってください。お姉さま」

　ジゼルは口笛一つで翼竜を呼び寄せるとロゥリィ達を乗せるよう告げた。

「こ、これに乗れと言うのかね？」

　養鳴教授の狼狽えるような言葉に眉を寄せるジゼル。

「神経の細かい奴だなぁ。いや、違う！　えーと、ふ、振り落としたりしないように言い聞かせてありまするゆえ、心おきなくごゆるりとお乗り遊ばせ。あっ、一頭につき二人まででござる」

　ロゥリィの鋭い視線に狼狽えたためか、ジゼルの物言いが何やら面白いことになっていた。

　早速、ロゥリィとレレイとテュカとヤオの四人がジャンケンを始める。

「はっ、やっ、ほっ、とっ」

　あいこが三回続いて四回目で勝ち負けがつく。チョキを出したヤオが右腕を天に突き上げて「やたっ！」と歓声をあげ、他の三人が「くっ」と悔しげに俯うつむく。

　こうして翼竜への騎乗はロゥリィとテュカ、レレイと養鳴、漆畑と白位、栗林妹とカメラマン、ピニャ主従、そして伊丹とヤオの組み合わせとなった。

　ちなみに桑原達は、チヌークの警備もかねて着陸地点に残る。主に宿営の支度が担当であった。

　ヤオは「勝てるとは思わなかった。此の身の運気も上り調子になってきたようだ」と伊丹の手を握る。だが伊丹は残念そうな表情で答えた。

「ヤオ、悪い。実は俺、こういうの駄目なんだ。だから手綱を頼むわ」

「えっ、まさか炎龍を撃った緑の人ともあろう御身が翼竜ごときに？」

　だがそれは冗談ではないようだった。伊丹は真剣に青ざめた表情をしていた。

「お前だから打ち明けるんだけど、俺、実は高いところ苦手なんだ」

「えっ！　けれど、へりこぷたーとかは大丈夫だったようだが？」

「ああいうのは不思議と大丈夫なんだ。掴まるところもあるしな。だけど、見てくれよこれ」

　目の前に鎮ちん座ざするのは「巨大なワニ？」と思いたくなるような生き物である。獰猛な瞳に、鋭い牙。ただこれに触れとか、跨がれという程度のことなら何とか出来るかも知れないが、身を任せて飛ぶとなるとどうしても尻込みしてしまう。ましてや操る事なんて出来やしない。だからこそ恥を忍んでヤオに頼むのだと伊丹は囁いた。

「言っておくけど、これは絶対に内緒だぞ。ヤオだから打ち明けたんだからな！」

　しかし、此の身が手綱を取って大丈夫だろうかという不安がヤオの脳裏に走る。

　自分の運の悪さを思い返すと、かえって危険なような気がしたのだ。

　だが、高所が苦手だと言い、翼竜を前に青ざめている伊丹に、手綱を押しつけるのも可哀想である。何よりも伊丹の役に立ちたいというのが今のヤオの心情だった。

「大丈夫、最近の此の身の運気は向上している。悪いことはこのところ起きてない。ジャンケンにも勝てたではないか。聖下からいただいた護符もある。だから大丈夫、大丈夫」

　胸にぶら下げた五円玉を握りしめながら自分にそう言い聞かせたヤオは、翼竜にひらりと跨がると「ささ、ヨウジ殿。参られよ」と自分の腰をポンポンと叩いた。

　伊丹は、おそるおそる翼竜に触りながらその背によじ登る。

「振り落とされないように、しっかりと此の身に捕まるように」

「こ、こうか？」

「もっとしっかり。遠慮などしてはいけない！」

　伊丹は、ヤオに指図されるままに、彼女の細い腰に腕を回し、そのなまめかしい背中にぴったりと張り付いた。

　それを目撃したテュカは、自分の右手に「なんでパーなんか出したの、あたしぃ！」と苦情を叫び、ロゥリィは「くっ。羨ましいぃ」とヤオに恨めしげな視線を向けた。

　レレイは自分の右手をじっと眺める。

　養鳴に「お嬢ちゃん、手がどうしたか？」と訊ねられると「計算を間違えた」と答えている。どう計算したらそういうことになるのか、「五回目で勝てるはずだった」と宣のたまっていた。

「ヨ、ヨウジ殿。御身の吐息が背中に……」

　体にぴったりとしているボンテージ鎧は、伊丹の吐息の熱さをダイレクトに伝える。おかげでぞくぞくっとした感触が背筋に走り、ヤオは思わず仰け反った。

「あっ……」

　だが伊丹はそんなことにも気が回らない様子で、必死にしがみついていた。安全ベルトのような身体の固定具もなく、パラシュートもない以上、我が身を託せるのはヤオだけなのだ。

「ホント、ヤオが一緒で助かったぜ」

「えっ？　それはどうして？」

「だって、ロゥリィやレレイや、テュカにしがみつくわけにはいかないだろ？」

　伊丹がそう口にしたのは主に体格的な理由からであった。他の三人は伊丹より小柄なので、しがみつくというよりは、抱きしめる格好になる。そのため伊丹の方が支える側に回らなければならないのだ。その点、背の高いヤオは頼り甲斐がある。

　だがヤオは、伊丹の言葉をそのようには受け取らなかった。自分だからよいと言っているように聞こえたのだ。

「あ、こ、此の身がよいとおっしゃるか!?」

　嬉しそうに、勇気を得たように背筋をしゃんと伸ばしたヤオは「わかった。任せておかれよ」と翼竜の手綱を握った。自分は運が悪いからと、いつも控えめで従属的な振る舞いをするヤオだったが、この時ばかりは凛り々りしく毅き然ぜんとした態度となった。翼竜の胴を軽く蹴り、伏せた姿勢から立ち上がらせる。

「おおっ、うわっうわっ！」

　伊丹は思わず叫んだ。断崖絶壁の縁から見下ろす風景は、足場がしっかりしていても肝が冷えるのに、不安定な動物の背の上ともなるとそれが数倍にも感じられるのだ。

　ヤオは伊丹を振り返って心配するなと告げた。

「大丈夫だ、ヨウジ殿。決して此の身から手をはなさないように。さりげなくだったら胸を触るのも許可だ。さすがに皆の見ている中でわしづかみにされるのは恥ずかしいが、どさくさに紛れてだったらいつでも良いからな」

「人聞きの悪いこと言うな！　今の俺には、んな余裕は無い！」

　目をぎゅっとつぶっている伊丹に出来ることは「とにかく安全運転で頼む」と叫ぶことだけだった。




　こうして支度が調ととのって、翼竜達は航空母艦から発進する艦載機のごとく翼を広げた。

「晩飯の用意して待ってますからね」

　倉田がまるで発艦士官のごとく誘導しながら「さよ～なら～」と手を振る。

「んじゃ、俺達行ってくるから。後を頼むわ」

　皆の準備が整ったことを確認したジゼルは、自前の翼を大きく広げた。

　そしてハングライダーの離陸のように崖を蹴る。翼竜達も、その後に続いて崖から離陸して速度を得るため、急速に高度を下げていった。

　航空機と違って生物の背の上というのは独特の不安定さがある。内臓を下から押し上げるような落下の感触に伊丹は、「うわぁっ」と思わず叫き、渾こん身しんの力でヤオの柳腰を抱きしめる。

「うふっ！　仕方のないおヒトだ」

　思わずヤオの表情がほころぶ。だがその瞬間、前方を飛んでいるテュカやロゥリィの視線がヤオを貫いた。二人の口元が何やら不穏な言葉を連ねているのが見えて、急速に背筋が冷えた。

　具体的にはテュカが「鎮まれ、鎮まれ、あたしの右手」と拳を振るわせ、ロゥリィは「主神エムロイ。あの者の罪をお許し下さい。あの女は自分が何をしているのかぁ、全くぅ理解していないのですぅ」と唇を暗黒色に染めて祈っていた。

　ふたりの目の色は呪いの色彩を帯びていた。実際はそうではなかったかも知れないが、ヤオの目にはそう見えた。そして、ささやかに膨らんでいたヤオの自信は、急速にしぼみ、伊丹に選ばれたという幸せ感に隠されていた不安が急速に頭をもたげ始めた。

「ああ、あたしの右手が勝手に……風よっ！」

　さらに悪いことに、金髪エルフの右手を乗っ取った邪気が、精霊魔法を放って、ヤオの胸に下がっている護符（五円玉）の革紐をぷちっと断ち切った。

　虚こ空くうに落ちていこうとする五円玉。それを見てヤオは叫ぶ。

「ああっ！　なんてことを！」

　その瞬間、ヤオは手綱を放り出すと、五円玉に飛びつこうと翼竜の背から身を投げた。

「危ない、ヤオ！」

　ヤオにしがみついていた伊丹も、巻きこまれて落下しかかる。だが伊丹は両の股で翼竜の胴を締めつけて懸命にぶら下がった。

　こうして二人は翼竜から逆さまにぶら下がることとなった。

　なのにヤオは自分の命綱ともいえる伊丹の腕を邪魔だとばかりに引きはがそうとする。

「ヨウジ殿。放してくれ！」

「馬鹿、そんなことをしたら死んでしまうだろ！　はやく手綱をとれっ！」

「ダメだ！　あれがないと此の身は、二人の呪じゅ詛そが！」

「馬鹿！　暴れるな！　滑ってるって、このままだとすっぽり抜けるっ！」

　折角支えているのに暴れるものだから、ヤオの身がするすると抜けて行こうとしていた。なんとか腰回りで止めたが、脚をバタバタとされたためヤオの身体の向きがくるりとひっくりかえり伊丹と向かいあう体勢になる。

　だがこの体勢になると言うことは彼女の豊かな胸に伊丹が顔を押しつけることを意味していた。

「い、息が出来ん」

　暴れるヤオと呼吸困難。二つの悪条件が重なって、伊丹の腕からヤオの腰が抜けた。辛うじて股のあたりで支えたが、伊丹は頭上を流れていく恐怖の風景とヤオを落とすかも知れないという恐怖で絶叫した。

「だあぁぁぁぁ！　手綱、手綱をとってくれっ！　ヤオっ！」

　ヤオのすぐ目の前には、翼竜の手綱がぶらさがっていた。

　だがヤオは五円玉を失ってしまったことに呆然とするばかりである。どうやら自分がどういう状況にあるのか気がついていないようなのだ。

「駄目だ、駄目だ、駄目だ。あの護符が無いと悪いことが起きる！　落ちる！　転ぶ、財布を落とすっ！　不幸になる！」

「馬鹿！　不幸なのは今の俺だ！」

　自分の意思で飛行している翼竜達は、乗っている者が手綱をとろうがとるまいが関係なく、斜面のわずかな上を滑るように滑空して、険しい谷間を縫ぬうようにして飛行していた。




　三十分ほどすると突如開けたところに出た。

　黒い霧を湖に例えるならば、畔にあたる場所に翼竜達は着地した。皆、無事に降り立つことが出来たが、伊丹とヤオの二人は放り出され立ち上がることも出来ない。伊丹などは疲労困憊して、息も絶え絶えである。だが、そんな二人を誰も振り返ろうとはしなかった。

「これです。お姉ぇさま」

　養鳴と漆畑、白位の三人の学者と、栗林菜々美は目の前に広がる光景に絶句した。カメラマンはカメラを構えると、その無惨な光景を記録に留め始めた。

「こ、これは……」

　それは高原の山裾や谷が、黒い霧によって覆い尽くされそうになっている姿であった。上空からも見えたが、間近で見るとその影響の酷さがよく分かる。

　翼竜から降りたテュカは片膝を突くと、黒い霧……間近で見ると霧と言うより霞かすみ、あるいは煙にも近い……に触れないようにしながら植物を丹念に調べ、悲しげに呻いた。

「酷い……」

「何が起きているの？」

「死んでしまっているわ。生きとし生けるものの全てが、生の営みを止めてしまっている……」

　黒い霧によって根元を覆われた植物群のことごとくが、緑の姿のまま枯死していたのだ。

　葉が紅くなり落ちるならそれは自然のことである。だが落葉しない樹の葉まで緑色のままことごとく落ちてしまっているという姿は、まさに異様であった。




　あたかも黒い水のように広がる黒霧。その霞の向こう側に昆虫の死骸を見つけたテュカは、枝を二本拾って箸のようにしてつまみ上げた。それは、まるで今さっき死んだがごとく、新鮮に見えた。水気すらも残っているのだ。

「今さっき死んだばかり？　それともこの黒い霧の中では死んだ植物や虫が、腐りもしないってこと？」

　つまりは腐敗菌までもが死んでいるということである。

　現代科学の知識を持つ養鳴、漆畑、白位はテュカの手元を覗き込みながら、その原因を「放射線ですかね？」「いや、ガスかも知れない」など予想しあっていた。

　剣呑な単語を耳にした伊丹は慌てて化学防護機材からガイガー計数計を取りだす。

　あちこちに機械を向けその数値を読んで「自然の数値内です」と告げる。さらにガス検知器を取りだすと黒い霧の中にその先を突っ込んで毒性の有無を測定する。しかし検知管の色彩変化を教きょう範はんと並べて確認するも、毒ガスの存在を裏付ける測定結果が出ることはなかった。

　ジゼルが、雲海の沖に岩礁のように突き出す丘の頂を指差して語る。

「あたいが主上はんのご指示でここに来たのは、ひと月も前のこと……です。その時は、この霞はあのあたりまでしかなかった……んです。それが今はここまで広がっちまったんだ」

「これは、もしかしてアポクリフ……」

　ロゥリィは口を押さえながら呻いた。

「アポクリフ？」

「数万、数千万、数億とも言われる年月の果てにぃ、神々が去りぃ、人々もいなくなって世界はゆっくりと虚きょ無むの霧に包まれて原初の混沌に帰っていくと言われているわぁ。その虚無の霧の名がアポクリフ」

「って、まだロゥリィたちだって居るじゃん」

「そうよぉ。だから、まだこんなものが現れるはずがないのよぉ。ずっとずっとずうっっと、将来のはずなのよぉ」

　ロゥリィはそう言って打ち拉ひしがれたようにしゃがみこんだ。

「漆畑君。これを何と見るかね？」

「一見すると、スモッグのようですが……」

　漆畑は斜面を少し下ると、水面にも似た黒い霧の表面へと手を伸ばし、ジゼルに止められた。

「気をつけな。深く突っ込むと指が無くなっちまうぜ」

　そう言って、ジゼルはまだ枯れていない立木から葉の茂る枝を手折ると、その先を突っ込んでかき回した。そして、引き抜いて漆畑の目の前に突きつける。

　枝の先についていた青い葉っぱは、まるで液体窒素につっこんだように、軽く触るだけで砕けてしまった。

　養鳴も同じように枝を手折ると黒い霧にその先端を突っ込んだ。

　水蒸気やスモッグの類であれば、ドライアイスで作った煙のように攪かく拌はんすればそれなりに波うったりと、反応してみせるものだ。だが、それはまるで影のように手応えがなく、その場に固定したまま動かない。

「表面から四～五センチくらいなら、どうにか透けて見える程度の透明度じゃな」

　漆畑は鞄から、コンビニの買い物袋を取り出すと、中身の焼酎やツマミの類を鞄に放り込み、レジ袋だけを掴んだ。そしてしゃがみ込むと、それであたかも水を汲くむかのようにして、黒い霧を浚さらった。

　だが、何度繰り返しても、すくい上げたビニール袋に黒い何かが溜まることはない。レジ袋を入れれば、その内部には確かに黒い霧状の何かは侵入するというのに……。

「うむ。どうもこれは気体でも液体でもないようじゃ。そればかりか『物質』とも言えん」

　養鳴の言葉に、白位、漆畑の二人は「そうですね」と頷いた。

　水たまりを覗き込む子供のごとく、大の大人三人がしゃがんで顔を寄せ合って黒い雲を観察している。その霧は袋を入れると、ビニール表面を透過しその中へと侵入する。そしてビニール袋を持ち上げても中に溜まらず、袋の中には何も残らないのだ。

「もしやとは思うが、これは影のようなものではないか？」

「影ですか？」

　横からニュッとマイクが突きつけられた。傍らで菜々美がニコッとした笑顔で養鳴の解説を待っている。傍らにはカメラのレンズも光っていた。

　そんな彼女の笑顔に、学者達は頷くとさらに解説を始めた。

「まだ、そうだとはっきりしたわけではない。だが、これは余剰次元からの影ではないだろうかと儂は思っている」

「じ、次元ですか？　ＳＦみたいですね」

「うむ。いかがわしい似え非せ科学っぽく聞こえるだろう。儂もそう思う。だが、実際には立派な学問の研究分野だ。ジュネーブでは、大型ハドロン衝突型加速器を用いて、第五次元の存在を証明すべく実験がおこなわれておる」

「はあ、そうですか……でも、こんなふわふわってしているというか、厚みのあるものが影と言えるんですか？」

「うむ、良い質問だ。儂らの住む三次元時空においては、影と言えば平面すなわち二次元として認識されるものだからな」

「ええ」

「しかし、ここに立体的な、すなわち三次元の性質を有する影が存在するとすると、余剰次元の存在を示唆することとなり得るんじゃよ」

「ふ～ん」

　菜々美は合が点てんがいったかのように頷いて見せた。養鳴教授もその反応を見て好こう々こう爺やのように微笑んだ。

　だが菜々美は笑顔で言った。

「わかりません」

「あ、頭の悪い奴め！　これだけ説明しても理解できないと言うかっ!!　胸にばかり栄養が行って、頭に行っとらんのじゃろ！」

　こいつめこいつめと、菜々美のおでこをペシペシと叩く養鳴教授。菜々美は頭を抱えると地面を転がり回った。

「ひえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ、ごめんなさい。でも、ホントに理解できないんです」

「まぁまぁ養鳴教授、抑えて抑えて。説明の真ん中を省いて理解できる学生なんて今日日きょうびいませんよ。それに三次元的性質を有する影があると、余剰次元の存在を示唆するなんて理論、わたしも初耳ですよ」

「そりゃ、そうだろう。儂が今思いついた」

　二の句の継げない、漆畑と白位。

　状況が理解できない栗林菜々美は教授達の顔を「なに、どうして？」ときょろきょろ見つめる。

　この直後「この程度のこと、直感で理解できなくてどうする!!」という声がクナップヌイの山間部に響くこととなった。




　陽が落ちて、辺りが闇に包まれる夜。

　半日にわたる調査活動を終えた一同は、晩の食事をとっていた。献こん立だてはもうお馴染みとなった戦闘糧食で、嫌いだと公言する者が滅多にいないカレーである。

　雨はあがり空は星の瞬く晴天となった。だが、地面がぬかるんでいることもあって腰を下ろす場所にも事欠く有様である。そのためチヌーク機内が食堂代わりになった。

　ガツガツと飯はん盒ごうに盛りつけたカレーライスをかっ込むジゼル。

「美味い、美味いぜこりゃ」と瞬く間に二人前、三人前と平らげていった。

　白ゴスをまとった女性が、がばっと大股開いて座り込み、ものすごい勢いで食事をしている姿は、ワイルドとかいう以前に、女性的な何かを完全に放棄しているとしか思えない。ハーディも大食らいだったが、食べる姿に品格があった。天と地ほどの差がそこにあるのだ。

　容姿が素晴らしいだけにもったいないことである。そんなことを思いつつ伊丹はヤオを振り返った。

　するとヤオは、目が合っただけで何も言わないうちから「はい」と腰を上げ、おかわりの支度を始める。

「こりゃ、まだ喰いそうだな。もう一人前追加して温めてやってくれ。それと、ついでだからみんなに珈琲でも入れてやってくれ」と言おうと思っていたのに、その前にヤオが働き出したので伊丹は、ぱくぱくと口を開けたり閉じたりするだけになってしまった。

「へぇ、目と目で通じ合っちゃうなんて、凄いわね、ふ～ん」

　テュカの放った皮肉混じりの言葉にヤオは「へへん」とドヤ顔で五十円玉のぶら下がる自分の胸に触れた。ロゥリィから貰った護符をなくしたと、この世の終わりのごとく嘆くものだから、伊丹が財布から取り出して「五円玉の十倍分だぞ」と言って渡してやったものだ。現金なものでヤオはそれだけで元気を取り戻した。いや、そればかりか浮かれてすらいる。

「ヨウジ殿が何を求めてらっしゃるのか、ここで感じるのだ」

　どうも、調子に乗っているらしい。

「あら、そう。よかったわね」

「呼び名もヨウジ殿になったみたいねぇ」

「そろそろ距離を詰めてもよい頃合いだと思ったのでそう呼ばせてもらうことにした。おおっ、感じるぞ。今宵はきっと、ヨウジ殿から夜よ伽とぎの誘いを受けるだろう」

　皆の視線を浴びた、伊丹は「ないない、ありえない」と叫ぶ。

　だがヤオはレトルトの戦闘糧食の用意を鼻歌混じりにやっている。そして伊丹をチラと見て「ヨウジ殿は照れているようだ」と宣のたまった。

　それを見たロゥリィは、テュカとレレイにぼそっと語りかけた。

「自分の願望と現実の区別がついてないみたいぃ。今夜は監視が必要ねぇ」

「そうね」

「了解した」

　そんな不穏な雰囲気を払うように伊丹は話題を変えた。

「神様の使徒って仕事も大変だね」

　伊丹の言葉に、ジゼルはスプーンを口に運ぶのを、一瞬止めた。

　ぼそりと「お前のせいだ」と呟く。

「なんで俺？」

「龍の件さ。あの件で、主上さんにお叱りの言葉を賜たまわっちまったのさ。罰としてお前達が来るまでここで黒い霧を見張れって……」ロゥリィからの突き刺さる視線に首を竦めて「……言われました」と敬語に口調を改めた。

「もしかして飯抜き？　食糧の補給とかも無し？」

「雲の上のお人が、こっちの飯のことまで心配するかってんだ。そういうのは、それぞれの才覚でやるもんだ。最初は、喰える野草とか、動物を狩ったりしてたさ。けどよ、この辺の生き物はみんな死ぬか、逃げるかして獲物がちっともかからなくなっちまったんだ」

　ジゼルはそう語ると涙ながらにそっぽを向いた。

　その視線の方角では、天文学者の白位が望遠鏡やカメラなどを据えて観測と撮影をしている。

「あれは何をやってん……ですか？」

「夜空の星を記録に残そうとしているそうです」

　ヤオが、カレーのお代わりを差し出しながら説明した。

　菜々美の相方とも言えるカメラマンも、その作業が自分の専門分野に近いことから、白位を手伝っている。もちろん報道に用いる映像を収録しながらである。

　その一方で養鳴と漆畑の二人は、チヌークの荷室に並べた簡易ベッドに座って、コップになみなみと注いだ酒に舌した鼓つづみを打っていた。

　菜々美は二人の会話を取材すべく、一いっ升しょう瓶びんを抱えてお酌しゃくし、ひたすらご機嫌をとりながら話に耳を傾けている。皆、今日行った調査の結果を、養鳴ら学者達がどのように考えているのかを知りたがって周りに集まっていた。

「さて、養鳴さん。今後の調査をどう進めましょうかね？」

　漆畑の発言に養鳴は顎を摘んで唸った。

「うむ。まずは文科省と交渉して、本格的な調査の予算を認めさせねばならないじゃろう」

「ですが、そんな時間ありますかね？」

「そうじゃな。確かに、あのアポクリフとやらが広がっているというならば早急に手を打たねばならん。『門』の存在が原因という示唆があるなら、早い内に『門』をなんとかしてしまわんとならんだろう。そうなると、調査は来年度などと悠長なことは言ってられんからな」

「では、あのアポクリフは『門』が存在することによって、現れたものだということで良いんですね」

　結論を急ぐ菜々美に対し、養鳴は「儂らにそんなこと分からん！」と答えた。

「『門』という現象そのものが、儂らには理解不能なんじゃぞ？　理解不能の現象に、さらに理解不能な出来事が重なったというだけで、その因果関係を立証してみせることなぞ不可能じゃ」

「じゃあ、この調査には何の意味があったんでしょうか？」

「よく分からん現象が起きているということをはっきりさせただけじゃ。この現象を理解するには、さらなる調査が必要なんじゃ。それが分かったことが今回の収穫と言えるじゃろう」

「でも、それだったら別に『門』を閉じる必要は無いんじゃないですか？」

「そうかもしれん。だが違うかもしれん。対応を決めるのは政治の領域じゃからな。科学的に確かなことは言えなくても、その周辺で起こっている出来事から危険を推し量って、対処を決めなければならないという事は結構あるものなんじゃよ。例えば東海地震の予知などがそうじゃろ？　何時起こるかわからんが、準備だけはしなければという話になっておる。こちらでも恒星の観測位置のズレやら、地震やら、あのアポクリフやらの異常が起きておる。それらの状況から見れば、何らかの手を打つことが必要なことだけは確かじゃ。確実なことは言えんが、分かってからでは手遅れということもあるんじゃ」

　漆畑もこの意見に頷いて同意した。

「そうですね。だから、早急にどっかからお金を引き出す必要があります。このまま何の調査もしないで『門』を閉じることになったりしたら、それもまた大変な損失ですからね」

「おい、そこにいる狭間の部下。今回の調査は、どっから予算が出とるんだ？」

　伊丹は、かつて見せられた予算書の内容を思いおこす。

「はい？　特地の資源調査特別予算を流用してますけど」

「よし、それの残りを全部こっちに寄こせ！　掻き集められる限りの機材と学者を募つのって、徹底的に調査じゃ！」

「ちょ、ちょっと待って下さい。俺一人に決められる事じゃありません。上官に相談しませんと」

「うるさい、なんとかしてみせい。儂は、あれの調査を推し進めると余剰次元論もだが、ダークマターの存在を議論するにも、一石を投じることとなるように思えるんじゃ。これも、特地の調査によって掘り起こされる知的資源と言えば言い訳になるじゃろう？」

　伊丹は、「まぁ、言っては見ますけどね」と髪をばりばりと掻いた。

「重力としてのみ存在する『何か』の検証ですね」

　漆畑が呟く。

「そうだ。もしここにあるものが余剰次元からの『影』であると考えることができるなら、ダークマターのような存在の理解にも繋げることが出来るはずじゃ」

　カメラを外に据えた白位が戻ってきて「なるほど」と頷いた。

　長時間露光の撮影は、機材の準備をしてシャッターを開いたら、時間が来るまで放っておくしかない。側に立っている必要もないのだ。

「質量の存在が空間を歪ませ、それが重力という現象として観測される。しかし、もし空間が質量以外の原因で歪むなら、そこには物質の存在が無くとも重力に似た現象が発生しているはずじゃ」

「空間が歪むことが重力？　どういうこと？」

　突如話しかけて来た銀髪の少女に対して、養鳴は「つまりこういうことじゃよ」と親切にも解説を始めた。

　傍らにあった、ゴム製の滑り止めシートを引っ張り出すとその端を、周りにいる白位や、漆畑らに手伝わせて表面が平らになるようにピンと張らせた。

「もっとそこっ、ピンっと張らんか……そうじゃ、そうそう」

　倉田達も、興味深く思ってシートの周りに集まった。カメラマンは菜々美にせつかれて撮影を始めた。

「よいか？　これを空間とみなす。見てのとおり真っ平らで、なんの歪みもない状態じゃ。ところが、ここに質量のある物質が存在したとする」

　そう言って養鳴は、伊丹が胸にぶら下げていた手榴弾を無造作にとりあげるとそこに載せた。手榴弾を奪われた伊丹は「あっ」と驚いたが、ピンが抜かれてないのでとりあえずはそのままにしておくことにした。

「物体の質量に従って、このゴムシートは撓たわむじゃろ？」

　実際、手榴弾の重さの分だけゴムシートは少し凹へこんでいた。

「この凹みによって起こる現象が物が落ちるということ。凹みこそが『引力』なんじゃよ」

　養鳴の解説に、菜々美は首を傾げる。よくわかっていないようであった。だが、レレイは目を輝かせて何かを悟ったように頷いた。

「物が下に落ちるという現象は、この撓み……傾斜によって起こる。ならば、質量が存在すると、その多少はあれども必ず引力は発生する」

「うむ。そうじゃ」

　この世界の科学者に万有引力の法則が授けられた瞬間であった。

　養鳴は、ポケットからゴムシートの上にパチンコ球を放り出す。

「教授、なんでそんなもの持ち歩いてるんです？」

「パチンコは科学じゃぞ。いずれ必勝の方程式を導き出してやるつもりじゃ」

「パチンコが科学だったのは、ハンドルで弾いてチューリップを狙っていた四十年前まででしょうに？　今は店側の作為で結果をどうにでもできる確率遊戯ですよ」

「ロマンの無い奴じゃなあ」

　そんな漆畑との会話を余所に銀の玉はゴムシートの表面上をゆっくりと転がる。そして手榴弾が作った撓み（凹み）に引き寄せられ、最後にはその表面にカチンとぶつかった。

「物は存在すると、空間を歪ませる……では、その質量と大きさによっては、空間に穴が開いてしまうこともあり得る？」

　レレイの瞳を輝かせての問いに、養鳴は微笑んだ。

　漆畑は例によってレレイの観察を始め、「この娘は若いのになかなかに聡さといですな。今日日の学生でもここまで物わかりの良い者はいませんよ」などと言った。

「君、君、この娘、連れて帰っていいかね？」

　問われた伊丹は、「本人がいいと言ったら良いですよ。これでもこの世界の学者先生ですから。しかも魔導師です。と言っても留学手続きとかいろいろ大変でしょうから、今日明日ってわけにもいかないでしょうけど」と答えた。

「ほほう、この世界の学者でしかも魔導師とな？　儂は以前から魔法という現象には興味があったんじゃよ。ならば儂の研究室に留学するのが良かろう？」

「養鳴教授、狡ずるいですよ。目を付けたのは私が先です」

「そんなもの早いか遅いかは関係ない。どっちの研究室がこの娘に相応しいかじゃ」

　そんな会話をしつつ、養鳴はゴムシート上から手榴弾とパチンコ球を取り除いた。

「さて、何もなければ真っ平らで、なんの歪みもないのが空間の平常の姿なのじゃが。何なに某がしかの原因でこれが歪んだとする……」

　そう言って養鳴はゴムシートの下に手を回し、下から摘んで引っ張った。

　すると平らだったゴムシートの表面が窪んで凹面ができる。

　ここに再びパチンコ球を転がす養鳴。

「見ての通りじゃ」

　パチンコ玉は、皺の寄った表面で不規則な動きをしつつも一番窪んだところへと吸い寄せられていった。

「重力を発生させる質量はなくとも、重力に似た現象がここに発生したわけじゃ」

「でも、俺等はあそこに行っても重力が変だとか感じませんでしたよ」

　笹川の言葉に養鳴は笑う。

「そりゃそうじゃ。ここには大質量たる大地があるからな。歪みもわずかで、ほんの少し皺が寄っていると言ってもよいぐらいに微妙で些細じゃ。差異を体感できるものではなかろう？」

　そう言って養鳴は再び手榴弾を皺の寄ったゴムシート上に載せた。すると養鳴が下から手を回してつくっていた凹みは手榴弾の重さによって打ち消されてしまった。

「空間の歪みですか。わかりにくいっすよ。こんなゴム布一枚で空間がどうこうとか言われても、なんだかなぁって感じです。それとよじょう次元ってなに？　って感じです」

　倉田の言葉は養鳴によって鼻息で嘲あざけられた。

「ま、頭の悪いお前達には無理じゃろうがな、わははははははははは」

　ゴムシートが片づけられ、それぞれ席に戻ったが、レレイと菜々美は養鳴や漆畑相手に質疑を続けていた。

「問題は、余剰次元論のほうじゃな。まずもってその存在を認識することが難しい。儂等はどうしても横・縦・前後という三軸と、過去から未来という時間の方向軸に縛られる。そのどれでもない、別種の『方向』など想像すらできん」

「上下左右前後、過去から未来へという時の流れ以外の『方向』って、どんな物があるんですか？」

　菜々美の問いに養鳴は渋い表情となった。

「わからん、推測するのが精一杯じゃ。もちろん、これかなと思う物はある。方向軸が持っている性質の共通している要素を考えてな。だが証明しようのない憶測だ」

「共通している性質とはなんでしょう？」

　菜々美が問う。

「縦、横、前後、そして時の流れ。全て数学的には任意に取った点Ｐから正と負の双方に向けて無限大の広がりを設定できることじゃよ。そして、それによって構成された三次元時空は、二次、一次の下位次元を内包して、時間という流れの軸を進んでおる。ならばその上位次元の要素も同様の性質を持つであろうな」

　レレイは「そう。その通り」と頷いた。そして話し始めた。

「それならば私に説明が出来る」

「な、なんじゃと!?」

「そもそも魔法とは、サンジゲンの外側に働きかけて物事を為す方法」

「ちょっ、ちょっと待てよ、お嬢ちゃん。あんた、それを理解していると言うのか？」

　養鳴達は一斉に身を乗り出した。

　レレイは魔導師ならば必須の知識であると頷いた。

「サンジゲンの外側にはエテルが存在している」

「エテル？」

「そう呼ばれている」

　レレイの説明は非常に簡単だった。

「わかった。先を続けなさい」

「はい」

　レレイは語った。この世界の外側には、エテル、セテル、ケテル、フェイテル……という様々な方向軸が存在していると。

「今、外側と言ったが事実としてはそれは誤り。厳密にはサンジゲンと重なって存在している。しかし私達には、それを感知する器官がないので、外側という表現になってしまう」

「……重なっていると言うのか？」

「そう。だから、物を投げたら落ちる法則が支配するこのサンジゲンで、物を飛ばせ浮かすことが可能となる」

　レレイは、ふよふよとチヌーク機内に置かれていたロープを浮かばせて見せた。

「この現象はサンジゲンの『現理』を切り離し、虚きょ理りの支配するセテル側に働きかけることで起こす。先ほどのゴムシートを転がした球体の例えで言えば、シートの裏から玉を摘んでいる行為に近い。だから重力があろうとなかろうと関わりなく物体を浮かせることが可能となる」

「だが、どうやってセテルとやらに働きかけるのだ？」

「だから言った。サンジゲンとセテルは重なっている」

「だから、重なっているとして、その重なっている向こう側にどうやって働きかける？」

「セテルはここに重なり合って存在している」

　レレイの説明を聞いても「肝心なことがわからん」と、養鳴は首を傾げた。

「サンジゲンは、エテル、セテル、ケテル、フェイテル……に含まれている。別の存在ではない。だからセテルもここにある。フェイテルもここにある」

「くっ、半分以上理解できんのが悔しい。どうやら、腰を据えてかかる必要性がありそうだわい。とは言えこの娘が何かを理解し、それに基づいて魔法という現象を起こしていることはわかった。第五、第六の次元軸として何を選ぶことが正しいかは儂には断定できんから、そのこともとりあえず置いておこう。だがひとつ確認しておきたい。儂は常々、『可能性』という軸があるのではないかと考えておった。それをどう思う？」

　レレイは「可能性とは？」とその単語の定義を問い返した。

「そうじゃなあ……ＳＦなんぞはパラレルワールドなどと呼んでおったが、どう説明したものか……」

　パラレルワールドという単語を小耳に挟んで伊丹ははりきって手を挙げた。

「それって、毛が三本足りない世界があるとか、着ている服の色が違っている世界とかですか？　冬木とか鳴海とか、猫ねこ実みとか、友引町とか、日なたとかいう名の都市がある世界とか」

　これを聞いてレレイは答えた。

「それは、ナゥルテルの認識。ナゥルテルでは、世界は紐ひものような姿をしていると考えられる」

「そ、それは……」

「スーパーストリングス理論ですかね？」

　白位の言葉に養鳴は頷いた。

「そうかも知れん。違うかもしれん。決めつけるのは危険じゃ」

「その紐と言うべき存在はナゥルテル上の世界は一本ではない。根源とも言えるものから無数に分岐しながら広がっていき、それぞれに下位の次元が内包されている」

　レレイは皆の目の前でロープを二本に折った状態で双方を寄せていき、中途で接触させた。伊丹達はそれがハーディによってなされた説明と一致することを思いだした。レレイは、それを自分流に説明しようとしているのだ。

「二つの紐が接した瞬間に出来るのが『門』。通常は一瞬で開いて、一瞬で消える」

　その瞬間、養鳴は手を打った。

「わかった！　つまり『門』が開き続けている状態とは、二つの世界を束ねているってことなんじゃな？」

　養鳴は手を伸ばして、二カ所でロープを束ねた。するとロープは両手に挟まれた部分でくっつく。

　白位はロープに顔を寄せて語った。

「なるほど。『門』が開き続けるという状態は、無理矢理束ねられる形になるから、ロープにかかるテンションもどんどん強くなって、引き伸ばされて力がかかって……」

「うむ。可か塑そ性せいがあるとしても、どこまで伸びるかということじゃな？　世界も歪む訳じゃ……」

　勝手に理解を進めていく教授連中。

　ついていけない菜々美は、話を元に戻すよう要求した。

「あのお、教授。世界は本当にそんなにたくさん存在しているんですか!?」

「そうじゃな。まぁ多分、毛が三本足りないといった程度の微妙な差異は、集約されてしまうだろうがな」

「集約されるんですか？」

「例えばじゃ。コインを投げるとしよう。起こりえることを可能性だけで言うならば表か裏だけでなく、四十五度傾いた姿勢で止まることもないとは言えん。四十二度、四十度とな。だが、一般的には表か裏かのいずれかに落ち着く。それは可能性が集約されてしまうからだ……と儂は考えている。どうじゃな？」

　養鳴は、「どうだ？」と確かめるように尋ね、レレイは首を振った。

「そこまでは理解していない」

　申し訳ないと謝るレレイに、養鳴は気にするなと告げた。

「わからないことは罪ではないぞ。儂ら学者にとっては、わからないことの存在こそが、研究の意欲になるんじゃからな。儂はこう考えておる。地球の公転軌道と金星の公転軌道がこのような距離となるのは何故か？　何故、木星と火星の間には惑星が形作られず、小惑星帯になってしまったのか？　……これらは、それぞれの惑星が持つ重力の働きによって起こる必然なのじゃ。ならば物事の可能性にも、それと同じような働きがあるのではあるまいか？　とな。したがって可能性世界の差異とは、微妙なものではなく、はっきりとした違いとして表れるはずなんじゃ」

　聞いていた伊丹と菜々美は口を揃えて理解不能だと訴えた。

「凡人は理解せんでも良い。とは言え、それが儂らの住む世界と、この『特地』の世界とがそれぞれに存在し得る理由だと儂は思う。しかしレレイと言ったな。娘！　お前のような才能ある者こそ、儂の研究室に来るべきなのだ。儂のところで科学的な思考を学ぶがよい」

　養鳴はそういってレレイの肩を叩いた。

　レレイは、そのまま黙考し始める。その姿は、留学してからの研究に思いを巡らせているかのように見えた。

　養鳴は満足そうに頷くと、菜々美を振り返った。

「よし、今度は儂の番じゃな。儂は今、大変機嫌がよいから、ここで起きている空間の歪みについて、もうちょっと分かりやすく説明してやる。これは意外と日常に転がっておるから説明が容易いぞ。実際には、儂らも空間の歪みを日常的に体験しておるんじゃよ？」

「そうなんですか？」

　菜々美が、「サルガッソーとか、バミューダートライアングルとかですか？　あれってやっぱり、異次元空間に行っちゃうんですか？」とか言い放ち、オカルト雑誌のへんてこ記事と一緒にするなっ、と養鳴におでこをペシペシと叩かれた。

「混ぜっ返すな！　そもそも異次元空間などという物は存在しない！　我々が存在するには……物質が存在して、運動するためには、三次元という時空の枠組みがなければならぬ。儂等はビッグバンによって開かい豁かつされた三次元時空の内側においてのみ、その存在が認められ許されているのに過ぎないのじゃ！　もし渡ることが出来るとしても、それは儂らの世界と、この特地のように、違う可能性軸上にある別の三次元空間になるんじゃよ！」

　伊丹は、手を挙げるとまた自分に理解しやすい例えをあげた。

「それはパソコンゲームのキャラクターが、パソコンの中でしか存在し得ないということと同じですかね？」

「妙な例えじゃが、その通り。パソコンの内側だけが、その登場人物が存在し認識できる世界じゃ。そしてパソコンの外側には、上位の次元が存在し、かつパソコンの内側にもその上位の次元法則がしっかりと働いておる。内部の人物が気付くことが無くともな」

　伊丹はなるほどとオンラインゲームを思い起こして頷いた。

「さて、空間の歪みの話じゃな。例えばじゃ、儂らが平らだと考えてる地面はその実、地球という巨大な球体の表面であり当然の事ながら球面じゃな？　ただあまりにも巨大だから認識する上で、その歪みを無視できるだけにすぎん。ところが、メルカトル法で展開された地図で見れば、大たい圏けんコースとされる最短距離は、見事に曲線として描かれる。三次元体の球面を無理矢理二次元として表現したため、空間が歪んでしまったのじゃ。そのため最短距離が曲線として表現されたんじゃよ」

　はぁ……一同はわかったようなわからないような表情となった。

「でも、半日程度の調査で、あの場所に空間の歪みが起きてるなんて、どうやって確認できたんですか？」

　菜々美の問いを受けて、漆畑はカメラマンに、今日撮影した映像を映し出せるかと訊ねた。

　カメラマンは「いいですよ」と応じ、映像を確認用の液晶モニターに写しだしていく。

　養鳴と漆畑がさまざまな調査機器を扱っている姿が写しだされたが、「もうちょっと先じゃ」という声にどんどん早送りされる。そして「おっ、ここじゃここじゃ」という声で、画像が止められた。

「いろいろな方法を試みたんだけど、これが一番手っ取り早かったよ」

　漆畑の説明に、みな頭を寄せて液晶画面を食い入るように見入った。

　それは、巻き尺で漆畑と養鳴が黒い霞に覆われた地面の距離を測っている映像だった。何と何の距離を測っているのかは不明だが、二十五メートルほど巻き尺を繰り出している。

「これですか？」と倉田。

「わからんなぁ」と桑原。

「教えてくださいよ、教授」

　菜々美の問いを無視して、養鳴はレレイに視線を向けた。

「わかるかな、お嬢さん？」

　漆畑の問いに、レレイは明快に答えた。

「……二点間の距離を測るなら、計けい測そく索さくは直線になるように張られなければならない。だけど、この絵では計測索はたわんでいる……」

　レレイはそう指摘して漆畑と養鳴に視線を向けた。実際映像では、真っ直ぐに張られているはずの巻き尺が、右に弧こを描くゆるやかな曲線となっていたのである。

「その通り。儂等はこれでも真っ直ぐピンッと張ったつもりなんじゃよ。つまり、この巻き尺の示す線こそが、二点間の最短距離なんじゃ。正常の状態ならばそれは直線として表現されねばならぬ。ところが、見ての通りひん曲がって見える、それはいったい何故なんじゃろうな。もちろん巻き尺が風になびいていたわけでも、何かにひっかかっているわけでもないぞ」

　そう言って養鳴はニヤリと笑った。
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　レレイは、ふらふらとした足取りで割り当てられた天幕に入ると、簡易ベッドに腰を下ろした。

　無意識にローブを脱いでハンガーにかけ、天幕の柱にぶら下げる。さらに、下に着込んでいた翼竜の鱗で作った鎧をはずして膝の上に載せると、Ｔシャツとショートパンツ姿となってどこを見ているかわからない面もちのまま、胸の中に籠もった熱気を、大きく吐き出して換気した。

「悔しいっ！　ハーディの嗤わらい声が聞こえてきそうぅ」

　ロゥリィは神職にあるまじき雑ぞう言ごんを吐きながら黒ゴス神官服を脱いでいった。

　鳩目に紐を通して編んだり結んだりという部品の多い衣装なだけに、脱ぎ着が実に大変そうである。だがロゥリィは手慣れた感じで、あちこちの紐をゆるめると、すとっと脱ぎ落とし、肌も露わな下着姿でどっかりと座り込んだ。

「アポクリフが世界を覆い尽くす前にはぁ、『門』を閉じなければならないわぁ。問題はぁ、全ての人間がそうと考えるわけではないことよぉ」

　ロゥリィは、髪にブラシをかけ始めた。

「そうね」とテュカ。タイトなジーンズから脚を引き抜きながら「アポクリフと『門』は関係がないと言う連中が出てくるでしょうね。組合のみんななんかは、『門』のお陰で食べているわけだから、きっと強く反対するわ」と答えた。

「だからぁ、人間がどうするか見てみたいなんて言ったのよぉ、彼奴ぅ！」

「あれを見たら、普通はなんとかしなければと思うものではないのか？」とヤオ。「此の身ならば決断は言わずもがなだ」

　ロゥリィ、テュカ、ヤオと意見の表明が終わり、皆の視線はレレイに注がれた。

　だが、レレイは膝に置いた鎧を畳みながら言った。

「反対する者を説得することは不可能ではない。『門』は閉じても、再度開くことは可能」

「ホント？」とテュカとヤオは、一斉に身を乗り出した。

「冥王から報酬として授かった」と、レレイは髪の束を取りだして示した。「これを触媒として用いれば、世界を渡るための穴を穿うがつことは出来る」

「ちょっと待ちなさぁい！　それを使ったらレレイ、あなたはぁハーディの眷属になることになるのよぉ！」

「それの何が問題？」

　合理的に物事を考えるレレイは、さらっと返した。

　亜神の眷属となった場合は命を共にする深い結びつきが出来上がるが、正神たるハーディから力を分け与えられた場合は、別にハーディの信徒や神官になってロゥリィと敵対しなくてもよいからだ。

　普通の神官は、神に仕えることで異能を授かる。この場合、力を授けてくれた神に刃向かったりすることは裏切りになるのだが、レレイの場合は向こうの都合で勝手に身体を使われ、その報酬──賠償と言い換えても良いが──として力を授けられたに過ぎないのだ。従って、その力をもってハーディに刃向かったとしても、非難されるいわれはない。

　とは言え、ロゥリィとしては自分の身内が、敵対している相手からもらった武器を愛用するようになるようで気分が大変良くなかった。世間的には、その武器を持つことは敵の一派を意味するからである。レレイはその力を示すことで、周囲から冥王の眷属として見なされるようになる。そう、これはロゥリィの気分の問題なのだ。

「でも、そうしたらまたアポクリフが出てくるんじゃないの？」

　テュカは、ロゥリィの葛かっ藤とうとは別の方向からの懸念を口にした。

　ロゥリィは、そうだ、その通りとレレイに翻意を促した。だが、レレイはこれまたその懸念を一蹴した。

「解決策はすでに示唆されている。アレの発生原因は『門』を開きっぱなしにしたせい。適時開閉するくらいなら問題は少ないから、環境にも優しいと言える。要は歪みを蓄積しなければいい」

「なるほどね。じゃぁ、組合的にはアルヌスの『門』を閉めちゃうことは問題ないのね」

「大ありよぉ！　レレイは『門』を開けたり閉めたりするだけの人生をやるつもりぃ？」

　テュカや、ヤオと違ってレレイは寿命の短いヒト種だ。その短い人生を『門』の管理で終わってしまうのは惜しすぎるとロゥリィは言う。

　レレイもそれは嫌だと首を振る。と同時に他にも問題が山積していることを素直に認めた。

「無数にある世界からニホンのある世界を見つけだす方法がない。それがないと穴を穿つにもどこに向けたらよいか分からない。それに『門』を閉じた時に、蓄積した歪みを解消するためにナゥルテルが荒れる。それが落ち着くまでに、どれほどの時を待たなければならないかがわからない。さらに、向こう側とこちら側の時間流には差がある。こちらで翌日開いたつもりでも、向こうで一年経っていたということも起こりえる」

「や、やっぱり駄目だわっ！　ヨウジぃが爺さんになってましたぁとかぁ、こっちがとっくに陞しょう神しんしてましたなんてことになったらぁ、目も当てられないじゃない！」

　ロゥリィが叫び、テュカとヤオがその意見に賛同した。

　すると、これまでずっと黙っていたジゼルが口を開いた。

「主上様の言ったとおりだ……ですね」

「何がよ」

「主上は、人間達には決められないとおっしゃってました。この世界の行く末と、自分たちの欲得がぶつかって結論を出せないだろうって。だからこそ神が災さい禍かをもって、結論をつきつけるのだと仰せだった……んです」

「くっ」

　ロゥリィは悔しげに呻いた。

「お姉さま。何をしなければならないか、わかってらっしゃるはずです」

　ふと、レレイの手が止まった。鎧の裏地に小さいながらも穴が開いてることに気が付いたからだ。

　そして、しばし思考を巡らせてから重々しく語った。

「…………耀司の事は問題にならない。『門』を閉める時は彼を拘束することにすればよい。『門』の再開を条件に取引を持ちかければ、日本政府も彼一人ぐらいは差し出すはず。そのためには、『門』の開閉が出来るのは当面、私だけということにしたい。皆の理解と協力は当然得られるものと期待する」

　レレイは、全くの無表情のままに「くくく」と嗤った。

　その姿を見たロゥリィとテュカ、そしてジゼルまでもが少しばかり身を仰け反らした。

　その無表情な笑みに、背筋に氷を押し付けられたような寒気を感じたのだ。

「なに？」

　なんか文句ある？　という言葉に聞こえて「な、何でもないわぁ」とロゥリィ達はぶんぶんと一斉に首を振った。

　レレイの見つけた鎧の穴は、パンチで打ち抜いたような丸い穴ではなく、ボタン穴のような線で出来た穴だった。指をあてると人差し指が通る程度の大きさだ。表に返してみると、鎧の胸のあたりに並ぶ鱗に傷はない。どうしてこんな穴が開くのか、不思議だった。

　とは言え、これは職人がこしらえたものではなく、アルヌスの子供達が作ってくれたものだ。しかも翼竜の鱗製とは言え、売り物にならないような、小さかったり一部が欠けたようなサイズが不均一の鱗が使われているので、身に着け方によっては微妙に隙間が出来ていたりもするのだ。

　実際、裏地に出来た穴は、鱗の隙間を貫くように出来ていた。

　何時出来た穴なのだろうか？　レレイは首を傾げながら荷物をがさごそとまさぐって中から糸と針の裁さい縫ほうセットを取り出した。

「あの、レレイ殿？　今の話だとレレイ殿が大変危険なことになると思うのだが」

　振り返ると言葉を投げてきたのはピニャであった。ハミルトンが、皇太女の赤い髪をくしけずっている。

「どうして？」

「帝国と、ニホンをとりまく様々な思惑に巻き込まれてしまうからだ。少なくともそのことがゾルザル兄様に知られれば、レレイ殿の身柄や生命は再び狙われてしまうだろう」

　ゾルザルからすれば『門』を閉じるという話は、日本が『門』のこちらで得た物を放棄して、向こうに撤退することを意味するから万々歳なのだ。そして二度と開くことが無ければ、なおさら良い。当然、『門』を開く力を持つ者がいれば疎うとましく思うはず。その相手が冥府の神ハーディならばどうすることも出来ないが、ヒトになれば話は違って来るのである。

「秘密にすることは不可能」

　レレイはそう言って、針に糸を通して穴を繕い始めた。

　ピニャは「何故……」とレレイに尋ねる。

「『門』を再び開くことが出来ること。それが、一旦『門』を閉じることを、ニホン政府やアルヌスの皆が受け容れる前提条件となるから。それがないと皆の反対に遭って、きっと議論にもならない」

　ピニャは自分だけでは説得できない、誰か口添えしてくれないかと周囲を見渡した。だがテュカと、ヤオの二人は黙したまま首を振る。

　ロゥリィも悔しげであった。ハーディはこうなることを予見していた。だからレレイに力を授けたとも言える。レレイを台風の目にすることで、事態を引っかき回そうという底意地の悪さが感じられるのだ。

「帝国の正統政府は間違いなく反対するだろうな。『門』を後で開くことが出来たとしても父上……皇帝陛下は『門』を閉じる話にはかならず待ったをかけてくる。かつての妾でも、『門』を閉じることを強硬に反対すると思う」

「それってどうして？」

　テュカの問いに、ハミルトンが顔を上げて答えた。

「イタリカの正統政府にとって、アルヌスにいるニホンの軍事力が生存のために必要だからです。たとえ『門』が再度開くことが保証されていても、それによって軍事力の空白が生じることになるなら絶対に駄目です。我々の死命に関わるからです。おそらく、あの粛清の嵐を体験した者は『ニホンよ、我々を見捨てないでくれ』とすがってくるでしょう」

「帝国と日本は戦争していたのではないのぉ？　いなくなって万々歳じゃない」

「状況が変わりました。それはご理解下さい」

「じゃぁ、いっそのことゾルザルをやっつけちゃう？」

　その方が話は早いとばかりに、ロゥリィがハルバートを立てた。

「聖下。それをなさったら、今度は父上がレレイ殿を狙うでしょう。正統政府がニホンを必要とするのは兄様の一派が力を有するからで、それがなければ帝国にとってニホンは邪魔者。ゾルザル兄を倒せば父上が、父上を倒しても父上に成り代わった者が、必ずレレイ殿を狙います。これは立場がそうさせるのであって、兄様や父上だからというものではないのです」

「いっそのこと、モルト皇帝を退位させて、ピニャが女帝になったら？」

「勘弁して下さい。妾は、政まつりごとは、もうこりごりなんです。女帝なんぞになったら、妾がレレイ殿を抹殺する決断を下さねばならなくなる」

　嫌だというものを無理強いするわけにもいかず、重苦しい空気が流れた。「頭の痛い話ねぇ……」というロゥリィの呟きが皆の気持ちを代表しているようであった。

「ハーディの奴ぅ。恩を仇で返してきやがったわぁ……」

　ロゥリィから見ればレレイはその能力によって狙われる。その原因がハーディなのだから、ハーディから呪われたようなものだ。だがレレイは、何も困っていないかのように言った。

「何を迷う必要がある？」

「何をって……レレイ殿、今の話を聞いておられたのか？　今、御身の命に関わる話をしていたのだぞ」

「大丈夫。耀司が守ってくれる。助けてくれる」

　するとテュカは嫌らしそうに笑った。

「ははあ、それが目的ね？　ロンデルで守って貰ったことに味を占めたんでしょ？」

　レレイはテュカの言葉にこくりと頷いた。

「やっぱし」

「否定はしない。否定はしないけど、それだけじゃない」

「つまりは、ヨウジィを、引き留めるためねぇ？」

「お父さんが、命を狙われている自分を放り出して、向こう側に帰っちゃうかもとは、考えてないんだ」

「私は確信している。もし、耀司がわたしを助けないとすれば、きっと何かの理由があってのこと。私より大切な何かと天秤にかけての苦渋の決断」

「でも、もしよ、そんなことになったらどうするの？」

「黙って死ぬ。それが妻たる者の振る舞い」

　レレイは頬をうっすらと紅色にして針仕事を始めた。

　ロゥリィとテュカ、ヤオの三人は驚いたように互いに顔を見合わせ「凄い信頼」と呻いた。「レレイって重い女だったのね」というテュカの囁きが皆の耳に響く。

　自覚がないのか、レレイは「重い？　私が？」と呟いた。意味もよく分かっていないようだ。

「ところでレレイ。さっきから何やっているのぉ？」

「穴を塞いでいる。穴を塞ぐことは必要」

「え!?」

　先ほどから穴の話をしていただけに、ロゥリィは、先ほどからチクチクと針を操っているレレイの手元を見ようと身を乗り出した。

　そして、くわっと目を見開き、レレイの手元から胸元へと顔を寄せる。

「…………な、なに？」

　ロゥリィは突然手を伸ばしＴシャツを捲り、レレイの腹部の中央で慎ましやかに窪む臍へそから、緩やかに膨らむ乳房の上、喉元近くまでの肌を一気に曝した。女性しかいない天幕内だからこその蛮ばん行こうだろう。

「な、なに？　なに？　なに？」

　慌ててロゥリィの手を押さえ、問いかけるレレイ。それは、何をするんだという抗議の問いでもあった。しかし、ロゥリィはレレイの白い肌に傷がないことを確かめるとゆっくりと指を這わせ、その後ににんまりと唇を悪魔的な弓月型に細めてほくそ笑んだ。

「少しぃ、増えた？」

「…………え、え!?」

　レレイはそう言って胸を押さえた。

　これまで感じていなかったが、もしかしたらハーディの暴飲暴食がレレイの体型に深刻な被害をもたらしたのかも知れない。今も重い女だと言われたばかりだ。重いとはそういうことか？　だとしたらなんとしても修復しなければ。

　レレイは密かにダイエットの断行を決意した。
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　さて、アポクリフの発生は伊丹達自衛官にも深刻な影響を与えていた。

　対策は『門』を閉じることだと言われても、特地の住民との関係を地道な努力で築き上げて来た面々にとっては、「はいそうですか」と簡単に受け容れられることではないからだ。

「隊長。どうします？」

「どうしますって、何が？」

　簡かん易い寝台に寝そべって漫画を読んでいた伊丹は、話しかけてくる倉田を煩わずらわしく思った。

　だが、続いて耳に入った「『門』を閉じることになったら、俺もこっちに住んで良いですかねぇ？」という言葉が、そんな気分を一気に吹き飛ばした。

「な、何を突然!?」

　本を取り落としそうになりながらも、身体を起こす伊丹。部下の顔を改めて見た。

「いや、その、実はペルシアと、その、いい感じなんですよ」

「おいおい、変な勘違いとかしてないだろうな？　嫌だぞ、勘違いストーカーになっちゃ」

「いや、確信できるくらいの関係には、なんとかなりました」

「女の子の中には、情に絆ほだされて、一回だけならお相手してくれる娘もいるらしいぞ」

「大丈夫です。そんなんじゃ決してありませんから」

　同じ天幕内での会話である。聞こうと思わなくても二人の会話は周囲の耳に入って、勝本、笹川が囃はやし立て、桑原曹長は苦笑した。

「いいなぁ、いいなぁ、ひゅーひゅーひゅー！」

「規約違反だぞ……あんまし公言してまわるなよ」

　そんな負け犬の遠吠えに対して倉田は「それなりにマメに努力したからな」という言葉を返す。

　それは誰もが認めることであった。任務でイタリカに赴くたびに、会いに行ったり、手紙を書いたりを続けてきたのだ。

「けどさぁ、お前……女のために日本からこの特地に移住するの？　陸自辞めちゃうの？　親御さんはどうすんの？」

「辞めたくはないですよ。日本にだって未練はあります。けど、あいつと二度と会えないってのも嫌なんですよ」

「おおっ！　さすがだ、大したもんですだ！」と勝本。

「すげぇなぁ。猫耳好きもそこまで徹底すれば尊敬できますよ」と笹川が集まってきた。

　だが桑原曹長は、地に足をつけた意見を語った。

「自衛隊を辞めたら、こっちでどうやって生活するんだ？　けっ……いや……男女が一緒に生活するようになれば問題は、配偶者をどうやって養っていくかだぞ？」

「今度結婚する」「今度子供が生まれる」等の単語は、第三偵察隊では禁句に指定されている。故に、みな注意して使わないようにしていた。

「フォルマル家に雇って貰うってのは駄目ですかね？　日本の知識を使えば、内政だって経済だって、軍事だって活躍できる余地がいっぱいあるって思うんですよ。ちょっとばかり知識を提供すれば、開かい墾こんとか……」

　伊丹は、倉田を制するよう口を挟んだ。

「ところがそうは行かない。実際にはなかなかうまく行かないんだよ」

「どうしてですか？」

「例えばだ、海外青年協力隊の隊員達や、充分に経験を積んだシニアの技術指導者が、アフリカやアジア、中南米の発展途上の国々で長年活躍してる。が、その成果を出すのにどれほどの歳月と労力をかけてるか知っているか？　農地の開墾だって、水路を造って、畑を作ることすら、気の遠くなるような時間をかけて説得して、地元民に少しずつ納得させて、やっとこさ出来上がるんだ。水路を引くのにただ溝を掘れば良いだなんて考えていると酷いことになるぞ。あっという間に取水口は土砂でふさがっちまう。アフガンの会なんていうボランティア団体が中東で成果を出しているが、あれだって代表者の凄まじいまでの根性と非営利だからこそのなせる業わざだ。投資として考えればとんでもなく非効率なんだ。ネット小説の内政ものみたいにはいかないんだ」

「た、隊長……随分と詳しいっすね」

「ま、なんだ……お前が考えるようなことは、俺も一通り考えたんだ」

「あはははは。やっぱりね」

「ちっとは調べてみたんだよ。その結果、門外漢の俺にはやっぱり無理だとわかったわけだ」

「でも、アルヌスの組合は成功しましたよね」

「あれは良い品物を安く仕入れて、高く売るという万国共通の基本に則のっとってる。たまたま手にした特権が役に立って手広くやれただけだ。これは特地の商売の仕方から見ても特別なことじゃないんだ。商人達も意識改革は要らなかった。だからこそ、この世界でも素直に受け容れられたんだ。為替だの相場だので一いっ攫かく千せん金きんを狙った奴もいたけど、頻繁な両替を嫌がらせの類と勘違いされて長続きしなかっただろ？」

「あ、はい」

「移住を考えるならそれもいい。好きにしろ。ただ、自分の特技や才能を冷静に考えたほうがいいぞ。女に惚れたってだけで突っ走ると後悔することにもなりかねないしな。けっ……もとい、署名捺印はゴールじゃない。そこからがまた大変なんだからな。いきなり三行半をつきつけられるってこともあるんだからな」

「さすが、バツ一だけあって含蓄あるお言葉で」

　伊丹は「あれはショックだった」と小さくため息をついた。

「特地は遅れているから、自分だったら何でも出来るなんて考えてたら絶対に火傷すると思うぞ。そのあたり甘く見るなよ」

「わかりました。でも、隊長も考えてんですね。流石です」

「『大丈夫、まかせておいて』なんて、言っちまったからな。俺が居なくても、避難民の生活が成り立つように道筋はつけておかないとって思って、いろいろと考えたんだ」

「へ？　隊長、特地に残るんじゃないんですか？」

「どうしてそうなる？」

「だって……黒ゴスとか、金銀エルフとか、魔法少女とか……どうすんです？　最近は、皇女さまとかもいるみたいですけど。端から見ていると、彼女たちすげぇ本気に見えますよ」

「いや、ま……そうだな。考えとかないといけないな」

「考えるって……隊長、今更考える余地があると思ってます？　逃げられると思ってるんですか？」

「無理？」

「無理でしょう」

　倉田達は一斉に頷いた。おやっさんこと桑原までも「無理だな」と頷いていたほどだった。

「だって俺、なんにもしてないよ。誰にも手を出したりしてないもん」

「手を出してなくったって、相手を本気にさせちゃったら駄目でしょう。相応の責任ってものがありますよ」

「責任？　何にもしてないのに!?」

「ええ。この場合は、いわゆる無過失責任って奴ですね」

　まるで交通事故のような言いようである。

「でも、俺、バツイチだし」

「それって、何か意味あるんですか？」

「だからさあ、俺の本性を知られたらすぐに駄目になっちゃうってことだよ」

　自分を卑ひ下げするように言う伊丹の言葉に、勝本は驚いたように尋ねた。

「ま、まさか。未だに本性を知られてないって、本気で思っているんですか？」

　これを受けて笹川が呟く。

「かなり早い内に完全理解されてるのにね。何言ってるんだろ、このリア充。さっさと溺でき死ししろ」

「で、溺死って？　俺が？　どうして？」

「事実、女に溺れてるでしょ。そろそろブクブクって沈むべきなんですよ」

「おいおい、なんだかさらっと酷いこと言われてる気がする」

「酷いのは隊長でしょうが」

　だよなぁ、と倉田達は互いに顔を見合わせて一斉に頷いた。

「どうして？」

「だって、例えば金髪エルフ。どう見ても隊長に好意を寄せてますよね？」

「助けたから惚れられてるって思うのは、『それなんていうエロゲ？』って感じで安易すぎだぞ。テュカはそんな安っぽい女じゃない。残念だけど俺とお父さんとを重ねて、和んでるんだと思うよ。うっかりその気になって迫ったりしたら折角の仲が気まずくなっちまうよ」

「じゃあ、銀髪黒エルフは？」

「ヤオは、俺に仕えるのがケジメのつもりなんだよ。でなきゃ、あんないい女が俺の相手なんかしてくれるもんか。それにつけ込むのは一種のパワハラだと思うな」

「んじゃ、魔法少女」

「レレイはウブだからな。気の迷い、麻疹はしかみたいなもんだよ、きっと。それにつけ込むのは大人としてどうなんだろうか？　それに、あんな頭のいい娘が俺なんかに満足するわけないだろう。すぐ飽きられちまうよ」

「では、黒ゴスは？」

「ロゥリィに手を出したら犯罪じゃないか!?　日本だったら間違いなく児童福祉法違反と、青少年育成条例違反で通報される。ま、実年齢がアレだから、検察はアレ的な配慮で起訴しないだろうけど……世間体ってものを考えるとだなぁ、せめてもうちょっと年かさに見えてくれればなぁ……」

「なるほど……」倉田は頷いた。「じゃあ、隊長？　もしですよ、もし、俺達が四人の内の誰かを口説いたらどうします？」

「ここはネタ的に、第四戦闘団に転属させてやるとでも言えばいいのか？」

「最前線送りってことっすね？」

　男達は互いの顔を見合って無言の審議を開始した。

「な、なんだよおまえら」

「隊長は黙ってて下さい。ただいま審議中です」

　程なく結論が出たのか、倉田から口を開き始める。

「隊長。素直になりましょうよ。はっきりしない態度が一番の罪です」

「そうそう。ここは一つ、四人全員とつきあうぐらいの根性を見せてください」と勝本。

「もうちょっと強気でいけば、ハーレムですよ。ハーレム」と笹川。

　伊丹の部下達は、そんなことを言いながら戸惑う伊丹の肩を次々と叩いていった。

「そろそろ交代の時間ですわ……」

　女性ということもあって早い時間帯に不寝番を設定された黒川が、第一直を終える寸前に動どう哨しょうがてら次の担当者を呼びに来た。不寝番は通常二人組でおこなう。現時点での立りっ哨しょうは航空科の機上整備員がしている。

「お、次は俺だ」

　倉田が、銃に手を伸ばして半長靴に足を通す。

　場に微妙な空気が流れていることを察して、黒川は伊丹に尋ねた。

「どうしたんですか？」

「いや。ほら、『門』の件でな、ちょっといろいろと考えなければならないってことを話し合ってたんだ。うん。これから大変だよな」

　まさか本当のことを言うわけにもいかず、伊丹はそう言って誤魔化すことにした。だが、黒川はいつもの表情のままこう語った。

「そうですわね。けれど、隊長？　貴方に考えるなんてことが、本気で許されると思ってらっしゃるんですか？」
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　帝都を放棄して帝国第二の都市テルタに皇太子府を移したゾルザルは、そこを拠点として精力的に帝国の統治活動に取り組んでいた。もちろん彼なりに……ではあったが。

「父、モルト皇帝は我が下で療養中である。イタリカに逃れたという噂は信じてはならない。全てはピニャと元老院講和派共が結託して流した嘘である。我われが廃はい嫡ちゃくされ、代わりにピニャ・コ・ラーダが皇太女として立てられたという噂も、当然の事ながら根も葉もない嘘にすぎない。すでに承知のことと思うが、あらためて確認しておきたい。我こそが皇帝陛下より直々に皇太子とされた者であり、帝国統治の正統は我が手にある。以上のことを忘れる事なきよう求めるものである」

　ゾルザルの言葉を文章にまとめていくテューレ。

　さらさらと羊皮紙の表面を走る羽ペンの筆跡は見事なまでに流麗で、出来上がった文書はそれだけでも、一つの芸術品としての体裁をなした。

　とはいえ署名だけはゾルザルが手ずからするしかなく、画板を受け取ったゾルザルが、無骨な指で仮か名な釘くぎにも似た形状のサインを施すと、この信書の芸術的価値は瞬く間に台無しになってしまった。

　文面を読み返しインクが乾いたことを確認してから、羊皮紙をくるくると丸める。

　リボンをかけ、火にあぶって溶かした封蝋をとろりと盛りつけて、上からぎゅっと封印を押し付けるのだ。

「よし、ただちにエルベ藩王国の国王デュランに届けよ！」

　ゾルザルは、そう命令して傍らに控えていた伝令士に書簡を手渡した。

　伝令士は小気味よい音のする、胸に拳を当てる敬礼をすると、ゾルザルの執務室から駆けだしていった。

「しかし、デュランは帝国と距離をおこうとする態度をとり続けております。果たして我らに従ってくれるものでしょうか？」

　政務上の腹心と言える次期法務官のアブサンが、ゾルザルに懸念を告げた。

「なあに、我らに味方せずとも、講和派につきさえしなければそれで良い。状況が落ち着いてから俺の統治が先代モルトとは異なることを知らしめ、時間をかけて帰順を促していけば良い」

　ゾルザルはそう語って、次の口述を始めた。

　テューレは、新しい羊皮紙を取り出してそれを書き起こしていく。

「次は、属州カルポ総督宛だ。……ん……卿けいの帝国に対する忠誠は、非常に好ましく思っている。しかし、その忠誠心に対する信頼がここに来て大変揺らいでいる。臣下の忠節に疑いの念を抱くのは大変心苦しいのだが、期限を区切って命じておいたはずの兵と怪異共が、未だに到着していない。その理由の説明もない。もし手元にありながら何らかの理由で出発を遅らせているのなら、可及的速やかに出発させるように。怪異の数を揃えるのに手間取っているというだけならば、叱しっ責せきを心配する必要はない、とりあえず集まった分だけでも良いので、すぐに送ってよこすように……」

「そのような文章では、こちらが困こん窮きゅうしていることを知られてしまいます」

　アブサンがゾルザルの口述した文面に異議を唱えた。

「別にかまわないではないか。事実窮しているのだからな。帝国は戦争中なのだ。こちらに余裕があると思っているから、兵を送ってよこさないのかも知れん」

「しかし、窮状をあからさまにし過ぎますと、侮あなどりをうけて地方の離反を招くおそれがあります。やはり命令に従わない場合は、反逆罪で処刑するといった警告を臭わす一文を付け加えることをお勧めします」

「そうか。では、そうだな……どうすればいい？」

「私の部下は……新たに配属した帝権擁護委員オプリーチニキはきちんと働いているか？　と問うてはいかがかと？」

「そうだな、そうしよう」

　ゾルザルはテューレの仕事を覗き込むと、「ここに今の言葉を付け加えろ」と指示し、その後悲劇を演じる舞台俳優のごとく両手で顔を覆って天を仰いだ。

「嗚あ呼あ。まさかアルヌスと、イタリカの双方を一時に相手にせねばならぬとはな……」

　イタリカに正統政府を自称する講和派勢力が盤ばん踞きょして以来、自衛隊相手のゲリラ戦が思うように展開できなくなっていた。

　もちろん、ヘルム将軍の能力が劣っているわけではない。

　住処や食糧を失った者を保護収容しようとする日本の軍に、足手まといを押し付けて、身動きがつかなくなったところを襲撃するというヘルムの戦術は、大変に効果的だったのだ。

　難民に扮した帝国兵を敵の懐深くに埋伏させ、騒動を起こさせたり破壊活動をさせたりする作戦も何度も成功した。

　だが講和派が活動を始めると、それに専念することができなくなった。

　講和派はどれほど村落を焼こうが、どれほどの難民が出ようが全く気にしないからだ。

　講和派の軍は、焦土の中で助けてくださいと手を伸ばす流民を無視し、帝都を目指して進もうとする。いくら放棄を宣言したとは言え、帝都はやはり帝都。その奪取を許してしまえば講和派の権威はいやが上にも増してしまう。それを防ぐ為にも、イタリカと帝都の間に要害を建設し、ある程度の戦力を常時配置しておく必要性ができてしまったのだ。

　とは言え拠点を築き、立て籠もってしまえばそれは最早ゲリラではない。

　出撃拠点が分かれば、進出ルートも展開場所も概ね予想できるからである。神出鬼没、縦横無尽という利点をこれで失った。

　このため自衛隊相手の戦いも、最近では手を煩わせる以上の効果を得られなくなった。

　敵に怪異の大軍を嗾けしかけるという作戦も、最近では兵力や怪異を損そん耗もうするばかりで効果があがらない。そればかりか逆にゲリラ活動の拠点をあばかれて、どんどん失っているありさまだった。もちろん新設は進めているが、新設と失陥の速度がほぼ同じになっていて、状況は拮きっ抗こう状態の横ばいで続いているのである。

「もしかすると情報がどこぞで漏れているのではあるまいな？」

　ゾルザルは思わず左右を見渡した。次期侍従長のネイが自分はちがうと首を振った。

　だが、この事態は敵の密偵が入り込んでいるとしか思えなかった。そうでなくてどうしてこちらのやる事なす事の悉ことごとくが、失敗したり成果が上がらなかったりするのだろうか。

　せめて、敵の内情を掴むことさえ出来ればよいのだが。

　一いち縷るの望みに縋すがるような気分で、ゾルザルはテューレに尋ねた。

「イタリカに密偵を入れることは出来たか？　せめて混乱の一つも起こさせる事が出来れば、奴らに味方しようとする者が現れるのを妨げることも出来るのだが」

　だがテューレは申し訳なさげに、頭と兎耳を力無く垂らした。

「申し訳ありません。手の者を次々と失っており成果が全く上がっておりません。どういう仕組みかわからないのですが。フォルマル家の館に入りますと、見破られてしまうのです。そればかりかイタリカ内に築いた拠点までもが、敵に襲撃されて失われていきます」

　ゾルザルは頭を抱え髪をかき上げた。

「そちらもか……ここまで駄目だと、かえってサッパリするな。要するに、敵の方が一枚も二枚も上うわ手てと言うことだな」

「口惜しいことですが。しかし、アブサン様と相談して、一いっ矢し報いる準備を進めております」

　話がそこまで進んだところで、執務室の戸が叩かれた。ゾルザルはテューレに話を止めさせて戸の方を振り返る。

「入っていいぞ」

　執務室に顔を覗かせたのは古田であった。いつものように弁当籠を抱えている。

「おおっもうメシの時間か？　かまわんっ、こっちに来い……」

　古田はいつものように、ゾルザルの机の上に運んできた弁当籠と鍋を載せる。ゾルザルは中断したテューレとの会話を再開した。

「ニホンから攫さらってきた者を囮おとりに使うという話だったな？　準備は済んだのか？」

　次期法務官のアブサンが口を挟むようにして答えた。

「はい。一個軍団がタンスカに配置済みです」

「あそこを使うのか？　わかった、成果を期待させてもらうぞ。少なくとも良い知らせを聞かせろよ」

「だいぶ、お疲れのようですね」

　古田は弁当籠を開くと、中から皿を取りだしゾルザルの前に並べ始めた。

「わかるか。実のところ、最近はよく眠れておらぬのだ」

「食事の量も若干減っておいでのようです」

「お前は、医者以上に俺の健康状態を把握しているようだな」

　目の下に隈の出来た顔をしていれば誰だって調子が悪いと思うものだ。なのにゾルザルは、それを古田の特技であるかのように言った。きっと誰も、ゾルザルの顔色のことを口にしないのだろう。

「この鍋の蓋を開ける瞬間が楽しみなんだ。今日は何が入っているのかな？」

　ゾルザルは鍋の蓋をとって中味を覗き込んだ。

「ちっ、なんだこれは！　まるで病人食ではないか」

　鍋の中味は麦と野菜を畜乳で煮たポリッジであった。肉の塊が数個浮かんでいるがゾルザルは酷くがっかりした面持ちとなる。

「病人食とお思いですか？」

「これを違うとでも言うのか？」

「お試し下さい」

　皿にポリッジを盛りつける古田の言葉に従って、ゾルザルはひと掬すくい口に運んだ。そして舌鼓ともとれる舌打ちをして忌々しそうに歎息した。

「なんだこの味は……こんなポリッジ、喰ったことがないぞ」

「畜獣の骨を二昼夜にかけて煮込んで骨こつ髄ずいをたっぷりしみ出させ、それが十分の一になるまでひたすら煮込み濃縮します。そのスープに、これまた沸騰させないようにしつつ半分になるまで煮詰めた畜乳を用いて麦を煮込みました。後は、単純に岩塩のみを振りかけてあります。病人食っぽく見えますが、味の深さは料理として見てもなかなかのものだと思いますよ」

「ああ。こいつは凄い」

　ゾルザルは、あっという間に皿を空けてしまった。おかわりとばかりに鍋を奪い取ってそのまま匙さじをつっこむ。

「あっ……テューレさんの分」

「しまった、思わず手を付けてしまったぞ。これというのも、こんな美味い物を作るフルタが悪い。どうしてくれようかこの野郎。死刑にしてやる！」

　たちまち場が凍り付いた。

　いくらゾルザルでも、まさか美味い料理を作ったことが悪いなどと言うとは誰も思ってなかったからだ。皆、どうなることかと言葉を詰まらせ蒼白となった。

「冗談だ。面白くなかったか？」

　ゾルザルはそう言いながら周囲を見渡した。

　皆、慌てて追つい従しょう笑いをする。乾いた笑いが皇太子の執務室に響いた。

「き、肝が冷えました」

　古田も胸を撫でて、どぎまぎした様子を見せる。

「最近では冗談も、気軽に言えぬようになってしまった」

「殿下は権力者ですからね。誰もが殿下の顔色を見て、耳心地の良いことしか言わなくなってるんですよ。顔色のことも誰にも言われませんか？」

　するとゾルザルは「そんなに顔に出ているか」と顔をさする。「ちっとも言われんぞ。ま、お前に限っては随分と言いたい放題だが、それも食い物に関わることだけだ。政治やら、その他のことで口を開くような奴は俺の周りにはいない」

「まあ、食べ物については妥協しないように心がけていますので」

「お前はそれでいい。そのままでいろ」

「はいわかりました。ところでテューレさんの分ですが、厨房に用意がありますので、そちらをすぐにお持ちします」

「ああ、そうしろ。これは全て俺が喰らう。食が細くなったとは誰にも言わせん」

　ゾルザルはそう言うと、ポリッジに浮かんでいる肉塊をすくい上げてかぶりついた。

「うむ、これは臓物だな。こりこりとした歯ごたえがたまらん」

　そんな感想を語りながら、ゾルザルは皿を空にしていった。




　皇太子執務室を出た古田は、追って来る者の気配を感じて足を止めた。

　他に重要な施設がないためか厨房へと向かう廊下は、執務室から離れると途端に人ひと気けが無くなる。そのために廊下を早足で歩いている古田も、背後からの足音に気が付くことが出来た。

　振り返ってみればテューレが小走りに追って来る。

「待って！」

「どうしたんです？」

　息せき切ってやってきたヴォーリアバニーに古田は尋ねた。

「殿下が、お代わりを持って来るようにとの仰せなの。あの鍋を丸ごと独り占めしておいてまだ足りないと言うのよ。とんでもない胃袋だわ」

「そうですか？　強がってらっしゃるように見えますが……ま、気に入って頂けたんならそれでも良いんですけどね」

　そのまま古田は、厨房に向かおうとした。だが、言付けをして用を済ませたはずのテューレが一向に立ち去る気配を見せないので、どうしたのだろうと気になった。

「どうしたんです？」

「途中で鍋でもひっくり返されて、お代わりが足りなくなったら殿下のご機嫌を損ねることになってしまうわ。だから、一緒に行ってあげます」

　テューレはそう宣言して古田の隣に立った。

　別に鍋をひっくり返す心配なんてないのだが、古田は逆らわないことにした。

　しばらく無言のまま二人は肩を並べて歩く。

　ふと視線を感じた古田は、テューレを振り返った。だがテューレは慌てたように目をそらして前に顔を向けてしまう。そして古田に「何よ……」などと突き放すように言ってきたりする。

「いえ、別に」

「じろじろ見ないで。イヤラシイ」

















　テューレはそう言って胸元を隠すように前襟の袷あわせを整えた。

　そんなつもりは毛頭無いのだが、あからさまに身構えられると、テューレの隠しているようで微妙に隠せていないバニーガール的衣装のきわどさをかえって意識してしまった。

「別に見てません」

「嘘。見てたくせに」

「いや、見ていたのはテューレさんでは？」

「馬鹿言わないで！　なんで私があんたを見なきゃいけないの？」

　……見てたじゃないか！　と、さらに言い返すことも出来たが古田は肩の力を抜いて、テューレに譲ることにした。

「そう言えばそうですね。多分勘違いです。失礼しました」

「そうよ。失礼よ」

「済みません。お許し下さい」

　ぺこりと頭を下げて事態の収束をはかる古田。だがテューレはそれで話を終わらせることをよしとしなかった。

「駄目よ。許さないわ」

「あの……どうしたら、許していただけるでしょうか？　前みたいに、話をお聞きすればいいんですか？」

　テューレは焦った表情をすると古田に人差し指を突きつけた。

「そ、その話は忘れる約束よ！」

「そ、そうでした。忘れます。忘れました！」

　実のところテューレは、古田を相手に愚痴をこぼしたことがあるのだ。

　帝都を放棄してテルタへと至る道々でのことだ。移動中のことだけに他に仕事もないため、ほぼ一日かけてずうっと喋った。

　テューレは、これまで誰にも話を聞いて貰えなかったこともあって、心の澱おりがかなり色々と溜まっていた。そして、それを何も言わずにうんうん聞く古田を得たことで、あたかも水を得た魚のごとく喋った。喋ってしまったのだ。

　何故自分がここにいるのか。それは故郷の部族を救うためだった。なのに、そんな自分を同族達は裏切り者として仇きゅう敵てき扱いしている。理不尽だ。酷い、酷すぎる。これまで自分がどれだけ酷い目にあって来たのか。どうして他の人間ばかりが救われるのか。どうして自分には、誰も手を差し伸べてくれないのか。腹が立つ。とっても不愉快だ……等々。

　勢い余って暴走した。他人に知られては真剣に不味いことは何とか隠したものの、そうでないことは……いや隠していることがあるからこそ、それ以外のことは赤面してしまいそうなことも含めてすべてを打ち明けてしまったのである。

　そして翌日になって、どうしてあんなこと喋っちゃったのだろう私？　と頭を抱えて悶もだえ、秘密を知られた以上、生かしちゃおけねぇ的な気分と、自分の話を黙って聞いてくれるような貴重な存在は簡単に失えないという、愛憎混在した複雑な感情を抱くようになってしまったのである。

　以来、テューレは何かというと古田の近くにちょろちょろと出没する。

　それは古田が自分のことを言いふらしているんじゃないだろうかという警戒心であったり、自分のことを知った古田がどんなふうに思っているか、本音では馬鹿にしてるんじゃないだろうかと確かめたくなる心理であったり、そしてまた話を聞いて貰いたいという依存心といった、いろいろがごたまぜになって、行動として表れたものなのである。

「今度は、貴方の話をしなさい。聞いてあげてもよくってよ」

　そしてテューレは古田の話をやたらと聞きたがった。

「どうして、そんなことを？」

「…………えと、その、あの、で、殿下よ！　そう、貴方がいずれ開くというお店に殿下が興味を持ってらっしゃるの。報告する必要があるの」

　何を慌てているのだろう。古田はそう思いつつ笑った。

「それじゃ、しょうがないですよね。どこまで話しましたっけ？」

「昔、雇い主と喧嘩して店を飛び出したって話は聞いたわ。それと、あなたの夢ね。お店の間取りとか、どんなところに店を構えたいかって話だったわ。けど、もっと現実的な話はないのかしら？　もっと具体的な話よ」

「具体的？」

「例えば店に、どんな従業員を置くかって話よ！」

　間かん髪はつ入いれずに答えが返ってくる。何をそんなに力む必要があるんだろうかと古田は首を傾げた。

「はあ……」

　とりあえず、廊下で立ち話をしているわけにはいかないから厨房に戻る。そしてゾルザルが要求したお代わりと、テューレ分の昼食の支度をするため鍋を火にかけた。

　テューレは一歩引いた古田の背後から話を聞くこととなった。

「どんな女を雇おうと思っているのかしら？」

「条件は前に言ったとおりですよ」

「聞きたいのは具体的な話よ。ここにもメルダとか、ネッティとかいるでしょ？　意中の女はいるのかしら？」

　テューレは厨房周りで下働きをしているヒト種の女奴隷の名前を挙げた。

「そうですね…………う～ん」

「は、早く答えなさいよ」

「やっぱり、テューレさんみたいな方ですね」

「わ、わた、わわ、わたし!?」

「ええ。俺って和食料亭で修行したんですけど、この土地の食材と相性がいいみたいなんです。だからいっそのこと、この土地の料理ということを売りにしてみたら面白いんじゃないかって思いましてね。そうすると雰囲気を出すにはテューレさんみたいな方に来て貰うのがいいんですよね」

　中華料理なら中国人、インド料理はインド人、フランス料理ならやはりフランス人のギャルソンが居た方が演出効果が見込める。そこで、特地の食材を用いた料理店を経営するなら、特地の亜人がフロアに居た方が良いと考えたのである。

　ただテューレの耳には、古田の言葉が別の意味に聞こえたようだった。

　突然あわあわあわ……ともじもじし始め、「わ、私がいいの!?　ダメよ、私は殿下の愛玩奴隷なのよ。そんなこと出来るわけないじゃない」と盛んに両手を振った。

「でも、テューレさんみたいな方が理想的なんですよ。仕事もてきぱきと有能だし、客あしらいも上手。と言っても、実際にテューレさんみたいな女性は高たか嶺ねの花ですよね。どこで探したもんだか……」

　実際、テューレほどに有能ならば、大企業や官庁で活躍しているだろう。小さな店の仲居にはとうてい収まる器ではない。それに、バニーガールを置いたりしたら男性客ばかりの特殊な店になりそうだ。「諦めるしかないか」と古田は呟いた。

「そんなことないっ！」

　だが、何がそうさせたのか、突如としてテューレは不快そうに唇を尖らせた。その勢いに驚いた古田は半歩退いた。

「な、なんですか？」

「女を欲しいと思うなら、簡単に無理だと決めつけたりせず、相手に頼み込むべきだと言いたいのよっ！　何度も何度も頭を下げて頼んだら、しょうがないわねぇ、そこまで言うなら考えてあげないこともないわとか言って、不ふ承しょう不ぶ承しょう頼まれてくれるかも知れないでしょ!?」

「そうは言っても、相手にだって都合はあるでしょうし」

「こ、こ、こ、この根性なし。どうせなら、攫さらって逃げるぐらいの気概を見せなさいよっ！」

「なんですその略奪婚!?　従業員雇うのに、そんな真似してどうするんです？」

「何を言っているの!?　お店は、貴方の王国なんでしょう!?　ならば女将は女王！　その女と結婚するぐらいの気迫を持たなくてどうするって言うの!?　女はね！　男が自分のためにプライドを捨てるところを見て本気度を測るのよっ！」

　接客を任せる従業員の話のつもりだったが、いつのまにか女将になっていた。

　とは言え、古田が考えている店の規模なら、仲居を女将と呼んでもさしたる不都合はないので修正する必要を感じなかった。古田が持ちたいと思っている店は、料理人一人に仲居さん一人でまかなえる、小さな小さな店なのだ。

「そ、そりゃまぁ料理店は大抵夫婦でやるもんですけどねぇ」

「ふ……夫婦!?」

　何故か一人で顔を赤くしているテューレに対し、古田はどこまでもマイペースである。そしてテューレに「はい」と温まった鍋を入れた籠を手渡した。

「な、なによこれ？」

「運ぶのを手伝ってくれるのでは？」

　古田も古田で、肉の入った籠を持ち上げる。肉は盛りつけた時にポリッジに放り込むのだ。

「そ、そうね。手伝ってあげてもよくってよ」

　テューレは、慌てて籠を持ち上げた。

「でも、こんな話は殿下には内緒にして下さいよ」

「…………そうね。確かに殿下に報告できない下げ世せ話わなお話ね。それに現実的じゃないわ。所詮は夢よ。そう、これは夢なのよ」

「げ、下世話ですか……」

　自分の店の話が下世話で夢かよ……古田は少し傷ついた。

　皇太子執務室へと向かって廊下を戻り始める二人。途切れた話を蒸し返すこともなく、それでいて今の話題を引きずっているためか、別の話題を持ちかけようという気にもならず、お互いにずうっと黙り込んでいた。

　ちらちらと視線を向けあう。そしてあの角を曲がると皇太子の執務室が見えて来るというだんになって、どちらからともなく足を止めた。

　テューレはしばらく躊ちゅう躇ちょしていたようだが、思い切って切り出すように口を開いた。

「ねぇ……何か、貴方の弱みになりそうな話はないの？」

「はい!?　何ですそれ？　どういう話ですか？」

「安心できないのよ。貴方は私のことを知っているのに、私は貴方のことをそんなに知らない。これってとても落ち着かないの。不安なのよ。貴方がそういう人じゃないって思いたいけど、それを信じられるほど貴方のことを知らないわ。だから、貴方が私のことをあっちこっちに言いふらしているんじゃないかって心配になるの。だからそれを知っている限り、私の秘密も守られるって信じられるようなことを知りたいの。何かないのかしら？」

「最近、妙に絡むと思ったら、それが理由ですか？」

「そうよ。遠回りしちゃったけど、知りたかったのはそれよ」

「でもそれって、当の相手に直接聞きますか？」

「助けて欲しい時は助けてって言えばいいって言ったのは貴方じゃない！　力になるって言ったじゃない！　助けてよ。この不安を何とかしてよ！」

　テューレはそう言って古田の胸板を叩いた。

　その打撃はちっとも痛くなかった。だが、痛みとは違う種類の衝撃があった。それは決して不快なものではなく、テューレが向けてくる懇こん願がんに近い表情とともに、仕方ないなぁという気持ちを古田の胸中にわき上がらせた。

「そうですね。う～ん」

　古田はしばらく考えた末に、テューレの頭……兎耳に口を近づけた。

「僕がスパイ……こっちの言葉で言うと、えーと、間かん諜ちょうだって言ったらどうします？」

「ひっ!?」

　棒立ちになるテューレ。目を丸くして半歩後ずさった。

「あ、あり得ないわ」

　古田はテューレに預けた籠を受け取ると、「それじゃあ先に行きますね」とゾルザルの執務室へと向かった。

　一人残ったテューレは壁に背を預けると唇に手を当てる。

「テューレ様……」

　どこからともなく響く声。ボウロの声だ。

「驚きましたでござりまする。到底、信じられないでござりまする」

　テューレとボウロも、ゾルザルと同じように身辺にいる者を疑ったことがある。

　もちろん古田も疑惑の対象となった。だが彼は日頃の言動から見ても、最初に容疑者リストから削除される存在だった。

　普通、密偵とは目立たないように、そしてその組織から排除されることが無いよう極力言動に気を配る。それに対して古田は、時としてゾルザルに逆らってみせることすらあった。その態度はゾルザルの気まぐれな寛容さがなければ放り出されてもおかしくないものであり、密偵であるならば決してしないものなのだ。それに、自分から自分を密偵ですと言い出す者はいない。

「テューレ様」

「なぁに？」

「マツイフユキの移送はすでに完了しております。どういたしましょう？」

「情報は漏れたかしら？」

「あの男が自ら申しているように間諜であるならば、当然敵の知るところでありまする」

「いいわ……それならば、作戦はこのまま執り行います」

「もし、フルタが敵の間諜ならば、敵は来ない……罠と知りつつやって来るような者はいないと言うことでござりまするな？」

「それを確かめるためにも、手抜かりがあってはだめよ」

「はい。肝に銘じましてござりまする。敵がやってきたならばきっと討ち果たすか捕えることでしょう……なれど……」

「なぁに？」

「テューレ様にとっては、フルタが敵の間諜であった方が宜しいのでは？　その方が事態は面白くなりまするかと」

「そうね。ゾルザルお気に入りの料理人が敵の密偵だったなんて最高に笑える話だわ。だけどこれだけは必ず成功させる必要があります。あまり失敗が続くと私が殿下のご不興を買ってしまいますからね。それに今後のことを考えると、敵の情報を得ておく必要もあります。ですから一人か二人は捕虜をとっておきたいの」

「かしこまりました。では、フルタが嘘つきであることを祈って、朗報をお待ちあれ」

　そう言ってボウロの気配は消えた。




『面白れぇ名前が出て来たな』

　ゾルザルの執務室の前で、古田は骨こつ伝でん導どうイヤホンを押さえながら喉元に装着したマイクに話しかけた。

「予想はしてましたけど、テューレさんがねぇ」

『ボウロってのは、敵の密偵組織の元締めと目されてる奴の名前なんだ。それがゾルザルの女と繋がっているって分かっただけでもお手柄だよ』

　古田は不機嫌そうに顔をしかめた。柳やなぎ田だがテューレをゾルザルの女と呼んだことが気に入らなかったのだ。だからだろう、つい庇かばうように言った。

「今の会話からすると、テューレさんはゾルザルに心から従っているという訳でもないようです」

『そうかも知れないが、今回はやる気で来る。つまり待ち伏せされてるってことだな』

「そうみたいですね」

　スパイだと名乗った時にテューレにとりつけた集音マイクで、テューレとボウロの会話はすべて古田に筒抜けとなっていたのだ。しかもその電波はあちこちに設置された中継所を経へて、イタリカのフォルマル伯爵家の地下に置かれた特地方面派遣部隊イタリカ事務所まで送られている。

　そこでは情報収集活動、および防ぼう諜ちょう、そして各種の工作作戦の実施にかかわる調整作業が行われていた。

　そこの主の柳田は、「うむ」と頷いた。

「さて、どうするかだ」

　拉致犠牲者救出作戦は、自衛隊にとって、日本にとって極めて重要なものとして位置づけられている。たとえそれが罠であっても、今更止められるものではない。

「とは言え、なれど、さりとても……一個軍団相手ってのがきついのも確かだ」

　柳田はヘッドホンを押さえながら、書類やファイルで山積みとなっている机の上から地形図の束たばを引き抜いた。バサバサバサと何枚もの地図が床に散らばったが、古田が報せてきたタンスカという地域を含む地形図は手に取ることが出来た。

『だったら作戦中止ですか？』

　そうなれば古田はテューレから敵の間諜として認定されてしまうだろう。当然、身が危険にさらされるので任務を終了してアルヌスに逃げ帰ることになる。

　正直、古田としてはそうなった方がよかった。実のところ先ほどの危うい告白も、これで任務が終わりになったらいいなぁという期待を抱きながらしたことなのだ。ところがそれがかえってテューレとボウロの繋がりや、ゾルザルに対する叛はん意いをあぶり出すこととなった。それを見逃す柳田ではない。

「いや、これはいろいろな意味でチャンスなんだ。お前はもうしばらくそこにいてテューレとかいう女の観察を続けろ。こっちはこっちで工夫する」

『煮立った鍋に手を突っ込むつもりですか？』

「ああ。確かに奇襲にせよ強襲にせよ、事前に察知されて待ち伏せられれば、その難易度はたちまち高くなる。ハリウッド映画みたいにはいかねぇ。けどな、脱出の目め処どさえ立てばなんとかなるものなんだ。まぁいい、それはここで話すことじゃねぇからな。何かあったら連絡してくれ」

　こうした特殊作戦における攻撃側の優位を構成する最大の要素は、不意を衝つくことによって発生する敵の指揮、情報、行動の混乱である。それに乗じて行動の自由を確保しつつ所与の目的を完遂して脱出することで作戦は成り立つのだ。

　だが、あらかじめ攻撃がある事を予想している敵は、混乱からの立ち直りが早い。

　侵入や脱出の経路は、ことごとくが警戒されて罠を張られるだろう。それを力ずくで突破することも出来るが、その分、被害も大きくなる。さらに貴重な時間をも浪費することになる。

　指揮系統を立て直した敵はたちまち数の優位を生かして、こちら側を押しつぶしに来る。だからこそこの手の作戦は情報管理と、現場情報の収集が重視され、実施の段階では行動の迅じん速そくさと脱出経路の確保が求められるのである。

　特地と日本との間には武器や通信、移動力などに圧倒的な格差がある。だが、それだけを頼りにして作戦計画を立てるのは自分に都合良く物事が進むと決めてかかるのと同じであった。それをすれば、旧帝国陸海軍の参謀達と同じでたちまち「無能な働き者」となってしまう。

　齟そ齬ごと失敗と勘違いが当たり前のように起こる戦場にあっては、兵器の優劣などは、兵の効果的な運用でたちまち逆転され、状況は最悪の方向へと転がっていくのだ。

　ちなみに、敵の奇襲作戦に対抗するための原則は、混乱からの速やかな回復と、巧遅よりも秒単位の拙速を求めた作戦指揮であることは言うまでもないことである。何しろ、現場は「状況を確かめるから、ちょっと待て」などという言葉よりも「こうしろ！」という命令を求めているのだから。

　古田との通信を終えた柳田は、車椅子の背もたれに身体を預けながら拉致犠牲者救出作戦をどうやって成功に導くかを考えて唸った。

　当初の予定では陸路で戻ることになっていた。

　だが、敵に待ち伏せられているということになると、退路は塞がれていると想定すべきであった。そして待ち伏せて此方の裏をかいたつもりでいる、敵の意表をつくような動きをしなければならないのだ。

　とすれば、やはり航空機による離脱しかない。だがそれは、とある理由によって一時は断念したことであった。

　カラカラカラと車椅子の車輪を回転させて、後進。部屋の隅にある引き出しへと手を伸ばす。そこからチヌークの運行予定表を取り出した。

　数に限りのあるヘリコプターは、ゾルザル派ゲリラの掃討作戦に連日動員されている。パイロット達は皆超過労働気味で、急に用立てようとしてもどうにかなるような状態ではなかったのだ。

　拉致犠牲者救助の優先順位は確かに高いが、帝国のゲリラ相手に血みどろになって戦っている隊員達を支援することも優先順位が高いのだ。なので、当初は陸路からの脱出を計画していた。

「…………行きは良い良い、帰りは怖い」

　そんな小唄を口ずさみながら、柳田は電話に手を伸ばす。

「そちら空自さんですか？　こちら陸の柳田です。いつもお世話になってます。ちょっとお願いがあるんですけどね、大急ぎでファントムを飛ばして空くう撮さつして欲しい場所があるんですよ。ちょっとばかり込み入った内容なので、念入りにお願いします……ああ、それは任せておいてください。今度飲みに行きましょう。えっ、身体ですか？　大丈夫ですよ、最近は大分良いんです。それじゃあ頼みます」

　電話を一旦切って、もう一度ボタンを押す。

「こちら柳田だ。チヌークを一機、どうにかしてもらえんか？　確か、整備に入る寸前なのがあったろ？　その整備をちょっとばかり先延ばししてさ……え？　もうエンジンをバラしちゃった？　そりゃ困ったなあ。どっかに暇なチヌークない？　あるわけねえか」

　柳田は、電話を切りながら額に深く刻まれた皺しわを揉もむように指先で摘んだ。

「……どっかの作戦に割り込ませて遣り繰りするしかないってか？」

　改めて運行予定表を指でなぞる。すると、空白となっている部分のあるチヌークがあることに気づいた。

「なんだよこれ……現地にて待機して任務終了後帰投って、要するに飛んでねぇってことじゃねぇか。誰だこんな無駄な使い方してるのは……場所はクナップヌイ？」

　柳田は地形図を探して周囲を見渡した。そして目的の物が机の下に落ちていることに気づいて手を伸ばす。だが、車椅子の上からでは、身体をせり出しても手がなかなか届かなかった。もう一度と手を伸ばすと、柳田の肩越しに傷だらけの白い腕が伸びて地形図を拾い上げた。

「これでいいのかい？　ヤナギダの旦那」

「……なんだ、デリラか」

　音もなく背後に忍び寄っていたのはデリラだった。

　背中側から柳田の首に腕をまわしてふわりと抱きつく。

「声をかけてくれりゃいいのに。あたいをこき使っておくれよ」

「ふん。俺をこんな身体にしやがった奴に介護して貰おうとは思わんよ」

「あっ、ゴメンよ、ゴメンよ！　もう、そろそろ許しておくれよお」

　柳田に頬ずりするデリラ。柳田は「ああっ、いちいち抱きついて来るなっ！　いいから離れろ。暑っ苦しい」と言いながら、デリラとの間に腕を入れて身体を剥はがしにかかった。

　デリラは恨めしそうな表情をしながらも柳田の言いつけに素直に従う。

「そんなこと言っちゃってさ、寝床じゃしつっこい癖にぃ」

　親指の爪を軽く囓りながらそんなことを言うデリラに「場所柄をわきまえろって言ってるんだ！」と怒鳴ると、柳田は地図を机の上に並べた。

「なんだ、同じ方向じゃねぇか。これなら、帰りにちょこっと寄り道して貰えれば、作戦部隊を拾えるな……よし、これで帰り道の成算が立つ」

「その作戦。あたいが敵の巣穴で見つけてきた奴だよね」

「そうだ」

「そろそろあたいを褒めておくれよ。一生懸命ノッラとか言う奴と戦ったんだよ。結局は逃げられちまったけどさあ」

「いや、残念だが褒めてはやれん」

「なんで!?　もしかして、ガセネタだったのかい？」

「いや、ガセネタより始末に悪い。敵の罠だった」

「そ、そんな！　ゴメンよ、ごめん。本当にゴメンよ」

　デリラは両手を合わせて頭を下げた。

「だが、囮おとりが本物なのは確かだ。だから、罠を承知で手をつっ込むことにした」

　そんな柳田の言葉に、デリラも瞳を輝かせる。

「だったら、あたいにも出番をおくれよ。きっと敵をやっつけてやるからさ」

「当然だな。ちょっとばかし厳しくなるが、是が非でもやってもらうからな」

　柳田はそう答えると、電話をとりあげてボタンを押した。

「狭間陸将ですか？　こちら柳田です」
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　三日間と設定された調査活動を終えた伊丹達は、宿営地を引き払うとチヌークに乗り込みクナップヌイの地をあとにした。

　来た時とは違い、空は雲一つ無い青空が広がっていた。

　黒い霧が立ち込め、重苦しさの漂っていた場所からの離陸なだけに、高度が上がっていく開放感は素晴らしいものがあった。

「……ということで、帰り道でちょっとばかり寄り道することになりました」

　そんな中、伊丹は部下や民間人達に予定の変更があることを告げた。

「儂らを乗っけたまま寄り道しようって言うのじゃから、よっぽど大事な用事なんじゃろうな？」

　一番に質問をしたのは養鳴教授だった。

「ええ、まぁ」

「で、隊長。どこに行くんですか？」

　桑原陸曹長の問いに伊丹は「タンスカだってさ。作戦行動中の部隊を拾えって言ってた」と他人事のように答えた。

「ってことは、戦闘になるかも知れない!?」

　桑原や倉田が「聞いてないよ」「そんなの嘘だろ？」と言いたげに身を乗り出した。

「以前からの懸案となっていた拉致犠牲者の救出作戦が進行中らしい。このチヌークはその実行部隊を乗っけてアルヌスへと帰る」

「おおっ！」

　これを聞いて目の色を変えたのは菜々美とカメラマンである。

「拉致犠牲者の救出作戦なんて、もしかして大スクープ!?　報道局長賞もの!?」

「そうだと良いですわね」

　荷物から輸液セットを取り出して、機内のあちこちにぶら下げる作業を始めた黒川が菜々美を応援するように言った。

「殿下、ハミルトン様、お手伝いしていただけますか？」

「相手は、ゾルザル兄様の部下か？　わかった。妾達はクロカワを手伝おう」

　伊丹は、場をまとめに入った。

「ということで、先生方には大変申し訳ありませんが、寄り道、よろしくお願いいたします」

　養鳴は腕を組んで唸る。

「うーむ、救出作戦とあらば仕方あるまい。儂らも手伝おう」

「いや、特に手伝っていただかなくてはならないようなことはありませんが」

「何を言う！　同じ日本人として手を拱こまねいて見ているわけにはいかんじゃろう？　ここは一つ、知的な戦い方という奴を見せてやるからな」

「いや、ですから戦わなくていいんですけど」

　伊丹と養鳴がそんなやりとりをするのを後しり目めに、テュカはコンパウンドボウを取りだして支度を始めた。ヤオも弓を取り出して弦を張り始める。レレイは、鞄から真鍮色に輝く漏じょう斗ごの束を取り出す。

















「あの……レレイちゃん。それ、何に使うの？　まさかと思うけどそれが武器とか？」

　倉田はこの場での漏斗の使用目的が理解できなかったため、思わず問いかけた。

「こう使う」

　レレイは小声でモノフォニーの一節を唱った。すると十数個の漏斗が宙に浮かんでレレイの周りを舞った。

「ま、まさか、それは、ファ……」

「待て倉田っ！　それはただの漏斗だ。決して英訳するな！」

　伊丹は倉田の声に被せるように叫んだ。

「おお、何度見ても驚きだ！　まさに魔法じゃな」

　養鳴や漆畑はレレイの引き起こした現象を見て、感嘆の声を上げていた。

　ロゥリィは、何故かチヌークに乗り込んで来ている冥王ハーディの使徒に、まるでいじめっ子のような表情で告げる。

「戦闘よぉ。羨ましいでしょう？　参加したい？」

　実に嬉しげであった。さすが戦神の使徒。まるで楽しいパーティがこれから始まるかのようなはしゃぎっぷりを見せている。だが、ここで問われるままに「参加する」などと口にしたら、きっと楽しみを横取りするのかと睨まれてしまうだろう。

「あ、いや、参加はしないで見るだけにしておくぜ……しておきます」

　だからだろうか、ジゼルはそう答えるとぺこりと頭を下げたのだった。
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　タンスカは、セス湖に流れ込む大河の、主に河口付近部における名称である。

　この河は少し遡さかのぼるとメッセ、さらに上流ではグエラなどの名称で呼ばれる。河口付近にはエメラ、ミューゼ、テウィン、ネッキの名で呼ばれる四つの中なか洲すがあって、それぞれは吊り橋で連絡され、浅瀬には川底に丸太を深々と打ち込んだ木柵が組まれ、水陸双方からの進入を阻む水上城塞となっている。

　ただし、城塞の呼称で呼ばれていても、ここにあるのは帝国が通常建設するような石材を積み上げたものではなかった。主要な柱部分こそ石積みのしっかりとした作りでありながら、壁面は木材が用いられるという変則的な建造物なのだ。

　帝国の常識では、これは城塞とは呼ばれない。城塞と呼ばれるにふさわしい構造物は、全てを石材で造る恒こう久きゅう的てきな建物でなければならないからである。

　木材を用いるのは、宿営地など短期間の使用を前提とするときだ。その場合城塞ではなく、砦と呼ばれるのが普通であった。

　にもかかわらず、このタンスカは例外的に城塞の呼称が用いられていた。

　その理由は、計画当初、石造りの堅牢な城塞となることが予定されていたからである。実際に工事にも着手し、多くの石材が石工達と共に運び込まれて、石を積み上げていく作業が行われた。

　ところがある日、建物がその自重によって地面へと沈み込み始めた。誇張でも文学的な修辞でも無く、文字通り建物を地面が呑み込んでしまったのである。

　中洲を形成する地盤がゆるいことは、もちろん最初からわかっていて、当時の帝国における土木技術の粋すいを結集した最高峰の基礎工事が行われている。いや、行われた「はず」であった。

　にもかかわらず、建造途上の建物はあたかも船が沈むが如く、地面にめり込んでいき、ほんの数日で当時の二階部分が地上階となってしまったのである。

　しかも、地上に残った二階部分ですらも沈もうとしていた。

　慌てた石工や帝国軍の将兵達は大急ぎで壁や階段などの建材を取り除いて建物を軽くすることを試みた。そして、やっと沈下が止まった時には、建物は屋根と柱しかないという状態に陥っていたのである。

　もちろん、これでは兵舎としてはおろか、城塞としての役割も果たすことは出来ない。

　そのために大きな空間となった柱と柱の間には丸木を組んだ壁をはめ、兵舎としては木造の建物が並べられるという半端な造りにせざるを得なくなったのである。

　このことは、タンスカが防御施設としては重大な欠陥を抱えていることを意味していた。当然、事態は担当者の責任問題へと発展するかに思われた。

　ところが「この要塞に要求される機能は、タンスカ河の中洲にあって、セス湖の水上交通を掌握するための拠点となることにある。敵の侵攻を、城壁で防ぐという役割が要求される可能性も少ないため、防御施設としての欠陥は問題視する必要はない」という主張が、建造に携わった一部の貴族から強力に発せられたのである。

　そこには巨費を投じて造った建物を使用することもなく廃棄するのは惜しいという判断もあったかも知れない。だが、おおかたのところは、責任回避以外の何者でもないというのが衆目の一致するところである。

　曲きょく学がく阿あ世せい、牽けん強きょう付ふ会かいがまかり通るのは帝国ではさほど珍しいことで無く、その貴族の口にした「このままでも、タンスカは機能的になんら問題はない」という言い訳がそのまま通って、公的に城塞の呼称が用いられることとなってしまったのである。




「ゴダセン閣下。皇太子殿下よりの訓令です」

　タンスカを中心にセス湖周辺地域の属州統治を任されているゴダセンは、テルタから到着したばかりの帝権擁護委員オプリーチニキの差し出した手紙を受け取ると、内容にささっと目を走らせた。

「君は？」

「はっ、皇太子殿下より閣下付きを拝命いたしました、帝権擁護委員オプリーチニキダーレスです」

　ダーレスは同じようなコボルトの仮面をかぶった配下を二人ほど引き連れていた。二人はゴダセンに向けて自らの胸に拳を当てる敬礼をした。

「この手紙には、詳細の説明は君から受けろとあるが？」

　コボルトの兜かぶとを小脇に抱えたダーレスは、ゴダセンに説明を始めた。

　それは囮を用いて日本人の影戦を担う者を捕縛、あるいは殲せん滅めつし、敵戦力の漸減を図る。さらには敵組織の実態を解明しようという作戦であった。

「その話なら、以前から聞いてはいた。だが儂は反対をしていたぞ」

「存じ上げています。ですがこれは命令です」

「わかっておる。その為に殿下が虎の子の一個軍団を割いて下さったことも承知している。だがあえて火中に手を突っ込んで栗を拾う意味は何だ」

「敵の影戦を担う実行組織の実態を暴くためとご理解下さい」

「影戦か……儂は好かんぞ」

「好き嫌いで論じて良い問題ではないのでは？　表の戦いを有利にするために、裏では熾し烈れつな影戦が繰り広げられているのです。こうしている今もです」

「それは分かっている。だが感想ぐらい言わせろ」

　ゴダセンは、ダーレス委員と共に執務室を出ると「そもそもお前達は敵を甘く見すぎている」と愚痴った。

「それも感想ですか？」

　暗に、皇太子を批判しているのかと訊ねており、それ以上は粛清の対象になるぞという警告の意味もあった。

「もちろんだ。別の何かに聞こえるかね？」

　建物の外に出ると、日本人の入った檻おりがおかれていた。ゴダセンは檻を覗き込むと嫌そうな表情で鼻を鳴らす。

「……とんでもない疫やく病びょう神がみを運び込んでくれたもんだ。この男がここにいると知れば、ニホン人共が、火がついたように怒りまくって、襲いかかって来るぞ」

「是非とも襲って来て欲しいところです。我々はそれを待っているのですから」

「その結果、何が起きても儂は知らんぞ」

　ゴダセンは言い放つと日本人をミューゼの倉庫地下に運ぶように命じた。木製の檻が兵士達によって運ばれていく。

「閣下。囮を地下に隠すのは反対です。どこに隠しているか分からないと敵が来てくれないかもしれませんから」

「ならばいっそのこと中央広場のど真ん中に置いて、晒し者にしておくか？」

「それが宜しいでしょう。そして充分な見張りを立てておくのです」

「では、そうするとしよう」

　うんざりした表情のゴダセンは命令を変更して、囮の入った檻をミューゼの中央広場に置くよう指示した。

「これで何とかなればよいのだがな」

「そういえば閣下は、ニホン人と戦ったことがおありでしたね？」

「ああ。手も足も出なかった。惨敗だった」

「しかし、我らとていつまでも負けておりません。ヘルム将軍の作戦指導で状況は有利になりつつあります。さらに新しい魔法が報告されたと聞きます。大変に画期的な魔法だそうで、それを用いさえすれば連中にもきっと対抗していけるでしょう」

「君が言ってるのは、爆ばく轟ごう魔法のことだな。確かにロンデルで報告されて脚光を浴びているようだ。しかも炎龍撃破という実績付きだから威力の方も折り紙付きだ。だが扱いの難しい技でもある。あちこちの魔導師がその技を我が物にしようと論文を読み漁っているだろうが、身につけられる者はそうはおるまい」

「もしや閣下もご挑戦なさったのですか？」

「ああ。だがどうにも光輪を二つ以上作れなかった。実用的な威力を発揮するには最低でも五つは作れないとな」

「五つ作れるようになられましたら、ぜひ、閣下も軍の方にご復帰いただきたい」

「やめておけ。魔導師が戦う時代はとうの昔に過ぎ去った。爆轟魔法を叩きつけ合えば、戦争はこれまでとは違う恐ろしいものになるぞ」

「恐ろしくない戦争などありません」

　ゴダセンは、自分が参加した直近の戦争を思って、「そうだったな」と頷いた。

「よし、直ちに全軍を警戒態勢に入らせろ！　何時、敵が襲ってくるかわからんぞ」

　ゴダセンの指令を受けた、伝令達が一斉に走り出す。武装した兵士達が金具の音を立てながら城塞内を走って配置についていった。

「河に舟を巡回させて警戒を密にさせよ。敵は空から舞い降りて来ることもあるぞ。全てを警戒するのだ」

　すると兵卒の一人が敬礼して声をかけて来た。

「長官閣下！　地面の下にも気を配ったほうが宜しいでしょうか？」

　ゴダセンは虚を突かれたように眉を寄せたが、程なくして大きく頷いた。

「充分にあり得る話だ。気をつけろ」

　すると兵士達は視線を下に下ろすと、一斉に後ずさった。

「空、地の底、水の中……全てに気を配れ！　死にたくなくば手を抜くな！」

　こうして、あちこちに見張りが立ち、鳴子が河に張り巡らされ、兵士達が交代で地面に耳を当てて異音が近づいてこないかを警戒する態勢がつくられていった。

「嫌だ、反対だとおっしゃっていた割には、随分と積極的ですね」

　ダーレスは感心したように言った。

「個人的な感想は感想、任務は任務だからな。ここまで来れば、なすべき事をなすしかなかろう」

「大変結構です。殿下もお喜びになることでしょう」

「成功すれば、の話だがな。少なくとも儂が手を抜いたから失敗したとは言わせんつもりだ」

「これだけの戦力を集めておいて、失敗することなどあり得ると思えませんが、閣下は失敗すると考えてらっしゃるのですか？」

「さあてな。どんな作戦も、成功するという確信があるから始められるのだ。なのにいざ実行に移すと失敗したりする。ダーレス委員、いったい何故だと思うね？」

「敢闘精神に欠けるからです。勝利しようという意欲がないと失敗するのです」

「それは知らなかった。失敗は意欲のせいか」

「それ以外に何があるとおっしゃるのでしょうか？　閣下こそ、失敗の原因を何だと思っておいでですか？」

「さあな。作戦そのものとか、あるいは巡り合わせとか、運みたいなもんだろう？　あるいは作戦そのものが間違っているのかもしれん」

「二度同じ物が出てきましたが？」

「そうか？　もしかして聞き間違いではないか？」

「そうかも知れません。きっと聞き間違いでしょう。でなければ、この作戦の裁さい可かを下された皇太子殿下に対する批判であると考えねばなりませんからな」

「なるほど。つまりは失敗の責任は常に現場にあるということか？」

「はい。だからこそ現場を監督するために我々、帝権擁護委員オプリーチニキがいるのです」

　ダーレスは、そう言うと一人で納得したように頷くのだった。








〈下巻に続く〉　














　　あとがき






　こんにちは。このたびは『ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　４．総撃編（上）』を手に取って下さり、誠にありがとうございます。

　物語が進んでいくと、筆者が思ってもいなかったキャラに、人気が出てしまうことがあります。

　この『ゲート』シリーズは登場キャラがやたらと多いのですが、亜神ジゼルもまた、皆さんの人気を頂いています。そこで今回、私は渾こん身しんの力を込めて、黒獅子さんにジゼルのイラストを描き起こしてもらいました。

　筆者が渾身の力を込めて何ができるんだ？　と、思われるかもしれません。その通りで、実際力を込めて下さったのはもちろん黒獅子さんです。

　いや、単純に力を込めてもペン先が曲がるか、タブレットの芯が削れてくばかりで、決していい絵は描けないと思われた方、正解です。

　けれど黒獅子さんは、ペンタブレットの芯がへし折れんばかりに指に力を込めていたと思います。その力の源泉はもしかすると、私に対するいろんな感情かもしれませんが。




　いえいえ、逆に気合が入りましたよ！　今までに描いたことのないような新鮮なキャラだったので、自然とテンションも高くなり、楽しかったです。（by黒獅子）




　私は肝心なところでアバウトで、どうでもいいところで細かいという困った性せい癖へきがありまして、へんてこな注文を山程出し、井塚さん（単行本イラスト担当）、竿尾さん（コミック作画担当）、そして黒獅子さんを大いに悩ませたりしているのです。

　総撃編で特にやっかいだったのは、ジゼルの色指定だと思います。

　今回、私は色にこだわりました。

　読者の方々も炎龍編で初めてジゼル猊下が登場した時、「深ふかき縹はなだ色ってどんな色じゃ!?」と、想像できなくて頭を悩ませたのではないでしょうか？

　レベル５以上のスーパー・スコッパー（読者）の方は、即座にネットか色見本で調べられたことでしょう。そして「青でいいじゃんか、青で」とつぶやかれたかと思います。

　ですが、やはり『青』では駄目なのです。

　そう、青と言ってしまうのは、女性の肌を「肌色」の一言で済ませてしまうくらいに駄目です。やはり色白だとか健康的に焼けた肌とか、いろいろな表現がそこにあるわけです。

　深縹色とは非ヒト種的存在であることを主張しつつ、しかしそれでいて「小麦色に焼けた肌的」な、いわゆる弾力感があり、すべすべで色気が醸かもされる色なのです（力説）。

　そう思って見ると色見本でもハアハアできません？　いや、色見本でハアハアするのは超上級者ですね。すみません。

　これでトライバルのタトゥーを入れ、真っ白でゴスな衣装を……ということで出来上がったのが、皆さんが手に取っている文庫版のジゼルさんなのです。

　いい娘でしょ？　可愛がってあげて下さい。よろしくお願いいたします。





柳内たくみ







著　者

柳内たくみ（やないたくみ）

東京都在住。自衛官を経験した後、２００６年に自営業を開業。本業に従事する傍ら、インターネット上で精力的に執筆活動を展開し、２０１０年４月、「ゲート　自衛隊　彼の地にて、斯く戦えり　１．接触編」で出版デビュー。シリーズ累計３５０万部のミリオンセラーとなる。他に「氷風のクルッカ　雪の妖精と白い死神」（アルファポリス文庫）、「戦国スナイパー」シリーズ（講談社文庫）などがある。




イラストレーター

黒獅子（くろじし）

２月２日生。熊本県出身、東京都在住のイラストレーター。職を転々とし、２０１２年２月よりフリーランスとして活動開始。インドア派で趣味はゲームと映画鑑賞。最近は海外ドラマにハマりつつある。

http://www4.pf-x.net/~kurojishi/






本書は、２０１１年６月当社より単行本として刊行されたものを文庫化したものです。










ゲート─自衛隊 彼の地にて、斯く戦えり〈4〉総撃編〈上〉




2016年1月8日電子版発行





著者　　柳内たくみ

編集　　宮本剛・太田鉄平

発行者　梶本雄介

発行所　株式会社アルファポリス

　　　　〒150-6005

　　　　東京都渋谷区恵比寿4-20-3 恵比寿ガーデンプレイスタワー5F

　　　　TEL　03-6277-1601（営業）

　　　　TEL　03-6277-1602（編集）

　　　　URL　http://www.alphapolis.co.jp



装丁・本文イラスト　黒獅子

装丁デザイン　ansyyqdesign




©Takumi Yanai 2016




本作品は書籍で刊行したものを電子書籍化にあたり再編集したものです。

本書の内容の一部あるいは全部を無断で複製・改ざん・公衆送信（インターネット上への転載等）をすることは、法律で禁止されています。個人的な使用を目的とする場合でも、コピーガード等の著作権保護技術を解除して複製等を行うことはできません。



item/image/kuchie01.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		ゲート─自衛隊 彼の地にて、斯く戦えり〈４〉総撃編〈上〉













Guide





		表紙











item/image/kuchie02.jpg





item/image/kuchie03.jpg





item/image/cover.jpg
_____m.a._g"a_mmﬁw/

SEM

Yanai Takumi

.(qd/

a i d

7/ »
I
Y&

ﬂ'- ;

Th7r7:





item/image/249.jpg





item/image/002.jpg
A 0.3 \ LYFA
TAVRIAERROXAR, |
HEHEEXLE
FryheE—T I,

24
REREZEIZEHE.
NS,

12/%. HEER
F1IURO—AIR,
| EREME THEOEIRS R,

¢ gl \
I NN OBLHRGR. : 28/, : 3157, REOF—IILT.,
FEICHIFEN e IRATHEEVSRBOBHE. [~ 7 IR BRAEDE LA

EEDSENTFL,

JA—UFNZ—DEE., g ANAELTINHFISEDL,

RELERTET»5S
BhSRTS,

SHROFEIC R
B S OB AEM,
7 BIRTBEW, % 17 BERFOMN—T 1 DEE.

9617,

I LOA (A BT,
7V 7YQRIAMEREED. |

ENNEFOR,
BtEEEADRB.






item/image/047.jpg
)7

) . \\

=4 ‘ &\\\\\\\\\k
| h¢§\§/,

Wy






item/image/shorthaifun_u2010.png





item/image/116.jpg





item/image/078.jpg





item/image/272.jpg





item/image/175.jpg





